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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　理り刀とと宝剣までの距離が、およそ三メートルほどに縮まったそのときだった。

　彼の歩みを阻はばむように、空間がくにゃりと歪ゆがんだ。

　そこからにじみ出てくるように姿を現したのは……、

「きゅっ!?」

　フォンターナ公こう爵しやく家けの長女、スキュースだった。

　気持ちの準備もなく｛魔界の至宝｝に見つめられると、心の内すべてを見み透すかされているようで恐こわくなる。

　でもどうして、｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内で魔法を？　そんな疑問を口にする間もなく、

　ピシャァァァン！

「きゅっ!?」

　立ちどまった理刀の頭を、白いなにかが打ち抜いた。

　視界を縦に切り裂いたそれは……、稲妻!?

　状況を把握するよりも先に、理刀がその場にくずおれた。スキュースに右手を伸ばし……。宝剣まで、あとわずかというところで……。

　理り刀と!?　ど、ど、どうしてっ!?

「理刀──────────────────────────────────っ！」

　キュートは、ただ、叫ぶことしかできなくて……。

　広場の隅すみにいた二頭の飛竜が、｛魔界の至宝｝の魔力波に驚いて空へ飛び立った。一頭は、キュートがのってきた飛竜。もう一頭は、エプスタインのだれかが使ったものだろう。

　だがいまは、帰りの足などどうでもいい。

　なぜスキュースは、訓練された飛竜が怯おびえるほどの魔力で、理刀を打ち据すえたのだろう？　彼女の意図が、まるでわからない。

　理刀を優勝させたくない？　それはそれで、彼とササラ姫がくっつくかもしれない、というキュートの心配を取り払ってくれることにはなるけど……。

｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内で空間移動術を使えたということは、なんらかの方法でササラ姫の能力を封じている、と考えていい。

　キュートは、すぐに自らの内面を探った。

「………」

　やっぱり、魔力が戻っている。

　でもその前に、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者を魔法で気絶させることが可能なのだろうか？

｛魔界の至宝｝だから、なんでもアリ？

　ぐるぐると回転する思考の底に、恐怖が降り積もっていく。怒りもいっしょに。

　理由はわからない。でも、スキュースがなんらかの方法で理刀を攻撃して……。優勝目前だったのに……。

「り、と？」

　彼を見下ろす位置で立ちどまり、続けて、そろそろと視線を上げ、六六七人のフォンターナ姉妹、その頂点に座す姉の顔を見上げた。

　凍いてつく海うな原ばら、その未知なる深海へ引きずり込まれてしまいそうなスキュースの瞳ひとみと視線が重なった瞬間、降り積もり続けていた怒りに火がついた。

「ス、スキュースお姉様、どうしてこんな……」

「………」

　スキュースが、罪悪感のカケラも見せてくれないから……、なおさら恐怖と怒りと焦しよう燥そうがふくれ上がっていく。出た言葉は、ほとんど反射的だった。

「スキュースお姉様っ！　理刀は精いっぱい戦ったのに、こんなひどいことしてっ！　理刀はっ、理刀はっ、ササラ姫のために、危ないレースに挑んだのよっ!?　それも、お父様が無理やり参加させてっ！　それなのに、それなのにっ！　どうして……」

　胸が詰まって、言葉も詰まって……。

　むぅ、と唇を引きしめ、長女の冷たくも美しい顔を見上げることしかできない。

　スキュースの空色ひとみに、いまにも泣き出しそうなキュートの顔が映っている。

　その瞳ひとみに、微かすかなあたたかみが差した。

「よく見てごらんなさい」

　姉の言葉に、キュートはハッと息を吞のんだ。跳ね回る感情をとっさに抑えつけ、倒れた理り刀とへ再び目を落とす。

「きゅ!?」

　いつの間にか、彼の姿が消えている。代わりに倒れているのは……、卑ひ怯きよう男おとこのセイル・エプスタインだった。

「え？　あれ？　じゃ、じゃあ、理刀は？」

　心の中から、恐怖や怒りや焦しよう燥そうが消し飛んだ。代わりに、疑問と不安が噴き出してくる。

　理刀の姿を捜し、慌あわてて広場を見渡した。

　セイルが、なんらかの魔導具を使って理刀に変化していたらしいが、そんなことはこの際どうでもよかった。

　理刀の安否が心配だ。

　理刀、理刀、理刀、理刀、理刀……。

　急せく気持ちを抑えることもできず、キュートはあたふたと周囲に目を配り、おろおろと歩き回った。












　理り刀とは……、どこに……、いた！

　エプスタインが数ばかりを集めたガラクタ傀く儡ぐつ兵へいが、折り重なるように倒れている。その下に埋もれるようにして、理刀の頭が見えた。うつ伏せに倒れている。

　スキュースの稲妻に撃ち抜かれ、倒れたのはセイル・エプスタイン。本物の理刀は……、彼は……、すぐそこに……。

「理刀っ！」

「手を貸してはダメよ」

　走り出そうとしたキュートだが、スキュースの静かな声に足をとめられた。

「え？　どうして……」

「助けてもらった彼は、喜ぶかしら？」

「でも……」

　キュートは下唇を嚙かみ、理刀にむき直った。

　二メートルも離れていない場所に、彼が倒れている。

　確かに、スキュースの言う通りだと思う。助けてあげても、たぶん、いいやきっと、理刀は喜ばないだろう。「ありがとう」と言ってはくれるはず。でも、内心では……。

　最後まで自分の力でやれなかった、と悔しがるはず。

　だからキュートは……、

「理刀っ！　がんばってっ！」

　叫んだ。声援を送ることしかできない自分が、もどかしいけど……。

「理刀っ！」

　力み、思わずスカートを握りしめる。

　てのひらには、硬い感触。

　ポケットの中には、理刀からもらったはぁと石を入れている。

　はぁとは、心のかたち。

　キュートは、心から叫んだ。

「理刀ぉっ、がんばってぇっ！」


　　　◆◆◆



　ずっと遠くから、キュートの声が聞こえてくる。

『理刀、がんばって』

　もちろん、がんばってるよ。フィストにもがんばってもらったし。

　フィストがいてくれたから、ここまでこれたんだ。とても感謝してる。

『理刀、しっかり』

　うん、しっかりしないとね。フィストに負けないよう、がんばるよ。

　本当にがんばったんだよ？

　フィストといっしょに、走竜レースのゴールまできたんだ。

　きたんだ……。なのに、エプスタインの連中が邪魔をして、フィストが石にされて、セイルまでやってきて……。

　あんまり腹が立ったから、アイツの顔面に飛とび蹴げりを入れてやったよ。ビシッとね。

　そのあと、雨のように魔法攻撃を受けたから、ガツンと『混沌爆弾カオテイツク・ボム』が爆発して……。

　爆風で砂すな埃ぼこりが舞い上がったから、チャンスだと思ったんだ。ここで一気に、ってね。

　でも、いきなり頭に衝撃を受けて……。

　後ろからだれかに殴られたんだ、と思ったときにはもう、目の前が暗くなってて……。

『理り刀とぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！』

　暗い水底から、意識が浮かび上がってくるような感覚。火ほ照てった体に、冷たくも心地ここちいい風を浴びるような……。

　キュート。

「キュートっ！」

　理刀は跳ね起きようとして、ずしりと重くのしかかってくるなにかに顔をしかめた。

「理刀っ、大丈夫!?　無理しないで、ゆっくりでいいから」

　熱と香りとやさしさのこもったキュートの声が、すぐそばから聞こえてくる。ずっと、ずっと近くにいてくれたのだ。

　喜びを胸に、理刀は地面に両手をついた。そして、すべての重荷を跳ね飛ばすかのように立ち上がる。

　自分の背にのっていたのは、エプスタインの手下たちだった。一瞬、ビックリしてしまうほど人に似ているが、よくよく見ると人形であることがわかった。眼球や肌はだ艶つやのそれが、明らかに生物としての息吹いぶきをもっていない。

　動く気配のない人形たちから顔を上げると、泣きそうな、それでも微笑ほほえんでいるキュートと目が合った。

　少し離れた場所、宝剣が突き刺さった大岩の手前に立っているのは、驚いたことにスキュースだ。彼女の手前に倒れている男は……、セイル？

　気絶している間に、いろいろあったらしい。

「ど、どこか痛いところとかない？　本当に無理しないでね。もうエプスタインはやっつけたから」

　キュートが、理刀の体を上から下まで見回している。ツインテールをぴょこぴょこさせている様が、なんだかとても可愛かわいらしい。

　走竜レースが始まってから数時間も経たっていないのに、なんだか久しぶりに会ったような気がする。

　新鮮な心地ここちで、理り刀とはニッと笑みを浮かべた。

「心配かけてごめん。大丈夫、体はなんともないよ」

　殴られた後頭部がズキズキと痛むけど、そんなことなどどうでもいい。いまは、キュートに笑顔でいてほしいから。ただそれだけだから。

「本当になんともない？」

「もうひとレースやってもいいくらいに、ね」

「そう、よかった」

　すぐに、キュートが安あん堵どの表情を浮かべてくれた。満面の笑みとは言い難がたいけど、それだけで心が軽くなる。レースの疲れも消えていく。

　理刀はあらためて、聖せい廟びよう前まえの広場に首を巡めぐらせた。

　自分。キュート。スキュース。他ほかはみんな倒れている。中央付近に、石にされたフィスト。早くもとに戻してあげないと……。

「理刀、まずは剣を抜いて。エプスタインが、またなにか仕掛けてくるかもしれないわ」

　キュートの言葉で、理刀はとりあえずフィストから視線をそらし、心の中で「ごめん、もう少し待ってて」と謝りつつ、大岩へ足をむけた。

　スキュースに、「どうも、お久しぶりです」と頭を下げたあと、宝剣の柄つかを逆手に握る。

　真冬のように冷たい表情ながら、唇だけはほんの微かすかに春の色をにじませたフォンターナ家の長女が、無言でそれを見ている。

　キュートも無言。

　倒れたセイルや、エプスタインの手下たちを背中越しに見たあと、いいのかな？　という気持ちとともに引き抜いた。

　スルッ、となんの抵抗もなく剣が抜けたため、思わず二、三歩後ろに下がってしまう。

　レース終了のあっけなさに、理刀は肩をすくめた。

　宝剣も、驚くほど軽い。

「理刀、優勝おめでとう」

　キュートが、いつもの、それでもどこか陰りを含んだ笑みを浮かべた。





一章　ネガティビズムへ







「おにいちゃ～ん」

　理り刀との頭上から降ってきたのは、明るさと甘えと喜びを過剰なまでに含んだ声だった。

　すぐに、シルティシャープのものであることがわかる。

「きゅ？」

「ん？」

　キュートとふたり、肩をならべて空を見上げると、虹にじがひろがっていた。……………、違う。七色の髪がゆるやかにひろがっているのだ。ビョルンストライド王家の第二王女、ササラである。

　竜の翼をひろげたシルティが、ササラを抱きかかえて空から降りてくる様は、まるで天女の降臨にも見えて……、理刀は思わず目を奪われてしまった。

　と、いきなりキュートに腕をつねられ、

「い、たっ、え？」

「ササラ姫がわざわざ足を運んで下さるなんて、すごいじゃない」

「あ、ああ、そうだね」

　不機嫌そうな顔だけど、理由がよくわからない。優勝したのに。

　怒ってる？　と訊きく暇もなく、シルティとササラが地面に降り立った。

　地に足をつけるなり、

「シルティシャープね、おにいちゃんがどこにいてもわかるんだよ。えらい？」

　瞬またたく間に翼をしまったシルティが、まるでピンポン玉のように跳ねながら、理刀に飛びついてきた。むぎゅ～。しかし、ササラの左手を放そうとしないから、彼女も引っ張られて理刀のそばへ寄ってくることになる。

「きゅ！」

　キュートの眉まゆ根ねに、わずかなシワが寄っているのを横目に、

「う、うん。偉いよ」

　理刀はとにかく、小さなピンクヘッドをなでておいた。

「おにいちゃん、だいすきぃ～」

　頭をなでればなでるだけ、シルティのむぎゅ～も強くなっていく。右手でササラの手をつかんでいるから、左腕だけを理刀の腰に回している。

　彼女のど直球な愛情表現は、嬉うれしくもあり恥ずかしくもあり、どう対処していいのかわからなくなってくる。

　これでもか、と突き出した胸も押しつけられるから、もうドキドキだ。

　でも、どうしてササラの手を放してあげないの？

「グウェネスを、こちらへ」

　いきなり、横から声をかけられた。見ると、飴あめ色いろショートヘアのメイドが立っていた。

｛傀儡回しプレイヤー｝であるササラが、魔法力を打ち消す始祖竜少女シルテイシヤープと接触していたから、彼女はここへ跳躍とんでくることができたのだろう。まったく気づかなかったけど……。

　なんとなくだが、理り刀とを見る目に敵意がこもっているような……。もともと鋭い目つきのメイドなのだろうか？　身長も理刀と同じくらいだから、目線の高さもほとんど同じだ。水平に視線を突き刺されていると、なんだか毒どく舌ぜつ丸まるを連想してしまう。

「宝剣を」

　飴色の前髪をわずかにゆらし、どこか怒りを押し殺したような表情で、メイドが両手を差し出してきた。

「あ、はい。それじゃ……」

　剣を差し出すと、まるでひったくるように取られた。なんとなく感じが悪い。態度が荒いというか、接し方が粗いというか……。文句なんて、言うつもりはないけど……。

「理刀が優勝、あるいは一位になったから、急いで、あるいは速すみやかに降りてきました。待ちきれなく、あるいは少しでも早く会いたくて……」

　ササラが、頰ほおにかかった七色の髪を細い指先で払った。彼女の目もとはいま、薄い紅色に染まっている。

　どこから降りてきたのだろう？　そんな疑問を頭の隅すみに押しやりながら、理刀はとにかく笑みを返した。

　これで、〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟でエプスタインが優勝することはなくなった。自分もお役ご免である。あとは、キュートたちと人間界へ帰るだけでいい。その前に、のんびりと魔界観光でもできたら最高だ。

　キュートが、シルティとササラへそれぞれ微妙な視線をむけている。

　シルティは、理刀から離れる気配を見せない。先ほどからずっと、頰を理刀の胸にすりすりし続けている。が、ササラの左手は決して放そうとしない。

　理刀だけでなく、ササラ自身もそれが気になったのだろう、

「あの、そろそろわたしの左手、あるいはあなたの右手を放して、あるいは……」

「スキュースしゃまがね、いいっていうまでね、パッてしたらダメなの」

　シルティが、ようやく理刀の胸から顔を離し、ササラへ目をむけた。だが、背に回した左腕はわずかも動かさない。首だけ稼働するだっこちゃん人形である。

「シィ、もういいわ。姫の手を放してあげなさい」

　いつの間にか、キュートの後ろにスキュースが立っていた。

「スキュースしゃま、シルティシャープ、もうパッてしていい？」

「いいわ」

「エヘヘ～」

　次の瞬間にはもう、ササラの左手を放ほうり出したシルティが、両腕で理り刀とに抱きついてきた。むぎゅぎゅ～。豊かな胸も、むぎゅ～。

「きゅっ、ちょ、ちょっとあんた。こんなとこでベタベタするもんじゃないわ。理刀はレースで疲れてんだから、離れなさいよね！」

　両の眉まゆを逆立てたキュートが、シルティの腕をつかんで引っ張るが、なかなか理刀から体を離そうとしない。

「おにいちゃんはねぇ～、シルティシャープのぉ～」

「理刀はっ！　あんたのっ！　所有物じゃないのよっ！　ほら、早く離れなさいぃっ！」

「おにいちゃん、だいすきぃ～」

「こ、このバカ力っ！　理刀の背骨が折れるでしょっ！」

「エヘヘ～」

　思いっきりシルティの腕を引っ張るキュート。

　彼女の腕力など取るに足りないとばかりに、むぎゅぎゅ～っと理刀に頰ほおや胸を押しつけてくるシルティ。

　理刀は、苦笑いを浮かべることしかできない。

　そんな女の子たちのじゃれ合いに終止符を打ったのは、スキュースだった。

「シィ、こっちにきなさい」

　そのひと言で、チラッと理刀へ名な残ごり惜おしそうな目をむけたあと、シルティが素早く体を離した。そしてすぐ、スキュースの隣に移動する。

　そんな始し祖そ竜りゆう少女を横目に、キュートが勝ち誇った笑みを浮かべた。

「ふん、だいたい……」

「理刀、まずはおめでとう、あるいはがんばりました、と言わせて下さい」

　キュートの言葉を遮さえぎるように、ササラが理刀の前にすべり込んできた。

「きゅ!?」

　キュートの両りよう眉まゆが、ぴょんと跳ね上がる。が、口を開こうとはしない。相手は、ビョルンストライド王家の第二王女なのだ。

「本当につらい、あるいは苦しい大会で、理刀、あなたは見事な、あるいは素晴らしい勝利を収め、あるいは手にしました」

「いえ、そんな。オレひとりの力じゃ、なんにもできませんでした。最後だって……」

「すべて、あるいは全部、あなたがつかみ取った、あるいは獲得した勝利、あるいは栄光です」

「あ、あの、いや、本当にそんなことは……」

「自信、あるいは誇りをもって下さい。理り刀とだったからこそ、レース、あるいは競技を勝ち残り、あるいは戦い抜き、ここに至る、あるいはたどり着くことができたのです。キュートもそう思っている、あるいはわたしと同意見のはずです」

「きゅ!?　え？　あ……」

　いきなり話を振られ、キュートのツインテールが大きくゆれた。

　ササラが、美しい流し目を彼女へ送りつつ、理刀の右手を両手で包み込むように、そっと握ってきた。

「！」

　背筋が、ゾクリと震えた。寒気ではなく色気。そして色気よりも、艶つやを帯びた芳ほう香こうとでも表せばいいのだろうか、そんな抗あらがいがたい魅力が、ササラからあふれ出している。

　握られた手が、とてもあたたかい。

　キュートが、ササラの手もとを見つめている。もちろん、理刀の右手も。

「あ、も、もも、もちろんです。姫様の仰おつしやる通り、理刀が必死にがんばったからこそ、優勝できたんだと思います」

　なんとか絞り出した、といった様子でそんな言葉を口にしたキュートへ、ササラが満足げな笑みをむけた。

　そして、「ほら、キュートもああ言ってるでしょ？」といった表情を理刀へむけてくる。

　理刀はふと、ササラの後ろに立つ飴あめ色いろヘアのメイドが、ひんやりと冷たい、どこか恐こわい目でこちらをにらんでいることに気づいた。

〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟に優勝したのが、こんな人間だったから、もしかしたら腹を立てているのかもしれない。立場上、不満を口にできないから、細こま々ごまとした所作でそれをアピールしているのかも。

　心配ないよ。結婚なんてしないから。

　そう言葉をかけてやりたい、と思っていた横から、

「姫様、理刀はあたしの大切な友人です。どうか、よろしくお執とり成しのほどをお願いいたします」

　キュートが、深々と頭を下げた。まるで、心からそう願っています、とでもいうように。

　お執り成しって……、つまりそれって……、結婚、ＯＫってこと？　え？


　　　◆◆◆



　キュートは、顔が熱くなるのを感じた。

　とても熱い。額ひたいも、耳も、目もとも、頰ほおも、顔全体が熱い。口も乾いている。熱いのは、顔の表面ばかりではない。頭の中もモワモワとした熱雲が漂ただよっている。

　自分は、なにを言ってるんだろう。

『理刀はあたしの大切な友人です』

　確かにその通りだ。これは否定しない。

　大切な友人。いいや、それ以上の存在であり、友人以上の関係になれることを切に望んでいる。できれば、もっと上。

　こ、ここ、恋人、とか。

　それなのに、

『どうか、よろしくお執とり成しのほどをお願いいたします』

　なんてことを口走ってしまった。

　本当に、なにを言っているのだろう。

　緊張してるし、混乱もしてる。これは間違いない。

　我ながらまとまりのない頭だと、キュートは自分が情けなくなった。腹立たしくもある。

　理り刀とが、驚いた顔でこちらを見ている。

　ササラ姫は、すごく嬉うれしそうだけど。笑うと、きれいな顔がもっときれいになるから、同性として羨うらやましい。

　七色に輝く髪。笑顔になると幼おさな子ごのように見える純真さ。汚お濁だくを知らない子どものように無む垢くな心をもった姫君だから、彼女の微笑ほほえみに心打たれない男性はいないはず。

　理刀も、男の子だから……。

　キュートは、握り固めた右みぎ拳こぶしを左胸に押し当てた。

　心が、飛び出していかないように。

　想おもいが、こぼれてしまわないように。

　ビョルンストライド王家に従うのが、フォンターナ公こう爵しやく家けの務め。

　生まれたときから、公爵家の誇りと王家への忠誠は精神の隅すみ々ずみにまで浸透させている。

　自分は、キュート・フォンターナ。誇り高きフォンターナ家の六六七女。王家への忠誠心は、だれにも引けを取らないという自負がある。

　だから、つい、臣下としての言葉が口をついて出てしまった。

　かろうじて、「おめでとうございます」だけは言わなかったから、ギリギリセーフ？　お婿むこ様さまが決まったから、素晴らしい伴はん侶りよを得られたから、運命の相手を見つけられたから、「おめでとうございます」。

　これだけは、言わなかったから……。

　それでも、理刀がなんの言葉も口にしてくれないから、不安になってくる。

　優勝しちゃった。

　応援ありがとう。

　人間界へ帰ろう。

　どんな言葉でもいいから、聞かせてほしい。

　いますぐに。

　でも、理り刀とはなにも言ってくれない。どこか呆ほうけた表情のまま、こちらに目をむけているだけ。

「あのね、り……」

「飛行船、あるいはネガティビズムに理刀を迎え、あるいは招待しましょう」

　キュートの声を遮さえぎるように、ササラ姫が言った。理刀の手を放しながら、愛らしく目を細め、心底嬉うれしそうに。

『理刀、お疲れ様。いっしょに人間界へ帰りましょう』

　いま、言わなきゃ。でも……。

　ササラ姫の言葉を受け、スキュースがシルティシャープに目をむける。

「シィ、混こん沌とんの少年を連れてきなさい。わたしたちは、先にいって待ってるわ」

「は～い」

　いままで大人おとなしくしていたシルティシャープが、出番とばかりに両手を空に突きあげ、ぴょんと跳ねた。そしてすぐさま、理刀に飛びついていく。

　言わなきゃ。いま、言わなきゃ。

　どういうわけか、いまこの場で伝えないと、二度とそれができないような気がした。

『理刀、いっしょに人間界へ帰りましょう』

「理刀……」

　彼の名を呼んだ瞬間、視界が歪ゆがんだ。

　理刀も、彼に抱きついたシルティシャープも、広場も、聖せい廟びようも、消えていく。

　この場で、魔力を使えるのはササラ姫だけ。

　おつきのメイド、もしくはスキュースの魔力を操り、魔力を受けつけない理刀とシルティシャープ以外の者を跳躍とばしたのだ。

　飛行船、あるいはネガティビズムというところへ。

　どこに移動させられてもいい。そこで待っていれば、きっと理刀もやってくる。

　そのとき、伝えればいい。

『いっしょに人間界へ帰りましょう』と。


　　　◆◆◆



『姫様、理刀はあたしの大切な友人です。どうか、よろしくお執とり成しのほどをお願いいたします』

　キュートの言葉が、耳の奥でいまもまだ反響している。

　キュートが、スキュースが、ササラが、メイドが姿を消したあと、聖せい廟びよう前まえの広場に残されたのは、理刀とシルティただふたり。セイルもいるけど……、視界の外へ速すみやかに掃はき出しておく。

「おにいちゃん、あっちにねぇ、ひこうせんがあるんだよ」

　シルティが指差した空を見て、理り刀とは思わず「おぉ」と驚嘆の声をもらしてしまった。

　傾き始めた太陽を背に、大きな影が見えた。おそらく巨大なのだろうが、かなりの距離があるため、その規模がよくわからない。

　シルエットは、空飛ぶバースデー・ケーキ、といった感じだ。中央に、太く短いローソクが立っている。

　あれが、ササラの言っていた「飛行船、あるいはネガティビズム」に違いない。

　理刀は長々と息を吐き出し、キュートの言葉に含まれた違和感や、ネガティビズムへの驚きを体の外へ追い払った。

　いまやれることを。

　そう考え、広場の中央で石化されたままのフィストへ歩み寄る。

「あ、フィストだ。かわいそう。いしになってるね」

　パタパタパタッとフィストに駆け寄ったシルティが、その巨きよ軀くにガバッと抱きついた。

「……………ぁれ？」

　彼女が触れている部分やその周辺の表皮は、確かに色いろ艶つやを取り戻しているのだが、それが体の隅すみ々ずみへひろがる気配がない。

「おかしいな？」

　理刀も、倒れたまま石化したフィストの首筋に触れてみた。

　てのひらの周りだけ、波紋がひろがるように鱗うろこの生気が浮き上がってくるのだが、それだけだ。手を放すと、すぐに石へ戻ってしまう。再び手を押しつけてみても、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力が働かない。

　なんらかの原因で、石化が解けないのだ。このせいで『混沌爆弾カオテイツク・ボム』の波動を浴びたはずのフィストが、石になったままもとに戻らなかったのだろう。

　エプスタインの連中は、フィストにやっかいな魔導具を使ったらしい。こんなことなら、スキュースがネガティビズムへ跳躍とんでいく前に見てもらえばよかった。

　一度ネガティビズムへいって、それからまたスキュースに頼んで……、なんてことを考えている横で、シルティがちょこんと愛らしく屈かがみ込んだ。

「ここにね、なんかささってるよ」

　言いながら、フィストのノドもとに手を伸ばし、太い注射器のようなモノを引き抜いた。それを、ポイッと投げ捨てる。

　そしてまた、ペシペシとフィストの鼻面を叩たたいた。

　すると今度は、灰色になっていた鱗が徐々に艶つやを取り戻し、生気を帯びた灰はい褐かつ色しよくに戻り始めた。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力が、独眼走竜の体にひろがっていく。

　魔導具が刺さったまま、というシンプルな原因だったようだ。ある意味、石になったまま大人おとなしくしていて正解だったのかもしれない。もし、間違ってスキュースに牙きばを剝むいていたら……。

　結果オーライ。

　ほぼ石化が消え、独眼にも光が蘇よみがえった。

　途端、

　グルオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　フィストが跳ね起きた。

　彼にとってはまだ、エプスタインの手下たちに突進している最中なのだ。

「フィスト、敵はやっつけたから、もう大丈夫。安心していいよ」

「あんしんしてねぇ」

　シルティが、フィストの太い首をぺちんと叩たたいた。

　きょとんとしたフィストの顔は、意外と可愛かわいらしい。

　独眼走竜が、その独眼で広場を見渡した。

　彼の鋭い目には、倒れているエプスタインの手下たち、そしてセイルはどう映っているのだろう。

　ブフッ、と荒い鼻息のあと、

『始祖がおふたりともなれば、この程度の数では爪つめ研とぎにもならなかったでしょう。それに引き換え、オレは露つゆ払はらいもできず……』

　フィストが、厳いかつい顔に似合わず声を落とした。

　シルティがいつ現れたのか、どうやって敵を倒したのか、ひと言もたずねようとしない。なによりも先に、自らの不ふ甲が斐いなさに憤いきどおっているようだ、

　理り刀とは、そんなフィストの首筋をポンポンと叩いた。数回叩いて、傷だらけの鱗うろこをなでて、そして腕が回らないほど太い首に抱きついた。

「ありがとう。フィストのお陰で、勝つことができたよ」

「ありがとねぇ！」

　シルティも、理刀のむかいからフィストの首に抱きついた。

『オレは、始祖のおふたりに命を救われ、再び疾は走しることができたのです。これでもう、思い残すことは……』

「生きろよ。しぶとく生きて、走って、フィストがフィストであることを示し続けろよ」

「フィストはね、はしるのすきだからね、びゅんびゅんはしろうね。はしらなきゃ、フィストはフィストじゃなくなるよ？」

『……………』

　言葉を続けない独眼へ、理刀はささやいた。

「生まれ故郷に、帰りたいんだろ？」

『……故郷は、オレの生まれた場所は、ここからそう遠くありません。ですが、オレは、捕まったのです。負けたら、食われるのが、理ことわりだから……』

「故郷に帰って、また走れよ」

「はしろうね」

『オレは……』

「負けずに、負けてもまた立ち上がって、走り続けろよ」

「ころんでもね、いたくてもね、はしればいいとおもうよ？　はしるのすきだったらね、びゅんびゅんはしればいいとおもうよ？」

　シルティの言葉に、独眼の底に光が灯ともった。

　フィストの首から離れた彼女が、手た綱づなと鞍くらを外し始めたから、理り刀とも手伝った。

　ひとつになってもなお、誇りを失わない独眼。

　闘い、生き残ってきた証あかしである傷だらけの巨きよ軀く。

　疾は走しることだけを求め続けてきた、逞たくましい両りよう脚あし。

　理刀は、そんな走竜の紋章ともいえる右目の十字傷に、やわらかく手を添えた。

「ほら、いけって」

　理刀は、一歩だけ下がった。

　シルティが、笑顔で腕にしがみついてくる。

　独眼が、こちらを見つめている。

　そして数秒後……。

　グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　泣いているような、怒っているような、そして、歓喜しているような咆ほう吼こうが、空を満たした。

　フィストが、尻尾しつぽを振ってゆっくりと歩き出す。

「バイバイ」

　シルティが、軽く手を振った。

　理刀は、独眼走竜の姿を目に焼きつけた。

　野生に帰すことが、正しいことなのかどうか、こたえは出ない。

　このままマイルドペインの竜舎で生活したほうが、飢えることもなく、外敵に怯おびえることもなく、安あん穏のんに暮らしていけるはずだ。理刀からササラに頼めば、家畜処理場へ連れていかれることもないだろう。特別な扱いをしてもらうことも可能だ。

　それでも、フィストには野生が似合っているように思えた。

　たとえ厳しくとも、危険がつきまとっても、そこでは決して誇りを失わず、己おのれを見失わず、そして、生きるという目的を見失わずに走り続けることができるから。

　シルティも、幼いようでいてわかっているのだろう。だからこそ、

『ころんでもね、いたくてもね、はしればいいとおもうよ？　はしるのすきだったらね、びゅんびゅんはしればいいとおもうよ？』

　という言葉を贈ったのだ。

　転んでも、痛くても、好きだったら走り続ければいい。

　広場を出るところで一度振りむいたあと、フィストは石像の間を通り、森の中へ駆け込んでいった。

　たぶん、もう会うこともないだろうけど……、理り刀とには故郷を走るフィストの姿が視みえるような気がした。

「バイバイね」

　シルティが、口の中でつぶやいた。まるで、一期一会を嚙かみしめるように。

「それじゃ……」

　理刀は、空を見上げた。

　ネガティビズムが、随分と近くまで降りてきている。その圧倒的な大きさに気け圧おされそうになりながらも、

「いこうか！」

　声に力を込めた。


　　　◆◆◆



　ネガティビズムという名の飛行船、その貴賓室に連れてこられたキュートは、仲間との再会を果たした。

　スイートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、キュートの姿を見るなり駆け寄ってきたのだ。

「理刀が優勝なさったそうですわね？　ま、わたくしはこの結果を微み塵じんも疑ってはいませんでしたが」とスイート。

「エプスタインに勝ったんだな？　やったじゃないか！」と黒媛。

「り、理刀くん、け、ケガとか、してない？　キュートも、無事でよかった」と巴。

「すごいです！　さすが春日かすがさん、優勝しちゃうなんて、すごすぎますっ！　こんなに大きな船が空飛んでるのも、すごすぎですっ！」と百香。

「みんな、どうしてここに？」

「わたくしと黒媛、そして美み々み津つさんは、スキュースお姉様のお力でここに運んでもらいましたの。百香さんとシルティシャープは、わたくしたちより先に飛んできていたみたいですが。ま、どのような経緯をたどったにせよ、全員無事に集合できましたし、結果も胸を張っていいものになりましたわね」

　スイートが、仲間たちを見回した。

「その通り、全員無事ということは、胸を張っていいな」

　黒媛が、スイートに親しみのこもった笑顔をむけた。いつもとは少し異なった、強いつながりを匂におわせる笑みである。まるで、背中をまかせ合った戦友にむけるような……。

　理り刀とを追う途中で、いろいろあったのだろう。

　その話は、また今度ゆっくり訊きくことにして……。

　キュートは、ササラの姿を捜した。

　スキュースが座っているソファ、そのむこうに光り輝く七色のロングヘアが見える。先ほどつき添っていた飴あめ色いろショートヘアのメイドに加え、金髪のロングストレートヘアと栗くり色いろのふわふわヘアのメイドが増えている。

　貴賓室に跳躍とんできたあと、スキュースはすぐに中央のソファへ腰を沈め、分厚い本を膝ひざにのせ動かなくなった。読書に没頭している長女は、滅めつ多たなことでは動かなくなる。邪魔すると不機嫌になるから……。

　キュートは、スキュースになるべく近づかないよう、部屋の壁際を通ってササラ姫に近づいた。が、

「みなさんは、ゆっくりして、あるいはくつろいでて下さい」

　言うなり、部屋を出ていってしまった。

「あの、姫様っ」

　彼女を呼びとめようと、毛足の長い絨じゆう毯たんを蹴けるように足を速めたキュートだったが、ひとりのメイドにゆく手を阻はばまれてしまった。

　飴色のショートヘア。猛たけりを押し殺したような、どこか闘士を思わせる切れ長の瞳ひとみ。キュートよりもずっと背が高いから、上から見下ろされるかたちになる。

「姫様は、お客様方に〝くつろいで下さい〟と仰おつしやいました」

「聞こえたわ、でも……」

「どうぞ、おくつろぎ下さい」

　ぶっきらぼうに頭を下げたあと、飴色ヘアのメイドが無駄のない動きで背をむけた。

　問答はしない、意見は聞かない、ササラ姫の御言葉は絶対、ササラ姫を煩わずらわせるな、ということなのだろう。

　キュートは、両開きの扉のむこうに消えたササラ姫とメイドたちを見送ることしかできなかった。

　確かに、臣下にとってササラ姫の言葉は「絶対」だ。それでも……。

　キュートは、唇を引きしめた。

　歩み寄ってきたスイートが、ぼそりと言った。

「ササラ姫は、どうなさるおつもりでしょう？」

〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟の優勝者である理刀を、どうするつもりなのか。

　理刀は人間だから、魔界の住人がいい顔をするはずがない。マイルドペインに住む魔族たちは、ササラ姫のことを大切に思っている。崇すう拝はいしている、といってもいいかもしれない。そうでなければ、｛傀儡回しプレイヤー｝の領域内では暮らさないだろう。

　だから、理り刀とがお婿むこ様さまになるなんてバカげたことは……。

「結婚なんて、するはずないでしょ」

「本当に、そうでしょうか？」

「……………」

　スイートの真剣な目に、キュートはとっさに返す言葉を見つけることができなかった。

　いつもの自分なら、「バカじゃないの？」とケンカ腰のひと言を投げつけるとこだけど……、やっぱり不安のほうが強いから。

　不意に、

「わたしの勘でしかないが、ササラ姫は、その、なんだ、理刀のことが、好きなんじゃないか？」

　背から黒くろ媛ひめの声が聞こえてきた。

　スイートと同じように、ササラ姫がどういった選択をするのか心配なようだ。

　巴ともえと百もも香かも、「結婚なんて、しないよね？　でもでも……」といった表情である。

　理刀が大会に優勝したことで、エプスタインが王族の一員になるかもしれない、という最悪の事態は避けることができた。彼の功績は大きい。

　でも、その先。

　優勝してしまったあと。

　ササラ姫は、理刀のことを……。

『理刀、いっしょに人間界へ帰りましょう』

　彼がここにきたら、すぐに伝えよう。躊躇ためらわず、ササラ姫に遠慮することなく。

　キュートは、スカートのポケットに入れているはぁと石を、布地の上から握りしめた。

　自分はまだ、ササラ姫から「理刀への想おもい」を聞いてはいない。だから、彼を人間界へ連れて帰ることは不忠にならないはずだ。

　理刀、早くきて。

　焦じれるような思いを胸に、キュートは仲間たちそれぞれと視線を合わせた。

　みんな、瞳ひとみに不安をにじませている。

　……理刀。


　　　◆◆◆



　シルティといっしょに、理刀は上空からネガティビズムを見下ろした。

　巨大。

　そのひと言に尽きた。

　まさに空飛ぶドーム球場である。

　ササラがのっているのなら、魔法の力で飛んでいるわけではないはずだ。それとも、他者の魔力を使って飛ばしてるのだろうか？　それはそれで、いつも気をつかっていないといけないから、気持ちが休まる暇もないだろう。もしかしたら、なんらかの魔導具を使用している？　人間界の科学力が活躍している、という可能性も否定できない。

　なんにせよ、魔界の力が凄すごいということだけはよくわかった。

「大きいな」

　思わず、声がもれた。

「おっきいね！」

　理り刀との背に抱きつくようにして翼をひろげているシルティも、明るい声を出す。

　ネガティビズムはもう、山の木々すれすれの位置まで降りてきている。驚いた鳥たちが、次々と飛び立っていくのが見えた。

　理刀はあらためて、巨大飛行船を観察した。

　中央にある塔が、いちばん目立っている。塔の進行方向側に位置する甲かん板ぱんは、野球ができそうなほどのひろさだ。

　以前、リイザが人間界に運んできた浮遊島ほどではないにしても、これはこれで壮観である。

　あそこにキュートが……。

　彼女の笑顔や、空色の瞳ひとみや、銀色のツインテールが、淀よどみなく脳のう裏りに描えがかれていく。

　早くいって、レースのことなどをゆっくりと話したい。と、その前に、婿むこになれないことをササラに謝らなければならない。やさしい彼女のことだから、きっと笑って許してくれるだろう。

「シルティ、どこに降りればいいかな？」

「シルティシャープね、おそとであそんだりね、おそらとぶのだいすきだけどね、おにいちゃんとおそらとぶとね、もっとたのしいのぉ！」

　なにを勘違いしたのか、シルティが腕に力を込めてくる。

　背にむぎゅ～っと押しつけられる胸の圧力が、なんとも……。いや、待て待て。

「シルティ、あの塔のところに降りたいんだけど……」

　塔のそばに、三人の人影が見える。

「おりるの？　おにいちゃん、おそらとぶのきらい？」

「飛ぶのは、嫌いじゃないけど……みんな待ってるしね」

「みんなまってるの？」

「キュートやスキュースさん、ササラ姫も待ってると思うよ」

「……じゃあ、おりようね」

　どこか渋しぶ々しぶといった様子で、シルティがゆっくりと下降を始めた。

　もう少し空を飛んでいたかったようだが、さすがにいつまでもネガティビズムを眺めているわけにもいかない。

　背にシルティの体温とやわらかさを感じているのも、悪くはないけど……。




　理り刀ととシルティは、五階建ての塔、その入口と思おぼしき門の前に降り立った。背には、先ほど上空から見下ろした野球ができそうなほどひろい甲かん板ぱんがある。

　目の前に立っているのは、三人のメイドだ。その中のひとりは、地上でも会った飴あめ色いろショートヘアの女性だった。おそらく、というか確実に好意を持たれてはいないだろうから、ちょっと緊張してしまう。

　理刀と視線が重なるなり、飴色ヘアのメイドが頭を下げた。

「カラミティです。お見知りおきを」

　続けて、隣に立っていた金髪ロングヘアのメイドが、表情をほとんど動かさず、

「トルネイド、です」

　ぼそっと名のってくる。

　カラミティは、理刀とほとんど同じ身長。トルネイドのほうは、ほんのわずかに背が低いだけ。

「はぁ、初めまして。あぅ、あ、ディ、ディファですぅ」

　どこかおたおたとした様子で、最後のひとり、栗くり色いろのふわふわ綿わた菓が子しヘアが、ブンッ、と風切り音が聞こえてきそうなほど勢いよく頭を下げた。他ほかのふたりと比べて、彼女の体はとても華きや奢しやである。身長も、キュートよりわずかに高いくらいだろうか。

　そんなディファの目にも、どこか敵意にも似た刺とげ々とげしさがちりばめられていて……。ちょっと恐こわい。

「シルティシャープのおなまえはね、シルティシャープっていうの。こっちはね、シルティシャープのおにいちゃん」

　シルティがニパァ～と笑顔をひろげ、どこかぎこちない雰ふん囲い気きをやわらげてくれる。

　と、

「シルティシャープ様、こちらへ」

　足早に歩み寄ってきたトルネイドが、無造作にシルティの手をつかんだ。

「？　シルティシャープね、おにいちゃんといっしょにいるよ？」

「ダメ、です」

　なんの説明もなく、塔の入口とは逆方向へシルティをぐいぐい引っ張っていく。

「あの、シルティがなにを……」

「カスガリト様には、これから湯ゆ浴あみをして頂きます。失礼ですが、そのお姿では、そうそう幾いくたびも姫様にお会いして頂くわけにはまいりませんので」

　カラミティが、飴色の髪を片手でぼりぼり搔かきながら、わずかに顔をしかめた。なんだか、丁寧な口く調ちようとは裏腹に態度がぞんざいである。

　理り刀とはわずかに唇を曲げながらも、自らの姿を見回した。確かに、かなり汚れている。

　ビョルンストライド王国の第二王女と面会するんだから、この格好じゃやっぱりまずい？　ついさっき地上で会ったばかりだけど……。メイドたちの立場もあるだろうし。

　理刀は、意識して肩の力を抜いた。ササラとは、結婚の件をしっかり話し合っておかなければならない。

「シルティ、オレ、ちょっとササラ姫と大事な話があるから……」

　言うと、シルティがトルネイドの手を振り払って理刀に駆け寄ってきた。そして、ぴとっと体を寄せ、

「あのね、んとね、おにいちゃんはね、キラキラのひととね、シルティシャープ、どっちがすき？」

　そうたずねてきた。

　シルティの言う「キラキラの人」というのは、ササラのことだから……。

　もしかしたら、妬やいてくれてるの？

　理刀は、シルティの小さな頭をクシャリとなでた。

「シルティのほうが可愛かわいいよ」

「おにいちゃんだいすきぃ～」

　シルティが、むぎゅ～と抱きついてきた。突き出した胸も、むぎゅ～。赤に染まった頰ほおもむぎゅ～。

　ずるいと思うけど、「好き？」と訊きかれて「可愛いよ」と返しておいた。

　シルティが「どっちがすき？」と問いかけてきた瞬間、三人のメイドたちが、視線の冷気を一〇度ほど一気に下げたような気がしたから。恐こわい。

「遊んでおいで」

「シルティシャープね、おそとであそぶのだいすきぃ～」

　理刀は、ポンとシルティの背を叩たたいた。直後、ブァサァッ、と大きな翼がひろがった。

　ひと呼吸後、理刀から体を離した始し祖そ竜りゆう少女が、大空へ飛び立った。そして、くるっと宙で一回転したあと、ブンブンと手を振りながら塔の裏側へ飛び去っていく。

　とても楽しそうに。




　シルティが飛び去ったあと、理刀は三人のメイドたちとむかい合った。

　湯ゆ浴あみでもなんでもしますから、早くササラに会わせて下さい。そんな気持ちで、彼女たちの指示を待つ。

　だが、カラミティ、トルネイド、ディファのだれも、その場を動こうとしない。

「あのぅ……」

「お願いします」

　たまりかねて口を開いた理り刀とに、トルネイドがいきなり頭を下げてきた。

「は？　お願いって、なにを？」

「トルは、いつも説明を省はぶきすぎなんだよ」

　カラミティが、横目にトルネイドを見たあと、理刀へ刃やいばのような目をむけてきた。そして、薄うす紅べにをひいた唇をゆっくりと開いた。

「カスガリト様、最初にお伝えしておきます。

　わたしたち三人は、姫様を心からお慕したい申し上げております。姫様は、それこそ自分の命よりも大切なお方です。

　ですから……。どうか、今回のご結婚で姫様を悲しませるようなことは、決してなさらないで下さい。

　姫様は、カスガリト様、あなた様に、想おもいを、お寄せになって、いらっしゃいます。

　どうか、姫様を悲しませるようなことだけは、決して、決してなさらないで下さい。

　この通りです」

　カラミティも、トルネイドとならんで深々と頭を下げた。ディファもいっしょに。

　カラミティ、トルネイド、ディファにそろって頭を下げられ、理刀は歯を嚙かみしめた。

　ササラを悲しませるようなことをしてはダメ。それはつまり、結婚を承しよう諾だくしなければならない、ということだ。

　ササラが自分のことを思ってくれているということは、驚いたし、嬉うれしくもあるけど……、それと結婚は、また別ものでは？

「オレ、結婚は……」

「姫様はっ！」

　理刀の言葉を遮さえぎるように、カラミティがガバッと顔を上げた。他ほかのふたりは、頭を下げたまま動かない。

「姫様は……とてもおやさしい方です。

　身分に関係なく、だれにでも平等に接して下さいます。

　苦しみ、泣いている者には寄り添って下さいます。

　わたしのような、掃はき溜だめの中で生まれ、獣のように育ち、奪い奪われる生活しか知らなかった者にも、救いの手を差し伸べて下さいました。

　姫様は、本当にお心のお美しい方なんです。

　本当に、お心の素晴らしい……」

　一度、気持ちの高ぶりを静めるように大きく息を吐いたカラミティが、わずかに瞳ひとみを潤うるませながら言葉を続けた。

「おきれいすぎるお心は、繊細すぎる、という面もおもちで……」

　が、ここでまた言葉をとめ、ぎゅっと唇を引きしめた。

　理り刀とは、そんな彼女の言葉を黙って聞くことしかできなかった。

｛傀儡回しプレイヤー｝という異名をもつササラは、自らの能力に心を痛め、封ふう印いん樹じゆの中へ逃げ込むことでゆるやかな死を選んだ、という過去をもっている。

　太た刀ち打うちできない残酷な現実の中、懸命に生きてきたササラ。そんな彼女を必死で守ろうとするメイドたち。

　この場に相応ふさわしい言葉は？

　結婚なんて、できません。言わなきゃ。でも……。

　カラミティとむかい合ったまま、理刀は言葉を探した。いろいろ探し回った。

　結婚できません。

　探さなくても、本当はもう決まってる。だから、ハッキリ言わないと。

　理刀の迷いを見み透すかしたように、カラミティが言葉を続けた。

「ご安心なさって下さい。結婚といっても、人間界のそれとは大きく異なるものです。

　魔界の婚姻は、人間界と違って、かなりゆるやかな制約のもとに成り立っております。

　ですから、かたちだけでも姫様を喜ばせてあげて下さい。

　人間界へお帰りになれば、またもとの生活を送れます。

　姫様とは、魔界での夫婦という関係をつくって頂ければ、それでいいのです」

「魔界での夫婦って……そんな簡単には……」

「わたしたちは、姫様に喜んで頂けるなら、いつでもこの命をカスガリト様に差し出す覚悟があります。

　お願いします。フリでいいのです。

　魔界の中だけ、というかたちでいいのです。

　どうか、どうか姫様に笑顔をつくって差しあげて下さい」

　カラミティが、飴あめ色いろの髪を大おお袈げ裟さなほど深く下げた。放ほうっておくと、土下座まで始めかねない勢いである。

「命、あげます」

　トルネイドも、下げていた頭をさらに低くした。

「あうぅ、おぅ、お願い、しますぅ」

　ディファまで。

　三人のメイドたちに頭を下げられ、『命を差し出す覚悟がある』とまで言われれば、「結婚は無理」なんて口にできない。フリでいいし、魔界の中だけ、という逃げ道もつくってもらった。

　でも、逃げ道ができたから、ササラと結婚するの？

　魔界で結婚しても、人間界へ戻ればもとの生活を送れる、とカラミティが言ってくれた。

　言ってくれたけど……。

「この通りですっ！」

　カラミティが、しつこく頭を下げてくる。

「姫様の、ためなら、死ねます」

　ぐぐぐぅ～っと頭を下げるトルネイドの金髪は、すでに足もとまで届いている。

「こ、こぉ、この通りですぅ」

　ディファはすでに、頭を下げすぎて膝ひざに顔がつきそうだ。

　理り刀とは、ただただ唇の端をひくひくさせることしかできない。

　高校生にして、妻さい帯たい者しやになるのか？

　魔界妻？

　姉あねさん女房？

　変な単語が、頭の中を駆け巡めぐり始めた。

　ど、どうすれば……。





二章　ササラ・ビョルンストライドと







　理刀は、三人のメイドたちから塔の二階にある大浴場へ案内された。

　ひとりで脱衣所へ入ったあと、汚れた服を脱ぎ、どこか重い気持ちのまま湯気が立ちのぼる浴室へ足を踏み入れた。

　思わず、見渡してしまった。

　魔界なのに、どうして檜ひのき風ぶ呂ろなのだろう？　しかも、このひろさはなに？　水泳競技の大会ができるじゃないか！

　無意味なまでに広々とし、あまりにも上品な光沢を放っている檜風呂の片かた隅すみで、理刀は壁に取りつけられたシャワーのノズルを手に取った。なんとなく、自分が小さくなったような気分になる。

　檜の芳ほう香こうを楽しむ気分的な余裕もないまま、理刀は温度を調節しながら、足に、腕に、首もとにシャワーを当てていった。

　さて、このあとササラに会ったとき、結婚のことをどう切り出そうか？

　いまは、そのことで頭がいっぱいである。

　魔界での妻。魔界妻。響きがいいような悪いような……。いやいや、魔界で結婚すれば、人間界へ戻ったとしても〝これまで通り〟というわけにはいかなくなるに決まってる。

　キュートとの関係だって……。

　シャワーで全身を濡ぬらしながら、ふとそのことに思い至った。結婚すれば〝初夜〟なるイベントが……。

　まてまてまてまてまてっ！　と理り刀とは暴走しそうになった妄想を全精神力を使って抑えつけ、トドメとばかりにシャワーを水にして頭から浴びた。

　煩ぼん悩のう退散っ！

「ぁんっ、冷たいの、あるいは水をかけられるのは苦手、あるいは不得手です」

　電流のようななにかが、体の芯しんを駆け巡めぐった。

　背から聞こえた、この声はっ!?

　理刀は反射的に前を手で隠し、肩越しに振り返った。

「!!」

　間違いなく、ササラだった。

　見み紛まごうことなく、ササラだった。

　だれがなんと言おうと、ササラだった。

　たった一枚のバスタオルを体に巻いただけの、ササラ・ビョルンストライドだった。

　純白のバスタオルと、虹にじ色いろの髪をまとめているタオル以外、なにも身につけていない。

「サッ、ササラ姫っ！　ど、どど、どうして……」

　理刀は慌あわてて前にむき直り、シャワーをとめたあと、直立不動の姿勢を取った。

　なにも見てません。自分は絶対に見てません。細い首筋や、鎖さ骨こつや、胸の谷間や、その他ほかもろもろ……、とにかく見てません。

「………」

　ごめんなさい。たとえ一瞬でも、しっかりと目に焼きつけてしまいました。

　結婚、初夜、唇、首筋、鎖骨、胸、谷間……。煩悩が、ぐるぐるくるくると脳内を駆け巡る。

「理刀の背中、あるいは体を洗うお手伝い、あるいは手助けができればと思い、あるいは考えたものですから」

　ポソポソと、どこか恥ずかしがっているようなササラの声が、理刀のうなじをくすぐってくる。

「い、いや、大丈夫です。ひとりで洗えますから、ご心配なく」

「邪魔、あるいは不要でしたか？」

　声だけ聞いていても、しゅんとなっていることがわかる。

　理刀は、ゆっくりと慎重に首を回した。視線は、可能な限り下へもっていかないよう心がけた……、つもりだったが、やっぱり谷間に吸い寄せられた。それでも、根性を総動員して目線を上げた。

　顔を真っ赤にしたササラが、ふんわりと心地ここちよさげな瞳ひとみで迎えてくれた。

「疲れ、あるいは疲労が溜たまっているでしょうから、わたしが背中、あるいは……」

「姫にそんなこと……」

「いいのです。してあげたい、あるいはさせてもらいたいのです」

　言いながら、ササラが壁にかかっていた大きなスポンジを手に取り、くしゅくしゅと数回空気を吸わせ、泡立てた。事前にソープの類たぐいを染しみ込ませていたようだ。準備がいい。

　椅い子すに座るよう彼女に促うながされた理り刀とは、黙って従った。恥ずかしいけど……。

　両手で前を死守したまま、背をこするスポンジの動きを感じながら、そっと息をつく。

　丸裸だから、身の置きどころがないような感覚がつきまとっている。が、それはいい。見られても、減るもんじゃないし。いや、神経は磨すり減るけど……。

　いま問題なのは、ササラと結婚するか否いなか、である。

　結婚を断れば、落ち込んだササラが再び封ふう印いん樹じゆへ逃げ込んでしまう、ということも考えられる。いや、最悪の結果だって……、考えたくないけど。

　ササラが、背をこすりながら口を開いた。

「あ、あの、り、理刀は、あああ、愛児、あるいは子こ宝だからは、だいたい、な、なな、何人くらい、あるいは幾人ほど、ほ、欲しい、あるいは望んでいますか？」












「ぁふぇ!?」

　理り刀とは、情けないほど間の抜けた、情けないほど裏返った、本当に情けない声をもらしてしまった。

　愛児？　子こ宝だから？　それって……。

　初夜!?　ハネムーンベビー!?　おめでた婚!?　ストライクっ！　頭の中が大混乱だ。

「ぁ、いえ、き、気が早い、あるいは気が急せいたようです。わ、忘れて、あるいは聞かなかったことにして下さぃぃ」

　ササラが、慌あわてた様子で背をこするスピードを上げた。ゴシゴシゴシゴシゴシッ！

　理刀は、ぐるぐる回る頭と、ドキドキ跳ねる心臓を懸命に静めつつ、こっそりと息を吐いた。正直、この状況下を長引かせるのは危険だ。

　すぐにまた、背を上下するスポンジの動きが弱まった。

「夢、あるいは憧あこがれでした」

　不意に、ササラのつぶやきが聞こえた。

「え？」

「こうして、大切な、あるいは大事なだれかの背中、あるいは体を洗ってあげることが、まさか、かなう、あるいは実現するなんて」

「……………」

　大切な、あるいは大事なだれかって……。なんとこたえればいいのだろう？　ササラの声は、とても耳に心地ここちよく、とても嬉うれしそうで、とても穏やかで。そんな彼女に、どんな言葉を返せばいいのだろう？

　でも、やっぱり、気持ちがないのに結婚なんてできない。だから、言うべきだ。

　結婚は、できません、と。

　言えば……、ササラは……、どうなる？

　決断できないまま、数秒。

「理刀、わたしは……」

　いきなり、ササラが理刀の背に寄り添ってきた。

「サ、ササラ姫!?」

　ゾクゾクッと、身のうちが震えた。

　泡がついちゃいますよ？　浴場で男女ふたりきりですよ？　丸裸＆半裸ですよ？　下半身を完全ガードせよっ！　頭の中はぐちゃぐちゃで、言葉も出てこなくて、どうすることもできなくて、理刀はただただ身を強こわ張ばらせた。

　でも、それでも、伝えないと……。思い切って……、言わないと……。結婚は……、できません……。

「わたしは……」

　ササラの吐と息いきが、首の後ろを通りすぎていく。そのとき、

「姫様、儀式のお時間が迫って参りましたので、お支度をお願いいたします」

　とうとつにカラミティが姿を現した。

「わっ！」

「きゃっ、カティったら、だしぬけに、あるいは急に跳躍とんでくるなんて、意地悪、あるいは嫌な子ですね」

「申し訳ありません」

　頭を下げたカラミティが、横目に理り刀とをにらみつけてきた。

　毒を塗った刃物を突きつけてくるかのような目に、理刀は息を吞のんだ。ほんとに恐こわい。

　でも、儀式って？

　理刀は股こ間かんを手で隠した格好のまま、カラミティへ、そして立ち上がったササラへ目をむけた。とにかく、一刻も早く現状から脱したい。丸裸で、しかも女性ふたりの前で堂々とできるだけの自信なんて、カケラももち合わせていないから。

　右みぎ頰ほおと鼻の頭に泡をつけたササラが、どこか甘えるような仕草で、カラミティへ身を寄せていく。

「カティ、儀式の前に、あとひとつ、あるいは残り一回、いいですか？」




　カラミティに対してササラが希望したのは、ふたりっきりの遊覧飛行だった。それも、空を飛ぶ竜の背にのって。

　飛竜を駆るという初めての経験に、理刀は湿しめっていた気持ちがいくぶん軽くなるのを感じた。シルティといっしょに飛ぶのとは、また違った感覚だ。

　ネガティビズムには、数多くの飛竜をのせているという。その中でも、ササラ専用という、逞たくましい翼と白い鱗うろこをもつ美しい竜にのせてもらっている。ササラとふたりで。

　手た綱づなを握るのは理刀。その背にしがみつくかたちでササラ。

　飛竜は、初対面であるにもかかわらず、理刀の言うことをよく聞いてくれた。手綱は握っているだけでよく、声をかけるだけで望む方向へ飛んでくれるのだ。

　だが、いまの理刀に遊覧飛行を楽しむ余裕はなかった。

　体の前面に強い風を受けながら、背に染しみ入ってくるようなササラの熱を感じている。とんでもなく細いように見えるけど、意外と胸の大きな彼女だから、その、なんというか、しがみつかれると、感触と弾力が……、心臓バクバクだ。

　きゃあああああっ♥　と先ほどからササラが、楽しげな悲鳴をあげ続けている。

「理刀、もう一度、あるいは再度、お願いします」

　せがむササラにこたえ、理刀は手綱を握りしめ、

「旋せん回かいしてくれ」

　飛竜に声をかけた。

　すぐに飛竜が、わずかに翼を動かし、ぐぐぅ～っと方向を変えてくれる。その際、けっこう強い遠心力が働き、体をもっていかれそうになる。

　この遠心力が、ササラのツボにはまったようだ。

　きゃあああああっ♥

　また、彼女が甘ったるい悲鳴をあげた。

　何度も何度も旋せん回かいしたがるササラは、まるで子どものようである。七色の髪を強い風になびかせ、ぎゅうぎゅう理り刀との背にしがみついてくる。もちろん胸もぎゅうぎゅうで……、ドキドキだ。

　ドキドキだけど……、心の底から楽しそうなササラを背に感じていると、結婚がなんだか遠い世界のことのように思えてくる。

　世俗のしがらみなんて、空や、雲や、風にはまるで関係のないことだから。

　大空に抱かれるように飛び回っているから、結婚、という二文字も小さなことのように思えてくるのかもしれない。

　それでも、迷いはいまだ晴れなくて。

　結婚できません。

　伝えなきゃ。

　いま、自分の背に抱きつき、楽しそうな悲鳴をあげている美しくも儚はかなげな女性へ。

　伝え……、なきゃ。

　伝え、なきゃ。

　伝えなきゃ！

「理刀、わたくしに手た綱づなを握らせて、あるいは操竜をさせて下さい」

　ササラがいきなり、理刀の両肩に手をかけて腰を上げた。

　飛んでる最中に立ち上がるなんて、危ないですよ!?

　なんて言葉は、ササラの胸に押し潰つぶされてしまった。中途半端に腰を上げた彼女が、意外と強引に後ろから腕を伸ばしてくるものだから……。

　右耳の後ろに、胸が、もろに押しつけられて……。

「あ、あの、ササラ姫？　ちょ、ちょっとこれは……」

「大丈夫、あるいは心配無用です。わたしは幼い頃ころ、あるいは幼少時から手綱さばき、あるいは乗竜術を学んでいます。こう見えて、なかなかのもの、あるいは巧たくみであるとの自負、あるいは自信をもっているのです」

　ちょっと得意げなササラの声が、風に流されていく。さらに、グイッと体を、胸を、押しつけてくるから……。

　ドキドキドキドキドキッ、と激しく打ち鳴らされている心音は、自分のものなのか、それともササラのものなのか。

　もはや区別もつかないほどの密着状態だ。

　ササラが、理り刀との肩越しに手た綱づなをつかんでくる。多少膝ひざを曲げてはいるものの、半なかば立ち上がっているから、だぶっとしたズボンの裾すそがこれでもかとはためいている。

「ササラ姫、ほんとに、あ、危な……」

「わたしの得意な、あるいは必殺のきりもみ飛行、あるいは螺ら旋せん飛びを披露しましょう」

「ちょ……」

　いま、必殺とか、きりもみ飛行とか、微妙に物騒なことを仰おつしやいませんでした？　ちょっとハイになってませんか？

　とめる間もなく、ササラが強く手綱を引いた。

　理刀はとっさに、鞍くらの端をつかんだ。が……………、

「あら？」

　ササラが声をもらした直後、臓ぞう腑ふを真上に引っ張り上げられるような浮遊感が、理刀の体に襲いかかってきた。

　一瞬で全身が粟あわ立だち、氷の手でなでさすられているかのような寒気と怖おぞ気けが、ゾワゾワゾワ～ッとつま先から頭頂へ駆けのぼっていく。

　飛竜が、直角に落下し始めたから。

「おっ、あぁ…………………………っ…………………………っ…………………っっっ!!」

　あまりに突然の、まるで予想外の、とんでもなく過激な急降下に、声も出せない。強すぎる風によって、頰ほおの肉が左右に引っ張られていく。

　地上が、みるみるうちに迫ってくる。

　手綱を放ほうり出したササラが、理刀の首に後ろからきつく抱きついてきた。彼女も、悲鳴さえあげることができないらしい。

　理刀は、激しい風にのたうっている手綱に右手を伸ばし、なんとかそれを握った。そして、

「とまってくれぇっ！」

　グイッと引っ張った。

　なにがどうなっているのか、まるでわからない。重力が消え、上に引っ張られるような感覚に包まれたあと……、バシャァァァッと水みず飛沫しぶきがひろがった。

「っっっ!?」

「ぁきゃっ」

　続けて、大量の水が降り注そそいでくる。

　反射的に周囲を見回すと……、広々とした湖だった。岸辺には森。遠くには切り立った山々。静かで、きれいな景色である。

　翼をたたんだ飛竜が、の～んびりといった様子で水面に浮いている。

　ずぶ濡ぬれになったけど、鏡のような湖面に浮かんで自然に包まれるのも、意外に悪くないかも。

「ぁ、あ、こ、ここは？」

　ササラがようやく、首に回していた腕を解いてくれた。

「はは、ビックリしましたね。びしょ濡れになって、大丈夫ですか？」

　理り刀とは飛竜の背で立ち上がり、振り返った。

「ぅぁ……」

　思わず、声をもらす。

　ぺたんと座り込んだササラも、当然ながら大量の水をかぶっていた。

　七色のロングヘアが、顔や肩や腕に貼はりついている。透明な頰ほおにも。

　瞳ひとみに涙を浮かべて。

　それはいい。

　問題なのは……。

　濡れた服もぺっっったりと体に貼りついている、ということだ。

　さらに問題なのは……。

　薄い生き地じのワンピースが濡れれば、体のラインがハッキリとわかる、ということだ。胸もとも、その丸みも、その先端も、腰の細さも、その曲線も、いろいろと。












「あっ、っっとぅ、せ、せっかく体を洗ったばかりなのに、また濡ぬれちゃいましたね」

　言いながら、理り刀とはまたくるりと回れ右をして、素早く腰を下ろした。

　急いでネガティビズムに戻って、メイドたちにバトンタッチしないと……。

　焦あせる理刀の背に、ササラが身を寄せてきた。

「そ、その、す、すみません、あるいは申し訳ありませんでした。わたしのせいで……」

「き、気にしないで下さい。ぜ、絶叫マシーンみたいで、楽しかったですし」

　背に、ぺたっとくっついてくるササラの濡れた体。そして熱。冷たくて、熱くて。

　上空からの急降下、緊急着水、その後、心拍数の急上昇。……………身がもたない。

　嬉うれしいけど。

「そ、そろそろ戻り……」

　ましょう、という理刀の言葉を跳ね飛ばすかのように、飛竜がいきなり翼をばたつかせた。なんだか、とんでもなく慌あわてているようだけど……、どうした？

「お、おい!?」

　理刀は、慌てて手た綱づなを握りしめた。

　ササラが、ぎゅっと背に抱きついてくる。

　飛竜が、羽ばたきながら水面をすべり、徐々に離水していく。指示を出す前に飛んでくれたから、「気が利いてるね」と褒ほめてあげるべきか？

　旋せん回かいしながら上空へ昇っていく飛竜の背から、透き通った湖に目を落とすと……、大きな黒い影が、湖面にゆらりと浮かび上がってくるのが見えた。

「なっ!?」

　観光バスほどの大きさだ。

　なるほど。アレが近づいてきたから、飛竜は慌てて飛び立ったのだ。

　冷や汗が背を伝い落ちていく。さすがは魔界。

　次の瞬間、その黒い影が新たに現れた別の影にガブリと吞のみ込まれてしまった。今度のヤツは、大型客船くらいはあるだろうか。水面に、えげつないほど巨大な背びれだけを覗のぞかせたあと、また水底に消えていった。

「…………………………」

　言葉も出ない。

　ここは魔界。

　もはや、笑うしかないのかも。


　　　◆◆◆



　ちょっと時間がかかりすぎかも。

　キュートは、貴賓室の窓から外を眺めながら、わずかな苛いら立だちを覚えていた。

　理り刀ととシルティシャープは、まだ到着しないのだろうか……。

　地上にひろがっているのは、果ての見えない大樹海だ。その中に、青空を映している大きな湖がある。

　きれいだけど、いまは心が動かない。眺めている余裕がないのだ。時間の経過に、イライラしてるから。

　走竜レースのゴールとなった場所からこのネガティビズムまで、空間移動術でやってきたため、距離がまったくわからない。

　始し祖そ竜りゆうの翼がどれだけ速いのかも、わからない。

　あとどれくらい待てばいいのかも、わからない。

「あなたのほっぺ、イライラが貼はりついてますわよ？」

　そう声をかけてきたのは、スイートだった。

　キュートたちはいま、窓際の席に寄り集まるようにして座っている。

　理刀がくるまで、レース中の出来事などをそれぞれ伝え合っていたのだ。

　スキュースだけ、相変わらず中央付近のソファで本を読み続けており、女の子たちのおしゃべりにはまるで関心を示そうとしない。

　キュートは、窓の景色からスイートへ目を移した。

「なによ、あたしが苛いらついてるって言いたいの？」

　その通りだけど……。見抜かれてる。

「あなたがイライラなさっても、理刀の来着が早まるわけじゃありませんでしょ？」

「そ、そんなこと、わかってるわよ」

「だったら、もう少しわたくしたちのお話に耳を傾けてもらいたいものですわね。これからが、わたくしと黒くろ媛ひめの連携プレーの山場なのですから」

　スイートが、むかい席に座っている黒媛へ、連帯感たっぷりの視線を投げた。

　黒媛も、落ち着いた、いつも以上に余裕に満ちた笑みでこたえている。

「ちゃんと聞いてたわ」

　黒媛とエプスタインの従者、獣人のモズとの闘い。そのふたりを追跡し続けたスイート。そしていよいよ黒媛がピンチに陥おちいったそのとき……。

　樹海と湖に目をむけていても、彼女たちの話は耳に届いていた。破れた巴ともえの服をスキュースが直してくれた、という話も聞いてたし。

　それでも、やっぱり理刀のことが頭から離れなくて……。

「では、わたくしと黒媛がどうやってモズを倒したか、お教え……えっ？」

　黒媛、巴、百もも香かが顔を寄せている前で、スイートがビクッと身を震わせた。

「あ……」

　キュートも感じた。

　反射的に、スイートと顔を見合わせた。

「これって……」

「まさか……」

　キュートは、思わず椅い子すから立ち上がった。ほぼ同時に、スイートも腰を浮かしている。

「どうした？」

　黒くろ媛ひめも、つられるようにして立ち上がった。続けて、巴ともえと百もも香かも。

「魔力が、戻りました」

　スイートが、整った眉まゆと眉の間にしわを寄せた。

　黒媛が、巴が、百香が、「つまり？」と目でたずねてくる。

　キュートは、魔力をもたない彼女たちの疑問にこたえた。

「ササラ姫の力が、たったいま消えたということよ」

　すぐさま、スイートが言葉を継いだ。

「おそらく、ササラ姫が〝清めの儀〟に入られたのでしょう」

「「「清めの儀」」」

　黒媛、巴、百香の三人が、声をそろえた。

　キュートは、重くなる気持ちを懸命に支えながら、なんとか口を開いた。

「あたしたち魔界の貴族はね、結婚式を迎える前に、身を清める儀式を行うの。二時間ほど魔法陣の中に身を置いて、自らの魔力をすべて封じ、心静かに瞑めい想そうするっていう……」

「お、おい、結婚式って、そ、それじゃあ……」

　黒媛が、驚きに声を詰まらせた。

「ササラ姫が、結婚する相手って……」

　巴が、早くも泣きそうな顔になっている。

「あの、こ、この場合、ササラ姫の結婚相手って、考えなくてもわかりますよね？　これって、大事件なんじゃ……」

　百香が、目を大きく見開いている。

　確かに大事件だ。

　ササラ姫は、やっぱり理り刀とのことを……。

　キュートは拳こぶしを握りつつ、姫の気持ちを考え、現状をきちんと認識しようとした。が、どういうわけか指先が冷たくなり、気分が悪くなっていく。吐き気にも似た不快感が、胸の奥に沈殿していく。とても嫌な気分。

　魔力が戻ったことに気づいているはずなのに、スキュースはまるで動じていない。表情を変えることなく本を読み続けている。

「なんとか、できないんですか？」

　この場で最年少の百香が、ぽつりともらした。

　すぐに、スイートが無言で首を振った。幾本もの三つ編みが萎しおれていくような、そんな弱々しさがにじみ出ているように見えるのは、気のせいだろうか。

　黒くろ媛ひめと巴ともえも、口を開こうとしない。彼女たちも、ササラ姫が〝清めの儀〟に入った、という行為の意味をわかっているのだ。

　おそらく、人間である彼女たち以上に、キュートは現状の重みを感じている。

　フォンターナ公こう爵しやく家けは、王家に従属している。そしてキュートは、フォンターナ家の末娘だから、第二王女の願いは可能な限り尊重しなければならない。

　それでも……。

「ど、どうしよう……」

　キュートは、だれかに助けを求めるようにつぶやいた。

　そのとき、ササラ姫が出ていった両開きの扉が、ゆっくりと開いた。

　入ってきたのは、三人のメイドたちである。ササラ姫の姿は見えない。

　いちばん目つきの鋭いメイドが、飴あめ色いろのショートヘアを下げた。

「遅くなりまして、大変失礼しました。カラミティと申します」

「トルネイド、です」

　続けて、金髪ロングヘアのメイドが軽く一礼した。

　最後に、キュートよりも少しだけ背の高いメイドが、ふんわりとした栗くり色いろの髪をプルプル震わせながら、

「あ、あぅ、ディ、ディファですぅ」

　頭を下げようとせず、背筋をピンッと伸ばした。理由はよくわからないが、なんだかひどく緊張しているようだ。

　失礼な話だが、彼女たちの名前や緊張している理由には興味がない。知りたいのは、ササラ姫の力が消えた原因である。それが、予想通り〝清めの儀〟に入ったためなのか、それとも別になんらかのアクシデントがあったのか……。

　キュートは、三人のメイドたちに目でたずねた。

『あたしたちの魔力が戻ってきた理由は？』

　スイート、黒媛、巴、百もも香かの四人も、メイドたちへ強こわ張ばった視線をむけている。

　スキュースだけが、本から顔を上げようともしない。

　カラミティが、場の空気を観察するかのように、それとなく貴賓室の中へ尖とがった視線を配った。それからゆるりと口を開く。

「先ほど、姫様がつつがなく〝清めの儀〟に入られました。この報は、すでに魔界全土へ発信されています」

　直後、黒媛、巴、百香の三人が、驚いたような、嘆なげくような、そんな吐と息いきをもらした。

　スイートだけは、やはりフォンターナの娘なだけあって内心を表情や態度には出さず、静かに立っている。

　もちろんキュートも、全力で感情を押し殺した。

　だが、驚きはそれだけにとどまらなかった。

　トルネイドが、

「カスガリト、様も、ご了承、です」

　ブツ切れのしゃべり方ながら、ハッキリとそう言ったから。

　ディファが、「あぅ～、ご了承ぉ」と強調までしてくれた。

　なにか硬いモノが、ざらついたモノが、錆さびついたモノが、心に無理やりねじ込まれたかのような痛みが全身にひろがっていく。

　理り刀とが了承したなんて、噓うそに決まってる！

　そう思っても、キュートは叫ぶことができなかった。どんなに痛くても、声に出して叫ぶことができない。それでも、心の中では……。

　きゅーっ！　噓っ！　噓つきっ！　噓ばっかり言ってないで、理刀に会わせてっ！

　思いっきり、そう叫んでいた。

　スイートも、口を動かすことなく叫んでいるのだろう。怒りのこもった瞳ひとみを見れば、よくわかる。

　人間である黒くろ媛ひめたちには、キュートたちのようなしがらみがないため、小声ながらも正直な気持ちを吐き出している。

「理刀が結婚を承しよう諾だくするなんて、考えられないな」

　黒媛が、巴ともえと顔を見合わせた。巴の瞳には早くも涙が溜たまっている。

「むぅ。失礼ですけど、ハッキリ言って噓臭いかも」

　百もも香かのつぶやきに、キュートは拍手を送りたくなった。

　それでもやはり、王家を支えるべき公こう爵しやく家け、その末席に籍を置いている自分だから、悔しさ、嫉しつ妬と、悲しさ、苦しさ、寂さびしさ、愛いとしさ、恋しさ、その他ほか、噴き出してこようとするもろもろの感情を抑え込まなければならない。

　泣かない。絶対に泣かない！

　自らにそう言い聞かせる。

　ふと、カラミティがジッとこちらを見ていることに気づいた。目が合うと、視線をするりとそらされてしまう。

　トルネイドとディファも……。

　トルネイドは、顔ごと目線を引き剝はがし、ディファは、あからさまに「見てませんよ？」とアピールするかのように目をキョロキョロさせている。

　三人のメイドたちが、そろってキュートに視線を集中させていた理由は？　気のせい？

　メイドたちはべつに、キュートを〝特別〟としては見ていないはず。スイートや黒媛たちと同じように、このネガティビズムにやってきた客人、もしくは春日かすが理り刀との友人として視界に収めていただけ。それだけのはず。

　そんなメイドたちが、いっせいに頭を下げた。

「それでは、これで失礼いたします」

　カラミティの声と同時に、三人とも瞬時に姿を消してしまう。まるで、「用はすんだ」とでも言わんばかりに。

　メイドたちがここにいようがいまいが、いまのキュートたちにはなんの関係もない。彼女たちの名前と同じく、それほど興味もない。

　いま、自分たちにできることは……。

　キュートは、そろって暗い表情をしている仲間たちへ目をむけたあと、彼女たちの気持ちを代表するかのように、ソファに座ったまま分厚い本を読み続けているスキュースへ視線を移した。

｛魔界の至宝｝ならば、現状を打開する方法を知っているはず。手を貸してくれるはず。すべてを自分が望む方向へもっていってくれるはず。

　でも、フォンターナ家の長女は、本から顔を上げようとしてくれない。

「……………」

　スキュースもまた、王家に従い、王族を守ると誓ったフォンターナ公こう爵しやく家けの、それも長女だから、ササラ姫の望みがかなうよう努めなければならない立場にあるはずだ。

　キュートは、涙をグッと堪こらえた。重くなった気持ちを、全体重をかけ、両足でグリグリと踏み潰つぶす。

　自分は、キュート・フォンターナ。

　誇り高きフォンターナ公爵家の末娘。




　なにもできないまま五分ほど経たったあと、メイドたちと同じように、なんの予告もなくスキュースが姿を消した。どこかへ跳躍とんでいったのだ。

　こんなときに、どこへ？

　キュートは、ソファに置き去られた分厚い本を見つめた。ただただ凝視した。

　泣くもんか。

　頼る者がいなくても、絶対に泣くもんか。


　　　◆◆◆



　画えになるほど美しい湖で魔界の仰ぎよう天てん生物を目撃したあと、理刀とササラは真まっ直すぐにネガティビズムへ戻った。

　虹にじ色いろの髪から水を滴したたらせながら、ササラは大勢のメイドたちから押し流されるようにして姿を消してしまった。

　その後、知らない顔のメイドたちから濡ぬれた服を着替えさせられた理り刀とは、窓からの眺めも最高な超高級レストランの個室、と表してもまだまだ表しきれないほど贅ぜい沢たくな部屋へ案内された。

　まず、一〇人ほどのメイドたちに迎えられたことに驚いた。明らかに数が多すぎる。全員きれいな女性ばかりだし、身につけているメイド服も仕立てのいいものだった。エプロンにもシワひとつない。

　内装も、素人しろうと目めながら、すべての場所に〝超〟がずらりとならぶほど高級なモノが使われていることがわかった。

　毛足の短い、それでも歩くたびに靴を包み込んでもらっているかのような絨じゆう毯たん。

　いまにも動き出しそうな、虎とらに似た動物の置物があっちにもこっちにも。

　見ているだけで頰ほおを寄せてみたくなるような、暖色の壁。

　大理石からまるまる彫り出したと思おぼしき大きなテーブル。そこにかかった細かな刺し繡しゆうが施された純白のテーブルクロス。

　テーブルの上にならんでいるのは、盛られた料理を引き立てつつ、自己主張も決して忘れることのない品のいい器うつわたちだ。

　置かれている様々なかたちのナイフやフォーク、そしてスプーンは、細かすぎるところまで意い匠しようが凝こらされている。これ一本で家が建つんじゃないか？　指紋つけてもいいの？

　あまりに高た価かそうな食器ばかりだし、すべてが王族むけといった空気だから、「いただきま～す」なんて気軽に料理を味わえない理刀である。

　とんでもなくいい香りに負け、意を決して怖こわ々ごわと料理を口にしても、味がよくわからない。うまい、と思うけど……。

　ちょっとスープを飲んだあとでスプーンを置くと、器も食器も素早く下げられ、すぐにまた新しいスプーンと湯気が立ちのぼるスープがならべられた。

　さっきのヤツ、まだたくさん残ってたのに……、なんてことを考えるが、こういうときなんと言えばいいのか、中産階級出身の理刀にはよくわからない。

　料理を食する際のマナーなんてほとんど知らないし、大勢のメイドたちに一挙一動を見られていると、なんだかひとりで大勢の敵を相手にしているような気分になってくる。降参するから勘弁して下さい、と両手を高々とあげてしまいそう。

　見ると、カラミティ、トルネイド、ディファの三人が、いつの間にか入口のそばに立っていた。先ほどまで姿が見えなかったのに……。

　理刀は、彼女たちの様子を窺うかがった。

　カラミティたち三人は、動き回っている他ほかのメイドとは立場が違うのだろう。扉の前をジッと動こうとしない。

　理刀は、いちばんスムーズに会話ができるカラミティへ顔をむけた。

「あの、ササラ姫はどこへ？」

「二時間ほどお待ち下さい」

「えっと、時間じゃなくて……」

「二時間ほどお待ちになって頂けば、わかります」

「……そうですか」

　ササラがいまどこにいるのか、教えるわけにはいかないようだ。遊覧飛行をする前、「儀式」とか言っていたようだが……。おそらくは、それに関係した場所なのだろう。

　だったら、

「じゃあ、キュートたちは……」

「フォンターナのお嬢様とそのご友人方は、先ほどお帰りになりました」

「え？」

「カスガリト様には、〝よろしく〟とのことです」

「帰ったって、そんな……」

　理り刀との驚きを前にしても、カラミティの表情はわずかも動かない。いや、感情を殺しているように見えても、瞳ひとみの中には怒りを凝縮したトゲがちらついているから、こちらを嫌っていることがよくわかる。

　トルネイドのほうは完全に無表情だから、考えがまったく読めないけど。

　ディファだけは、非常にわかりやすい性格をしていた。初対面の理刀にどう接していいのかわからない。だから、とりあえずいつものように壁をつくろう。でも、姫のお客様だし。といった感じである。

　そんな三人の表情を五秒ほど観察したあと、理刀は席を立った。メイドのひとりが、流れるような動きで椅い子すを引いてくれる。

「あの、少し散歩してきていいですか？」

　カラミティの言葉が噓うそかどうか、自分の足で歩き回ってみればわかることだ。巨大な飛行船だが、キュートたちのようなＶＩＰを迎える部屋は限られているはず。

「申し訳ありませんが、この部屋でお待ち下さい」

　理刀の考えを見抜いたかのように、トルネイドが静かな口く調ちようで言った。

　なぜ、この部屋を出てはいけないのだろう？　という疑問をそのまま言葉にした。

「どうしてです？」

「……姫様が、カスガリト様に再びお会いする準備をなさっているためです」

「時間がかかるんですか？」

「姫様は、ビョルンストライド王国の宝でございます。ご仕し度たくにもそれなりの手順がございますので、どうかご容よう赦しや下さいますよう」

「それと、オレが散歩することになにか関係が……」

　気持ちがピリピリし始めたそのときだった。理り刀ととトルネイドたちのちょうど中間辺りで、空間がふにゃりと歪ゆがんだ。

　そこから姿を現したのは、〝超〟をいくつもちりばめた部屋にあってもなお、絶対的な存在感と美を誇る｛魔界の至宝｝、スキュースだった。

　部屋の温度が二、三度下がったかのような寒気を覚えると同時に、使い慣れた毛布で身を包んでもらったかのような安心感が芽生え、理刀はホッと息をつくことができた。

　彼女がここにいるということは、やはりキュートもここに……。

　理刀は、カラミティたちが口を開くよりも先に、

「スキュースさん、キュートはここにいるんですよね？」

　すかさずスキュースにたずねた。たずねる、というよりも確認だ。

「いるわよ。あなたのお友だちも、ね」

　キュートだけじゃなく、みんなもここにいることがわかり、理刀は「よっしゃ」と胸の中で拳こぶしを握った。そしてすぐさま、カラミティに「どうして噓うそを？」と目顔でたずねる。

　それにはこたえず、カラミティがスキュースへ敵意を詰め込んだ視線をむけた。

「お嬢様。ここへの立ち入りはご遠慮願いとうございます」

　言葉は丁寧だが、いまにもつかみかからんばかりの表情である。

　トルネイドとディファも、心もち敵を前にしているような目で、スキュースを見み据すえている。

　おいおい、相手は｛魔界の至宝｝だよ？　キミたち、恐こわくないの？　バックに王家がついてるから、強気になってる？　それとも、退ひけない理由が？

　スキュースが、凍こごえるような目を理刀へむけてきた。だがすぐに、部屋の中で怯おびえたように身を縮めている他ほかのメイドたちへ視線を移し、最後にカラミティたちへ顔をむけた。

「うちのシィを捜してたんだけど、どうやらこの部屋にはいないようね」

「お嬢様のお力をもってすれば、捜す必要などないはずですが？」

「遠視ばかりに頼らず、たまには足で捜すのもいいものよ？」

「申し訳ありませんが、お引き取り下さい」

　カラミティが、わずかに頭を下げた。と同時に、トルネイドとディファが、部屋の扉を開ける。

　スキュースにむかって、「ここから出ていけ」と言っているのだ。ケンカ売ってる？

　そんなメイドたちの無礼に腹を立てた様子もなく、スキュースが開けられた扉から外へ出ていった。

　もしかして、キュートたちのことを報しらせにきてくれた？

　理刀は、彼女の背を追おうとテーブルを回り、ドアへ駆け寄ろうとして……、カラミティに腕をつかまれた。

　目の前で、扉が閉められる。

「お席へ、お戻り下さい」

　理り刀との腕を放したカラミティが、拳こぶしを握りしめて扉の前に立った。

「ここは、ダメ」

　トルネイドが、ドアに背を貼はりつけて両手をひろげた。

「こぉ、これにもぉ、さ、触ってはダメですぅ」

　綿わた菓が子しヘアをぷるぷる震わせながら、ディファがドアノブを細い体の後ろに隠した。

　三人のメイドたちが、「ここは通さない」というメッセージを態度で示してくる。

「……………」

　理刀は、彼女たちと視線をぶつけ合った。

　どうして、キュートと会う邪魔をするのだろう？


　　　◆◆◆



　ササラ姫が〝清めの儀〟に入ったと聞いてから、およそ一〇分後。

　貴賓室の壁際に、空間の歪ゆがみが生じた。

「だれでしょう？」

　最初に気づいたのは、スイートだった。

　ぐじゅぐじゅとした、湿気たっぷりの空気をまとっていた黒くろ媛ひめたちが、興味のなさそうな目をむける。

　キュートが顔を動かしたときにはもう、リイザが姿を現していた。

「キュート、無事だったのね？　エプスタインに嫌なことされなかった？」

　すぐさま歩み寄ってきた彼女に、むぎゅぅ～っと抱きしめられた。弾力のある大きな胸を、頰ほおにぐいぐいと押しつけられる。

「きゅっ、ちょ、ちょっとリイザお姉様、苦しいでしょ！」

「んもぅ、心配したのよ？　わたし、お父様たちと閉じ込められてたから、大会がどうなったのか全然わからないし、やっと外に出られたと思ったら、街が祝賀ムードで大騒ぎだし」

「きゅーっ！　理刀が優勝したわよっ！　いいから離してっ！」

「まあ、混こん沌とんの少年ったら、がんばったのね」

　すぐさま、スイートが会話に入ってきた。

「お父様やカカお姉様は、どちらに？」

「ん？　この船のどこかにいるわよ。きっと、キュートたちと顔を合わせづらいから逃げてるんだと思うわ。お父様ったら、ああ見えて娘に責められると弱いから」

「逃げてらっしゃるのですか……」

　わずかに唇を曲げたスイートの横で、黒媛たちが顔を見合わせている。みんな複雑な表情だ。

　今回の一件はすべて、ハンサムの画策から始まったのだから。

　それでもまさか、理り刀とが走竜レースで優勝し、ササラ姫のお婿むこ様さま候補に選ばれてしまうなんて……。しかも、お婿様候補から〝候補〟の二文字が消えてしまうような事態になってしまい……。

　キュートは、この場にいない父への苛いら立だちも含め、半なかば八つ当たり気味にリイザの胸を力いっぱい押し返し、愛情過多なハグから脱出した。いまは、彼女の相手をしている気力がない。

　中央付近のソファでは、いつの間にか戻ってきたスキュースが、さっそくまた本を読み始めている。どこにいっていたのか訊きくこともできない。

　キュートは、自分の力ではどうにもできない現実を前に、熱を感じない弱火でじりじりと身を焼かれていくような、そんな焦しよう燥そう感かんを覚えた。

　リイザが自分に噓うそを言うことはないから、いま、この飛行船には、フォンターナ公こう爵しやく家けの主力、そのほとんどがそろっていることになる。

　卑ひ怯きよう者もののセイルが、走竜レースのスタート直前に、ハンサムたちを鳥かごに閉じ込めた、などと言っていたけど……。ササラ姫が〝清めの儀〟に入ったため、取り戻した魔力であっさりと鳥かごを破壊し、すぐさまネガティビズムへ跳躍とんできたのだろう。

　公爵その人ハンサム。

｛魔界の至宝スキユース｝

｛獲鳳縛麒カカ｝

｛静謐なる禍リイザ｝

　そして、フォンターナ家の上位四名と比べ戦闘能力はずっと落ちるものの、それでもなお、その辺の兵士では到底かなわない｛疾風毒舌丸｝もついてきているはず。

　現在、このネガティビズムは、魔界で最も安全な飛行船だと言いきってもいいだろう。第二王女が〝清めの儀〟を行う場所としては、申し分がないはずだ。

　これはつまり、〝清めの儀〟が確実に、滞とどこおりなく、なんのアクシデントもなく終了するであろうことを意味している。

　そして、その先は……。





三章　夜がくる前に







　カカ・フォンターナは、気を抜くと爆発しそうになる怒りを、必死で抑え込んだ。

　魔力を使えるようになった瞬間に、すべてを理解したから。

　お飲み物をご用意しております、とネガティビズムの貴賓室、その一室に案内してくれたメイドたちは、音もなく姿を消してしまった。

　気をつかってくれたのだろうか、それとも、これから起こるであろう家族ゲンカを予感して、早々に逃げ出したのだろうか。

　どちらでもいい。いまは、この怒りの捌はけ口を確保しなければ、気が変になってしまいそうだ。

　先ほど、ネガティビズム内を遠な視がめた際に、キュートたちがいる場所を見つけた。この部屋の隣である。

　だがいまは、幼い妹やその友人たちに気持ちを振り分ける余裕がない。

　カカは、部屋の中をゆっくりと見回した。

　毒どく舌ぜつ丸まるがいる。

　つい先ほど、「キュートに追い払われた」とリイザがいじけた様子で帰ってきた。

　そして、今回の元凶ともいうべきハンサムがいる。

　エプスタインに謀はかられ、無ぶ様ざまに閉じ込められてしまった四人だ。

　キュートやスイートとその友人たちは、隣室で肩を落としたまま動かない。

　先刻、理り刀とがいる部屋から出てきたスキュースが、キュートたちのいる部屋へ跳躍とび、ソファで本を手にして動かなくなった。こちらが遠な視がめていることに気づいてはいたようだが。

　とにかく、いまこの場には、自分をとめられる者はひとりしかいない。

　カカは、ハンサムへ視線の刃やいばを集中させた。ズタズタに切り裂いてやりたい気分だが……、その辺の魔族なら、すでに一〇回以上は意識を失っているであろうほどの眼力で射抜いても、父の余裕を突き崩すことができない。

　勝てないことはわかっている。

　魔術。格闘術。その他ほか、様々な分野で、自分はまだまだ父の足もとにも及ばない。気が遠くなりそうな実力差を前に、それでもカカは心を収束させ、ハンサムに挑む準備を続けた。この悔しさを一〇〇〇分の一でも投げつけてやらなければ、気が収まらない。

　呼吸を整え、父の前に立つ。

　彼もわかっているから、「どうした？」なんて質問はしてこない。グラスに入った飲み物がならんだテーブルを挟み、ふたりむかい合う。

　リイザが、心配そうに姉の様子を窺うかがっている。毒どく舌ぜつ丸まるも、カカの横顔から視線をそらさない。

　そうしながらも、彼女たちはひと言も発しようとしない。とめても無駄であることを、ふたりともわかっているのだ。

　カカは、怒りに震える唇をゆっくりと動かした。

「お父様、わたしは納得できません」

「ササラ姫がお決めになったことだ。我々が口を出しては……」

「そうしむけたのは、お父様でしょう！」

　怒りが、瞬時に沸騰した。いや、最初から沸点に達していたから、正確には、抑え込むのをやめた、である。

「カカ、そんなに怒らないでくれ」

　やさしい声でなだめようとしてくるハンサムを、カカはなおのことにらみつけた。

　想おもいが、あふれ出してくる。もう、とめるつもりなどない。

「ササラはあんな子だから、いつもだれかに助けを求めてるんです！

　そんなことくらい、お父様だってご存じだったでしょう！

　そして春日かすがは、偶然にもササラが求めていたような能力をもっていて、だから、ササラは、あいつは、泣きたいのをいつも、いっつも我慢しながら、春日に寄り添おうとして、

　嫌われるかもしれないとか、

　自分は相応ふさわしくないかもとか、

　自信のない、ササラらしい心配をいっぱいして、

　あきらめようとして、

　それでもあきらめきれなくてっ！

　そんなあいつの目の前に、エサをぶら下げるようなマネをして、

　お父様！　ご自分のやったことが、どれだけ惨むごいことか、おわかりですかっ!?」

　言っていて、涙が出そうになった。

　ササラの苦しみと悲しみを、ずっとそばで見ていたから。

　親友のやさしさを、ずっとそばで感じていたから。

　絶大な痛苦を受けても、ササラは歪ゆがまず曲がらず汚れなかった。彼女は、いじらしくも素晴らしい、本当にまぶしいほど心のきれいな女性なのだ。

　ハンサムが、真剣な顔でカカを見つめている。

　リイザの目には、うっすらと涙が溜たまっている。

　毒舌丸は微動だにせず、聞く姿勢をわずかも崩さない。

　カカは、出そうになる涙を嚙かみしめながら言葉を続けた。

「春日は、確かに『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもっています。貴重な力です。

　ですが、彼は人間なんです。

　それに、春日かすがが本当に好きなのはササラじゃありません。

　残念ですが、本当に残念ですが、春日はササラを大切な存在だと見ていないんですっ！

　わかりますか？

　同情の延長線上で結婚しても、悲しいだけです。

　ササラは、悲しみの中で生きてきました。だから、もうこれ以上、あいつを悲しませないで下さい。

　春日との結婚なんて、いまはよくても、きっとそのうち、堪たえられないほどの悲しみを生み出すはずです。

　男女間に必要な〝互いを想おもい合う愛〟が、最初からないんですから……」

　パチパチパチッ、と拍手の音が聞こえた。

　テーブルの横で、リイザが手を叩たたいている。

「カカ姉様、素敵！　男女間には〝互いを想い合う愛〟が必要なんて、なかなか言えることじゃないわ」

「あ、いや、まあ、それほどでも……」

　予想もしていなかった妹の賛辞に、カカは思わず頰ほおが熱くなるのを感じた。

　だが、

「ほんとに素敵よ。まるで〝互いを想い合う愛〟を経験したことがあるみたいに聞こえたもの」

　ピキッ、とカカのこめかみ辺りで、小さな小さな、本当に小さな破砕音が鳴った。

「経験してなかったら、言っちゃ、ダメ、なのか？」

「ううん、そんなことないけど、やっぱり経験してたほうが、含がん蓄ちくするところも大きいと思うの」

「わたしには、含蓄が、ない、と？」

　ピキピキッ。

「あ、でも、カカ姉様が言えば、その裏に秘められた過去のエピソードが垣かい間ま見みえるから、それはそれで深いかも」

「なんの、エピソード、だ？」

　ピキピキピキッ。

「んもぅ、わかってるくせにぃ。わたしが知ってるだけでも、両手両りよう脚あしの指じゃ足りないけど、この場合、カカ姉様の失恋エピ……」

　ガンッ！

　みなまで言わせず、カカはリイザのそばに跳躍とび、その透明なおでこに頭突きを入れてやった。

「やぁん、いったぁ～い！」

　ゴンッ！

　続けざまに、もう一発入れてやる。

「やぁ～、お父様ぁ～、カカ姉様が痛いことするのぉ～」

　声に涙をにじませ、リイザがハンサムの胸に飛び込んでいく。

「こらこら、ケンカはよくないぞ？」

　さっきまで眉まゆ根ねにシワを寄せ、真面目まじめな様子でカカの話を聞いていたハンサムだが、三女が甘え声とともに抱きついてきたせいで、もうメロメロな顔になっている。

　カカは、悪意のカケラもなく姉の痛いところをグサグサ刺してくる妹と、ほとんど反省の色が見られない父を、皮膚も肉も骨もすべて気化させてやるつもりでにらみつけた。

　頼むから、どこかへ消えてくれ！

「あぁ～ん、お父様ぁ、カカ姉様が恐こわい顔するぅ～」

「ハッハッハッ、こらこらカカ、女の子がそんな顔しちゃダメじゃないか。ほらリイザ、わたしの胸に隠れてなさい」

　喜ばせてしまった。

「くっ」

　そのため、再び頭に血が上った。悔しさと、情けなさと、苛いら立だたしさがない交ぜとなり、収拾がつかなくなる。












　毒どく舌ぜつ丸まるの前であっても、もうとめられなかった。

「わたしにだって、恋愛する権利があるはずですっ！　それなのに、お父様がいつも邪魔してっ！　全部ダメにしてっ！　いったいお父様は、娘たちのことをどうお考えになってるんです!?」

「もちろん、みんなの幸せを考えてるさ。スキュースも、カカも、リイザも、他ほかの子たちも、ひとり残らずみんな、幸せになってほしいと心の底から願ってるよ」

「いつも度が過ぎますっ！　だから、みんなに｛恋路破潰者クラツシヤー｝などと陰口を叩たたかれるんですっ！」

　グサ───────────────────────────────────ッ！　という音が聞こえてきそうなほど、ハンサムの表情が凍りついた。

　薄々とは気づいていたのだろう。だが、面とむかって言われたことがなかったため、かなりショックだったようだ。

「カカ姉様ったら、本当のことでも口にしちゃいけないことってあると思うわ。お父様が可哀かわい相そうよ」

　リイザが、微妙に痛いかばい方で、ハンサムの味方をする。

「リイザも、キュートに本気で嫌われないうちに気づいたほうがいいな。すでに、あの子は立派なレディなんだぞ？　異性を好きになるという経験だけなら、皆かい無むの三女よりもずっと上なんじゃないか？」

　グサ───────────────────────────────────ッ！　という音が聞こえてきそうなほど、リイザの表情が石化した。

　間を置かず、ピシパキペキッと体のほうも本当の石になっていく。三女特有の現実逃避法だ。悲しいことや嫌なことがあったりすると、彼女は自らに石化術式をかけて三日ほど石像と化す癖くせがある。

　ササラが〝清めの儀〟を終えれば、すぐにでももとに戻るだろう。だが、それは儀式が次の段階へ進むことを意味しているから……。

　もう、どうにもできないのか？

　石になったリイザ。そんな三女をため息混じりに眺めているハンサム。妹と父は、現状ではまったくの役立たずだ。頼るつもりもないが……。

　家族から視線を外し、カカは重苦しいため息をついた。

「カカお嬢様、元気をお出しになって下さい」

　横から、いままでずっと無言だった毒舌丸が、なにかを差し出してきた。

　ハンカチだった。

　そこでようやく、カカは自分が泣いていることに気がついた。

「すまん。見苦しかっただろう？」

　毒どく舌ぜつ丸まるから受けとったハンカチを、カカはそっと目に押し当てた。

「いえ」

　毒舌丸は、それ以上なにも言わない。空気のように、そばにいてくれるだけである。

　彼女のような従者を得ることができ、フォンターナうちは幸せだ。

　カカは、ハンカチで目め頭がしらを押さえ続けた。


　　　◆◆◆



　キュートは、貴賓室の窓から地上の木々を見下ろしながら理り刀とのことを想おもっていた。

　考えまいとしても、考えてしまう。

　もうすぐ、彼は身分の違う存在になる。

　もうすぐ、遠い存在になってしまう。

〝清めの儀〟が終わる頃ころには、陽ひも暮れているだろう。

　もうすぐ、光が消えて夜が始まる。

　しょせん、縁がなかったのだ。それだけのこと。

　自分は公こう爵しやく家けの末娘。幻術しか取とり柄えのない、オチコボレ。

　そんな女の子が、オチコボレを裏口から卒業するために人間界へ留学した。そこで理刀に出会った。

　彼もまた、目標に届かない能力値九九の能ナシだった。だから、オチコボレの少女はちょっとだけ共感したのだ。

　あ、自分と同じような悩みをもってるんだな、って。オチコボレ同士なんだな、って。

　その後、理刀に幻術が効いていなかったことで自己嫌けん悪おに陥おちいり、お子様だったから彼に対してよそよそしくなって……、いまでもお子様だけど……。

　そして紆う余よ曲きよく折せつの末、オチコボレの女の子は、春日かすが理刀という人間界の男の子に想いを寄せるようになった。

　キュートの生まれは魔界。

　理刀の生まれは人間界。

　心を寄せ合い、協力し合えば、生まれた場所は関係ない。生活習慣や風習や食べ物の好みが違っても、互いに相手を想う心を忘れなければ大丈夫。魔界での身分も、人間界では関係ない。

　キュート・フォンターナとして、胸を張って春日理刀と肩をならべていけばいい。

　必要なのは、想いを伝える〝勇気〟と〝タイミング〟だけ。

　そう思っていた。それなのに……。

　今回は事情が違う。

　魔界の第二王女が、理刀に求愛しているのだ。〝清めの儀〟に入るという行為によって、周囲にハッキリと彼への愛情を示している。

　そして、魔界中がそれを祝福している。

　こうなったらもう、あきらめるしかない。

　王家への忠誠は、産着よりも先に身につけたものだから、肌に染しみついている。

　キュートは、そろそろと手を伸ばし、ポケットからはぁと石を取り出した。

　理り刀とからもらった石。

　はぁとは、人間界では心を意味している、と彼が教えてくれた。

　よく見ると、変なかたちだ。普通の石。なんの価値もない石ころ。

　タダノイシコロ。

　石を軽く手に握り込み、顔を上げた。

　中央付近のソファを陣取っているスキュースには、なんの動きもない。動いているのは、文字を追う目とページをめくる指先だけ。

　キュートのすぐ後ろには、スイートたちが浮かない顔を寄せ合うようにして、ふかふかの絨じゆう毯たんに直接腰を下ろしている。

　貴賓室にやってきたメイドたちが、「隣室にお飲み物をご用意しております」と言ってきたけど、「ノド、渇かわいてないから」と全員が断った。本音を言えば、「なにもしたくないから」なんだけど。

　なにもしたくない。

　本当に、なにもしたくない。

　いや、〝なにもしたくない〟と思っている自分に負けているだけ、なんだけど。

　負け癖ぐせ。逃げ癖。言い訳癖。未来への見切りばかりが上じよう手ずで……、オチコボレには、お似合いかもしれない。

　はぁと石を握りしめ、キュートはため息をついた。


　　　◆◆◆



　ササラ・ビョルンストライドは、悩みに悩んだ末、〝清めの儀〟に臨のぞむことを決意した。

　これまでずっと、悩み抜いた挙げ句、苦しい現実から遠ざかる道を選んでばかりいた自分。逃げ癖がついているのだ。

　部屋に引きこもったり。

　森の洞どう窟くつに隠れたり。

　封ふう印いん樹じゆに自らを封印したり。

　逃げてばかり。

　でも、今回だけは違う。違うと思いたい。一歩を踏み出したという自信をもちたい。

　それでも……、とササラは魔力を封じる結界の中で独り、床に座り込んだまま我が身を抱きしめた。

　大親友であるカカに、理り刀とへの気持ちを理解してもらえないことがつらかった。

　彼女に言われたことも、わかっているつもりだ。

　理刀は人間界の少年で、他ほかに好きな人がいて、同情で始まった関係は亀き裂れつが入りやすいから、と。

　こうも言われた。

　ササラは世間知らずだから、もっといろんな世界に触れたほうがいい。特に恋愛は奥が深いから、一生の相手を決めるのはまだ早すぎる、と。

　カカだって、恋愛経験ないくせに。

　やさしいカカ。素敵なカカ。ずっと自分を助けてくれたカカ。大・大・大親友のカカ。

　そんな彼女に反対されたまま、〝清めの儀〟を強行してしまった。

　このまま、理刀と結婚してもいいのだろうか？　想おもいを貫つらぬいてもいいのだろうか？　一方的に、彼の気持ちも考えず。

　背中を流してあげたり、いっしょに飛竜で風にのったり、とずっと思い描えがいていたシチュエーションに挑戦してみた。好きな人とやってみたかったこと。一歩を踏み出す勇気を得るため。

　だからこうして、一歩を踏み出せた。

　踏み出せたけど……。

　ササラは、部屋の壁際に置いてある砂時計へ目をむけた。

〝浄化の砂時計〟が、少しずつ、確実に落ちていく。おそらく、あと一時間半ほどで落ちきってしまうだろう。

　弱い自分とサヨナラしたいな、と思う。

　自分はビョルンストライド王国の第二王女だから、臣下に範を示さなければ、と思う。

　逃げることなど微み塵じんも考えることなく、威い風ふうを身にまとい進まなければ、と思う。

　それでも……。


　　　◆◆◆



　はぁと石の感触がキュートのてのひらに馴な染じんできた頃ころ、パタンと小さな音が聞こえた。

　スキュースが、読んでいた本を閉じたのだ。

　銀髪を指で弄もてあそびながら、本の表紙を見下ろしている。この本、まあまあ面白かったわね、とでも思っているのだろうか。

　オチコボレの自分。

　逃げ癖ぐせのある自分。

　でも、変わりたい、負けたくない、という感情もあって。理刀に会いたい、という想いも確かにもっていて。

　考えるよりも、体が先に動いていた。

　はぁと石を握りしめ、スキュースに駆け寄った。

「スキュースお姉様、お願い、教えて！　理り刀とは、いまどこにいるの？」

　回りくどいことはせず、単刀直入に訊きいた。彼女なら、きっと知ってるはずだ。先ほど姿を消したときも、もしかしたらだれかに会っていたのかもしれない。それが理刀だった、という可能性だってある。

　スキュースが、視線だけを動かした。

「塔にいるわ」

「塔？」

「そこの最上階よ」

　言うなり、スキュースが再び本を開いた。

「塔って、どこにあるの？」

　姉が文字に目を落とす前に、重ねてたずねた。再び本を読み始める前に、なんとしても聞き出さなければ！

　スキュースが、無言のまま再び視線を上げた。冷たくもあたたかい、世の理ことわりすべてを見通しているかのような瞳ひとみを前に、キュートは怯ひるんだ。が、それでもさらに訊いた。

「スキュースお姉様、塔って……」

「彼に会って、どうするつもり？」

　逆に、スキュースが質問を投げかけてきた。

「り、理刀に会ったら……」

「フォンターナ家は、代々王家に従ってきたわ。あなたも、フォンターナの紋章を背負っているはずよ？」

「それは……」

　言われずとも、わかってる。

　自分はキュート・フォンターナ。フォンターナ公こう爵しやく家けの末娘。家の誇りは、この世に生を受けた瞬間から肌身離さずもっている。

　話は終わった、とばかりにスキュースが本に目を落とした。

　そんな長女に背をむけ、キュートは窓へ歩み寄った。取っ手がついており、押し開けられるようになっている。

　ぼんやりと、どこかのだれかに操られているような感覚のまま、ほんのわずかに開けてみた。

　途端、吹き込んできた風が、ツインテールを乱暴になびかせる。

　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの視線を頰ほおに感じるが、彼女たちへ顔をむける元気が出てこない。

　右手に握り込んでいるはぁと石が、どんどん重たくなっていくような気がする。

　大きさに変化はない。質量だって変わらないはず。普通の、その辺に転がっている、本当に普通の石だから。

　心と手足の動きが、なんだかちぐはぐだ。頭と体が離ればなれになってしまったかのような感覚である。

　自分はいま、なにをしているのだろう？

　わずかに開いた窓の隙すき間まから、地上を眺めてみる。

　ちゃんと自覚はある。認識もしている。

　森の木々が見下ろせる。目線を上げると、青い空も見える。地上の緑。天上の青。美しいコントラスト。あまりに美しいから、なんだか気持ち悪くなって……。

　理り刀とはいま、同じ飛行船にのっている。

　塔の最上階にいるという。

　会いたい。彼に会いたい。でも、彼はもうすぐ手の届かない存在になるから……。

　こんなに苦しいのは嫌。こんなにつらいのは嫌。こんなに痛いのは嫌。嫌だ。嫌だ。

　キュートは、はぁと石を握りしめた。このまま砕けてもかまわない。強く強く握りしめた。それでも、非力な自分の握力では、どうにもできなくて。







　ポイッ。







「…………………………………………………………………………………………………ぁ」

　気持ちが、体から剝はく離りしている。

　だから、こんなにひどいことを平気でできるのだ。

　はぁと石を窓から棄すてる、なんてことを。

「理刀にもらった石だけど、まぁ、ただの石だし、もってても、仕方ないし、ほんと、石もっててもなぁ」

　タダノイシコロ、だし。

　窓を閉めると、当然のように風もなくなるから、自分の声が余計に大きく響いているような気がした。

　大丈夫。涙は出ない。出さない。絶対に。

　スイートたちは、なにも言ってこない。

　はぁと石をもらったのは自分。棄てたって、文句を言われる筋合いはない。

　後あと退ずさるようにして窓から離れ、そこでようやくスイートたちにむき直った。

　絨じゆう毯たんに足を投げ出したスイートが、目を閉じて腕を組んでいる。

　黒くろ媛ひめと百もも香かが、むき合うようなかたちで腰を下ろしている。

　亜あ威い姉妹のそばで、巴ともえが悲しそうにうつむいている。

　だれも、キュートのほうへ目をむけようとしない。みんな、笑顔にはほど遠い顔。

　ただの石ころ。変なかたちの、イシコロ。イシコロ。イシコロ。イシコロ。イシコロ。

　キュートは、グッと涙を堪こらえた。


　　　◆◆◆



　テーブルに戻った理り刀とは、椅い子すに腰を落ち着け、三人のメイドたちの様子を窺うかがった。

　食事が下げられ、一〇人ほどいたメイドたちはいま、みんないなくなっている。だが、カラミティ、トルネイド、ディファの三人だけが、いまもなお部屋に残っていた。

　三人仲よく肩をならべ、この部屋にひとつしかない扉の前に立っている。

　彼女たちに邪魔をされ、部屋を出ることができない。だから、こうして椅子に座っているのだが……、いつまでもこうしているわけにはいかないだろう。

　女性に暴力を振るいたくはないけど……、ここは強引に突破するか？

　このままササラと結婚するか否いなか。まだ決断できていないのは確かだ。

　結婚なんてできない、というのが本音。

　でも、断ればササラを傷つけてしまうことになるから……。

　では、どうすれば？

　キュートたちと相談する。ササラと真剣に話し合う。

　待っているだけで事態が好転するなんて思っていないから、とにかく動いてみようと考えた。

　理刀は、椅子から立ち上がった。そしてテーブルを回り込み、トルネイドたちの正面に立つ。

　カラミティが、いまにもケンカを始めそうな目でにらみつけてくる。

　トルネイドが、感情の動きがわかりづらい視線を貼はりつけてくる。

　ディファが、泣きそうな顔で、しかしクリクリとした瞳ひとみには強い光を宿している。

「そこ、通してもらえませんか？」

　理刀は、三人のメイドたちそれぞれの視線をやんわりと受けとめた。力ずくは、あくまでも最終手段だ。

「この部屋で、ごゆっくりお過ごし下さい」

　冷たい刃やいばを突きつけてくるようなカラミティの言葉に、理刀は拳こぶしを握った。

　トルネイドとディファは、扉の前からわずかも動こうとしない。

　何なん人ぴとも通す気はない、という意志がハッキリと見て取れる。

「勝手に通りますよ？」

「通るの、ダメ」

　唇を一文字に引きしめたトルネイドが、ドアレバーを体で隠した。

　ディファがすぐに、もう片方のレバーを小さな背の後ろに隠す。

　そんなふたりの中央に立ったカラミティが、どこか脅おどすような口く調ちようで言った。

「この部屋にいて頂かなければ、困ります」

「困らせるつもりはないんです。オレはただ……」

　彼女の鋭い目を受けとめ、理り刀とは言葉を続けた。ここでちゃんと言わなければ、ササラを本当に傷つけてしまうかもしれない、と思ったから。

「オレは……ササラ姫と結婚する気は、ないんです。だから、ちゃんと話し合って……」

「てめぇっ！　いまなんて言った！」

　カラミティにいきなり胸ぐらをつかまれ、血走った目でにらみつけられた。

「カティ、ダメ」

「あぁ、あぅあぅ～、い、いけないことだよぉ、カティぃぃ」

　トルネイドとディファが、理刀からカラミティを引き離した。

　感情が高ぶると、このカラミティというメイドは地が出るらしい。

　彼女が、ぎらついた視線をゆるめようともせず、歯を剝むき出した。

「言っただろ、かたちだけでいいって！　なのに、それなのにっ！　姫様と結婚する気がないだと!?　ふざけんなっ！　姫様が、どんなお気持ちで……」

「カティ！」

　トルネイドの強い声で、カラミティが言葉を吞のみ込んだ。ひと呼吸もしないうちに表情から怒気を消し去り、何事もなかったかのような空気を身にまとう。

　そしてすぐに、冷たい微笑ほほえみと刃物のような目を光らせながら、理刀に顔を寄せてきた。

「わたしたちは、姫様のためならいつでも命を棄すてる覚悟をもっています。

　ですから、もしカスガリト様が、姫様を少しでも侮ぶ辱じよくするようなことをなされば、躊躇ためらうことなく、命を賭として誅ちゆうします。

　いずれあなた様は、わたしたちの主人となられるでしょう。ですが、だからといって遠慮はしません。

　わたしたちは、あくまでもビョルンストライド王国の第二王女、ササラ姫の専属メイドです。

　わたしたちの命は姫様のもの。

　おわかりですか？

　わたしたちは、姫様に幸せをつかんで頂くため、日々を命がけで生きているのです」

　理刀は、微かすかな寒気を覚えた。背筋を、冷たいなにかがすべり落ちていく。

「わたし、姫様のためなら、死ねる」

　トルネイドが、言葉をつけ加える。すかさず、

「ぁうぅ、ディファもぉ！」

　ディファも、理り刀とへ強い意志を込めた視線を投げつけてくる。

　そのときだった。

　ガシャ───ンという突然の破砕音に、理刀は首をすくめた。

　三人のメイドたちが、理刀を背にかばう位置に素早く移動する。

「ぎゃふん、ごろごろごろ～」

　窓の外から突入し、口から擬音を発しながら絨じゆう毯たんの上を転がったあと、ピッと両腕を横にひろげて動きをとめたのは、遊びに出ていたはずのシルティだった。

「ちゃくちせいこうぉ～」

「シルティ、お、おかえり」

「シルティシャープね、おにいちゃんがどこにいてもわかるんだよ。えらい？」

「ああ、うん、偉いよ」

　メイドたちを押し退けるようにして、理刀はシルティに歩み寄った。

　エヘヘ～、と甘えをたっぷり含んだ笑顔で、シルティが飛びついてくる。

　彼女の小さな体を抱きとめ、愛らしいピンクヘッドをなでながら訊きいた。

「スキュースさんがシルティのこと捜してたけど、会わなかった？　あ、あとキュートたちがどこにいるか知ってる？」

　メイドたちの視線を感じながらも、理刀はかまわずたずねた。

「スキュースしゃまにはあってないけどね、キュートしゃまといっしょのとこにいるよ」

「じゃあ、オレをそこに……」

　連れていってくれ、と言葉に出そうとするよりも先に、

「あのね、シルティシャープね、これもってきたの」

　シルティがひろげたのは、小さな手。

「！」

　そこにのっていたモノを見て、理刀は息を吞のんだ。




　メイドたちが、早々にシルティを部屋の外へ追い払ったあとも、理刀は混乱する頭をなかなか整理することができなかった。

『キュートしゃまがね、まどからポイってしたのがみえたからね、もってきたの』

　シルティがもってきたモノは、キュートにプレゼントしたはずのハート石だった。

　窓からポイって……、棄すてたってこと？　もう必要ないってこと？　ササラと結婚することになったから？

　とにかく、キュートに会ってちゃんと話せばわかるはずだ。その前に、この部屋を出ないと……。

　理り刀とはハート石をポケットに押し込んだあと、カラミティたちとむき合った。

「そこを通して下さい」

　カラミティは、理刀に対する遠慮を放ほうり投げたのだろう。先ほどからずっと、仇かたきにむけるような目をしている。

　トルネイドは、相変わらず感情の波が読み取れない目で理刀を見つめている。

　ディファが、「ここは通さないぞ！」といった表情をわずかもゆるめず、平たい胸の前でか細い腕を組んでいる。

「オレ、キュートに会わなきゃ……」

「カスガリト様とフォンターナ公こう爵しやく家けの末姫、キュートお嬢様のことは、失礼ながら事前に調べさせて頂きました」

　カラミティが、理刀の言葉を素っ気なく押し戻すように口を開いた。

「調べたって……」

「あなた様とフォンターナの末姫が同じ建物内に住み、寝起きする部屋も薄壁一枚を隔てた隣同士であるとの情報を得ています。おふたりの間柄は推おして知るべしですが、現状ではさしたる問題ではありません。あなた様はもう、姫様とのご結婚が決まっているのですから」

「そんなの、一方的じゃ……」

「恨むなら、わたしたちを恨んで下さい。もし、姫様にそのような感情をわずかでもむけるようなことをなされば、わたしが許しません」

「許さない」

「あうぅ～、ゆぅ、許さないぃ」

　すかさず、トルネイドとディファも明確な意志を示す。

　三人が三人とも、心からササラのことを大切に思っているのだろう。思っているからこそ、タチが悪いのだが……。

　部屋を出るからには、それなりの覚悟が必要なはず。

　どうすれば……。


　　　◆◆◆



　はぁと石を投げ棄すてた窓から、キュートは空を眺めていた。

　陽ひが沈むまで、あと二時間もないだろう。昼の光とともに、沈ちん鬱うつな気持ちも消えてくれたらいいのに。悲しみや寂さびしさも、地平の彼方かなたへ飛んでいってしまえばいいのに。

　そんなことを考えながら、ぼんやりと美しすぎる空を見上げている。

　光は消える。必ず。

　確かに、人間界への留学は光に満ちていた。

　最初は不安で、いろんな衝突もあったけど、明るい気持ちでいられたことのほうが多かったように思う。

　明るさの何割が、彼のお陰だったろう。

「……………り、と」

　未練がましい自分。情けない自分。愚おろかしい自分。そんな自分に腹を立てる気力さえ、いまは湧わいてこない。

　理り刀とのこと、忘れなきゃ。

　気持ち、切り替えなきゃ。

　明るい顔で、笑わなきゃ。

　無理。いまは無理。とても無理。

　それでも……、ときが経たてばきっと、彼のことを忘れることができるはず。気持ちを切り替えることができるはず。明るく笑えるようになるはず。

　視界いっぱいにひろがった空が、わずかににじんだ。

　泣かない。意地でも泣かない。泣けば、心が壊れるから。泣けば、もうとまらないから。

　それでも、体が震えて、震えて、震えて、どうしようもなくなってくる。

　キュートは歯を食いしばった。鼻の奥がツーンと痺しびれてくる。

　泣かない！

「わたくしは、スイートですわ」

　なんの予告もなく、絨じゆう毯たんに両足を投げ出していたスイートがつぶやいた。

「きゅ？　な、なに当たり前のこと……」

　スイートと顔を見合わせ、キュートは眉まゆ根ねを寄せた。しゃべっていれば涙を抑えられるかも、という姑こ息そくな思いが、体のどこかにチクリと刺さるのを感じる。

　黒くろ媛ひめたちが、スイートへ言葉の意味を探るような目をむけている。

「わたくしがわたくしであることが自明であるように、キュート、あなたは説明するまでもなくキュートですわ」

「あ、あんた、いったいなにを……」

「わたくしは、フォンターナである前に、スイートでありたいと思います。わたくし、理刀を捜しにいきますわ。そして直接……」

「真意を訊きくんだな？」

　目を輝かせた黒媛が、体をのり出してきた。

「ぐずぐずしているのは、性に合いませんわ」

　周囲を気にするように、スイートがそっと声をもらした。その瞳ひとみは、決意した者のみがもつ確かな光を宿している。

「のった！」

　黒媛が、すぐに立ち上がった。

「あたしも！」

　続けて、百もも香かも。

「り、理り刀とくん、ど、どこにいるんだろ？」

　巴ともえも、絨じゆう毯たんから腰を上げる。

　満足げにうなずいたあと、スイートも立ち上がった。

　みんなの視線が、キュートへ集まってくる。

「きゅ、あ、あたしは……」

　自分は、はぁと石を投げ棄すてた。

　恐こわかったから。逃げたかったから。心が潰つぶれそうになったから。理刀につながるモノを本能的に放棄したのだ。

　自分は、オチコボレだから。なにをやってもダメだから。だから、なによりもまず逃げることを選択してしまった。それらしい理由をつけて逃げ出せば、とりあえず目先の苦しみから距離をとることができるから……、でも……。

　キュート・フォンターナ、あなたは逃げてばかりで、本当にいいの？

「望んだ結果は得られないかもしれないが……いま理刀に会っておかないと、後悔しそうだからな」

　黒くろ媛ひめが、いつもの余裕に満ちた笑みを取り戻している。

「行動あるのみですっ！」

　百香が、元気に右みぎ拳こぶしを振りあげた。

「塔って、スキュースさんが、い、言ってたけど、理刀くんは、高い場所にいるのかしら？」

　巴も、理刀に会う気満々の様子だ。

「キュート・フォンターナ。あなたはどうなさいますか？」

　肩にかかった三つ編みを背に払ったスイートが、強い笑みをひろげた。フォンターナ家の六六六女に相応ふさわしい、前むきな笑みだ。

　キュートは、鳩尾みぞおちの奥に体中の気合いを搔かき集めた。

　陽ひは、まだ沈んでいない。

　光は、まだ消えていない。

　夜は、まだやってこない。

　いま、ここに、仲間たちがいる。

　後悔は……、したくない。

「もちろん、あたしもいくわっ！」

　決めたら、あとは動くだけ。

　キュートは、チラッとスキュースの様子を窺うかがったが、彼女はこちらの動きを気にすることなく、ソファに座ったまま本を読み続けている。

　まずは貴賓室を出よう、とキュートは扉へ駆け寄り、押した。が、開かない。

　鍵かぎをかけられている？　いや、これは……。

「魔法でロックされてますわね」

　扉に右手を添えたスイートが、眉まゆ根ねに深いシワを刻んだ。

「複雑な術式ですから……わたくしの力では、解かい錠じように五時間ほどかかりますわ」

　悔しそうに、彼女がもらす。

　施せ錠じよう術式をかけたのは、メイドのだれかだろうか？　キュートたちを閉じ込めるつもりで……。

　この場の全員が、ソファに座ったまま読書に耽ふけっているスキュースへ顔をむけた。彼女なら、瞬まばたき程度の労力で解錠できるはずだ。

　さて、読書を愉たのしんでいる｛魔界の至宝｝へ、だれが頼み事をするのか……。

「わたくし、以前、本を読んでいたスキュースお姉様の邪魔をした男性が、氷の彫像にされた話を聞いたことがありますわ」

　スイートが、微かすかに震える声で言った。

　キュートは、そんな彼女と顔を見合わせ、訊きいてみた。

「あ、あんた、コッポラ氷原の話、知ってるでしょ？」

「もちろんですわ。スキュースお姉様が好んで読書をなさっていたという、緑豊かな草原だったところでしょう？」

「草原だった？」黒くろ媛ひめが、不安そうに目を細めた。

「氷原って、氷の原っぱってことですよね？」百もも香かも不安そうな顔だ。

　巴ともえは無言で、瞳ひとみに涙を溜ため、ふるふると首を振っている。

　キュートは、彼女たちだけに聞こえるよう声をひそめ、

「リイザお姉様に聞いた話なんだけどね、

　スキュースお姉様が、いつものように草原で読書をしてるところに、地元の若い連中がやってきて、からんだらしいの。

　田舎だから、｛魔界の至宝｝の顔が知られてなかったのね。

　あとはもう、想像通りよ」

　そう説明した。

　あ～、なるほど。と黒媛たちが大きくうなずいた。若い連中がスキュースの機嫌を損ねて、超爆伝説をつくるお手伝いをした、という流れはだれにでも想像できるだろう。

「この話には、続きがありますの」

　スイートが、話を継いだ。

　黒媛たちが、なになに？　と顔を近づけてくる。

「スキュースお姉様が、読んでいた本に空前絶後の呪じゆ系けい術式を編み込み、その場に放置してきたそうです」

「空前絶後の、呪じゆ系けい、術式？」

　怖こわ々ごわとつぶやいた黒くろ媛ひめに、スイートがゆっくりとうなずきを返す。

「だれかがその本を読み終えるまで、コッポラ氷原の氷は永遠に溶けないそうです。ですが、その本を読むためには、気が遠くなりそうなほど高レベルの氷ひよう結けつ術式と闘いながら、かじかむ手でページをめくり続けなければならず、最初の数ページを読んだだけで多くの挑戦者たちが氷漬けになったとか……あくまでも伝聞ですが」

「それは、なんというか、恐こわすぎだし、なによりも寒そうだな」

　黒媛の言葉に、巴ともえと百もも香かがうんうんとうなずいている。

　キュートは、女の子たちそれぞれの顔を見回した。

　みんな、読書中のスキュースに話しかけるという行為の危険性と無謀さを、ある程度わかってくれたようだ。

　それでもすぐに、百香が決意の表情を浮かべた。

「あたし、前に本を読んでたスキュースさんに話しかけたことがあるんです。だから、この扉を開けてくれるよう、頼んでみます！」

「ま、待て百香。そんなことがあったのか？　でも、今回も無事にすむという保証はないだろう」

　黒媛が、すかさず妹の肩をつかんだ。

「黒くろ姉ねえ様さま、とめないで。だれかがスキュースさんに頼まなきゃ、あたしたちこの部屋から出られないんだよ？　もたもたしてたら、時間がなくなっちゃう」

「だ、だったらわたしがいく。百香はここで待っててくれ」

「きゅ、百香ちゃんや黒媛を危ない目に遭あわせるわけにはいかないわ。ここはあたしが」

「いいえ、わたくしが」

「わ、わたしも、が、がんばってみる」

　女の子たちが顔を寄せ合い、

「「「「「それじゃあ、みんなで……」」」」」

　うなずき合ったそのときだった。

　キィ、と拍子抜けするほど簡単に扉が押し開けられた。

「あのね、シルティシャープもね、キュートしゃまたちとあそんでいい？」

　入ってきたのは、シルティシャープだった。

　さすがは始し祖そ竜りゆう。どんな魔法でも瞬またたく間に消し去ってくれる。

「シィちゃん、ナイスタイミングよ！」





四章　強行突破な少女たち







「おにいちゃんはね、あっちにいるよ。シルティシャープね、おにいちゃんがどこにいてもわかるんだよ。すごい？」

「シィちゃんすごいっ！」

　百もも香かが、シルティシャープの肩をポンポン叩たたいている。

　エヘヘ～と嬉うれしそうに笑うシルティシャープの案内で、キュートたちはネガティビズム内の入り組んだ通路を足早に進んだ。案内がなければ、確実に迷ってしまうだろう。

　シルティシャープがいてくれて、本当に助かった。

　キュートは、感謝を胸に足を速めた。

　仲間たちに助けられ、運よくシルティシャープの助力も得て、こうして理り刀とのもとへむかっている。

　彼に会って真実を聞きたい。

　本当に、ササラ姫との結婚を決意したのか否いなか。

「ん～とね、たぶんこっち」

「シルティシャープ、この通路で本当に大丈夫なのですか？」

　スイートが、シルティシャープの顔を覗のぞき込む。

「あのね、シルティシャープね、おにいちゃんにあいたいからね、こっちにいくの。ひらひらのふくきたおねえちゃんたちにね、かえれっていわれたけどね、スイートしゃまとキュートしゃまがいればね、おにいちゃんにあえるからね、こっちにいくの」

「……………仰おつしやっていることは、概おおむね理解できます。それでは、進む道はあなたの竜的な勘におまかせしますが、ひらひらの服とは、メイド服のことですか？」

「ひらひらしたふくのおねえちゃんがね、これだけぇ」

　シルティシャープが、指を三本立てた。つまり、メイドが三人いるということだ。

　キュートは確信した。

「カラミティたちね」

「彼女たちの言動は、最初から怪しいと思っていたが……」黒くろ媛ひめの声が、微かすかに震えている。どうやら怒っているらしい。

「扉に鍵かぎがかかっていたのも、もしかしたら……」百香も、プンプン！　といった表情である。

「わ、わたしたちを、あの部屋に閉じ込めておきたかったみたいね」不安げな顔で、巴ともえが肩越しに歩いてきた通路を振り返った。

「とにかく、理刀に会えばいろいろわかると思うわ」

「こっち」

　キュートは、シルティシャープに続いて十字路を右に曲がった。が、すぐに足をとめた。

　通路の先に、カラミティが立っていたからだ。

「申し訳ありませんが、お戻り頂けますか？」

　静かな、しかし強い意志を秘めた口く調ちようで、そう言ってきた。

「あの施せ錠じよう術式はなに？」

　キュートはこたえず、代わりに質問をぶつけた。部屋に戻るつもりはない。

「お戻り下さい」

　カラミティも、こたえるつもりがないようだ。

　スイートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、キュートを支えるように身を寄せてくる。シルティシャープだけが、ぽやんとした顔でカラミティを見つめている。

「あたしたち、理り刀とのところへいきたいの」

　キュートは、飴あめ色いろの髪をもつメイドを見み据すえながら、再び歩き出した。が、

「ここは、お通しできません」

　右手を突き出したカラミティが、ひろい通路いっぱいに透明な膜を張った。

　障しよう壁へきである。これでは先へ進めない。

「きゅ、ちょ、ちょっと」

「これね、こうすればいいんだよ」

　シルティシャープが、人差し指で障壁をつんと突いた。

　途端、キュートたちのゆくてを遮さえぎる壁は、跡形もなく消滅してしまった。

「シィちゃん、すごぉい！」

　称賛の声をあげた百香に、シルティシャープが、エヘヘ～と嬉うれしそうな笑みをむけた。直後、笑顔のまま、通路の床に倒れ込んでしまった。パタッ。

「シィちゃん！」

　百香の悲鳴が、通路に反響した。

　倒れたシルティシャープのそばに立つのは、触れれば指を嚙かみ切られてしまいそうな目をしたカラミティだった。

　彼女が、シィちゃんを気絶させた？

「速すみやかにお戻り下さい。できることなら、お客様にこれ以上の暴力を振るいたくはありませんので」

「あ、あんたなんかに……」

「キュート、お待ちなさい。そのメイド、かなりの使い手ですわ。毒どく舌ぜつ丸まるほどではなくとも、わたくしたちがどうにかできる相手ではありません。黒媛も美み々み津つさんも、下へ手たな動きはしないほうが身のためですわ」

　冷静なスイートの言葉に、カラミティの双そう眸ぼうがわずかに歪ゆがんだ。

「聞き捨てなりませんね。毒どく舌ぜつ丸まる……フォンターナの｛疾風｝より、わたしが格下だと？　闘う前に決めつけられるのは、あまりいい気分ではありません」

「ふん、あんたなんか、うちの毒舌丸の足もとにも及ばないに決まってるわっ！　とにかく、ここを通してもらうからね！」

　キュートは、カラミティを無視して歩き出そうとした。が、

「通さねぇって言ってんだろがっ！」

「きゅ!?」

　カラミティの怒声に、キュートは跳び上がった。ついさっきまで丁寧な口く調ちようだったのに……。ギャップがありすぎて、驚きも大きい。突然すぎるし。

　気づいたときにはもう、正面にカラミティが立っていた。右みぎ拳こぶしを振りあげ、これでもかと鋭気を込めた目でキュートを見下ろしている。

　殴られる!?

　キュートは、身を縮めることしかできない。

　が、拳を打ち下ろされることはなかった。

「キュートお嬢様、先へお進み下さい。スイートお嬢様も、他ほかのみなさんも、お早く」

　毒舌丸の声。毒舌丸の顔。メガネの奥で光る、毒舌丸の鋭利な瞳ひとみ。清潔感漂ただよう、漆しつ黒こくのスーツ。

　突如現れた毒舌丸が、カラミティの右手首をつかみ、キュートに放たれるのを防いでくれたのだ。

「毒舌丸っ！」

「キュートお嬢様、ここはわたしが。シルティシャープさんのこともお任せ下さい」

「へぇ、｛疾風｝のご登場ってわけね。でもいいのかな？　あんたの身分でわたしに手を出すってことは、王家への反逆ととられるかもよ？」

　カラミティが、楽しげに目を細めた。が、そこに分厚く塗り込められた怒りは、わずかも薄まってはいない。

　毒舌丸が、彼女の右手首をつかんだまま、冷たく言い放つ。

「確かに、フォンターナ家は王家に忠誠を誓っています。しかしわたしは、フォンターナ家そのものに忠誠を誓っている身です」

「いいねそういう考え方。嫌いじゃないよ」

　カラミティが、力強い笑みをひろげた。

「ど、毒舌丸」

「大丈夫です。キュートお嬢様、お早く」

　言いながらも、毒舌丸はカラミティから目をそらさない。彼女たちの闘いは、すでに始まっているらしい。

「キュート、もたもたしている暇はありませんわよ！」

　駆け出したスイートにつられ、黒くろ媛ひめたちも走り出す。

　キュートは、毒どく舌ぜつ丸まるへ、カラミティへ、そして床に伸びたまま動かないシルティシャープへ視線をむけたあと、

「毒舌丸、無茶はダメよ」

　彼女の脇わきをすり抜け、スイートたちのあとを追った。


　　　◆◆◆



　ササラは迷っていた。

　カラミティにしつこく相談して、トルネイドの意見もたくさん聞いて、ディファにいっぱい応援してもらって、ようやく〝清めの儀〟に入ることができたのに。

　まだ迷っている。

〝浄化の砂時計〟は、もうすぐ落ちきるだろう。あと三〇分くらい？　本当にもうすぐ。

〝清めの儀〟が終了したら、すぐにでも〝誓いの儀〟が執とり行われるはず。

　自分と理り刀とが永遠をともにすることを、ビョルンストライドの紋章に誓うのだ。

　迷いが……、消えない。

「？」












　なんの予告もなく、壁際の空間が歪ゆがんだ。

　だれ？　カラミティ？　トルネイド？　ディファ？　それとも？

　ササラは、わずかに息を吞のんだ。

「カカ」

　跳躍とんできたのは、目に鮮あざやかな紅のスーツを身につけたカカだった。

　ササラは、大好きな母親に悪戯いたずらを見つかってしまった子どものように、魔法陣の中でわずかに身を縮めた。

「……………」

　無言なんて、カカらしくない。悲しそうな瞳ひとみなんて、カカらしくない。疲れたような表情なんて、カカらしくない。

　ササラは、魔法陣の中心に腰を下ろしたまま、カカを見上げた。

　彼女も、唇を閉ざしたままこちらを見下ろしてくる。

　互いに無言。

　なにか言って。カカ、怒鳴ってもいいから、なにか言って。いつもみたいに、遠慮なんてしなくていいから。

　ササラは求めた。

　なんと言ってもらいたいのか、自分でもよくわからない。認めてほしいのか、否定してほしいのか、それとも思いきり叱しかってほしいのか。

「わたしは……」

　沈黙に堪たえきれなくなり、ササラが口を開いたときだった。

　視線を落としたカカが、そのまま薄うす闇やみの中へ溶け込むように姿を消してしまった。

　なんの言葉も残すことなく。寂さびしそうに。あきらめたように。投げ出したように。漂ただよっているのは、紅の残り香だけ。

　ササラは、下唇を嚙かみしめた。

　カカはずっと、力になってくれた。様々な相談も、真しん摯しに聞いてくれた。いつも本音でぶつかってくれた。これまでずっと、いっしょに歩いてくれた。

「……カカ……わたしは……わたしは……」

　耐え難がたい喪失感と寂しさが、心にひろがっていく。大声で泣き叫びたい。

　それでもササラは、意識して唇を嚙む力を弱めていった。つらいときほど、全身の強こわ張ばりを解いていかなければならない。自らを騙だましてでも、無理をしてでも、緊張から心を遠ざけなければならない。

　細く長い息を吐き、苦しみを心の底へ沈めていく。ゆっくりと追いやっていく。

｛傀儡回しプレイヤー｝という異名をつけられ、忌いみ姫として生きてきた中で身につけてきた、自己防衛のための精神安定法だ。

　心を、他ほかのチャンネルへ切り替える。

　楽しいことを考えよう。

　だれかとともに歩めば、人生はきっと楽しいものになる。

　だれかのために生きれば、人生はきっと充実したものになる。

　だれかとともに歌い、だれかとともに笑い、だれかとともに泣けば、人生はきっと素晴らしいものになる。

　だれかと。

　親カ友カには、どうやら愛想を尽かされたようだから、だれか他に……。当然、愛している相手と歩むのがいちばんだ。

　そこでまた考える。

　自分は、理り刀とを愛してる？

　彼を前にすれば、この複雑な気持ちも晴れてくれるのだろうか？

　いまはただ、彼に会いたい。

　会って、抱きしめたい。強く、強く抱きしめたい。そして、抱きしめてもらいたい。

　──理刀。


　　　◆◆◆



　キュートは、仲間たちとともに通路を走り続けた。

　シルティシャープがいないのは痛いけど、だいたいの方向は間違っていないはずだ。それに、スキュースが言っていた「塔の最上階」というヒントもあるから、とにかく上階を目指せばいい。

　通路を進み、階段を見つけたら上り、また進んでいく。と、ひろい場所に出た。

　ひと目で、飛竜舎であることがわかる。多くの飛竜が、ずらりとつながれているから。強い獣の臭においも充満している。

「間違っても、理刀が飛竜といっしょにいるなんてことはありませんわね」

　肩をすくめたスイートが、きた道を引き返そうときびすを返したとき、

「おい、あっちに階段があるぞ」

　黒くろ媛ひめが、飛竜舎の奥を指差した。

　飛竜たちのせいでよく見えなかったため、キュートはえいっとばかりにその場でジャンプした。と、壁に貼はりつくような螺ら旋せん階段が見えた。天井を突き抜け、上へ続いているようだ。

「あれよ！」

「いきますわよ」

　キュートが着地すると同時に、スイートが再び駆け出した。

　キュートも、すぐさま床を蹴けって走り出す。

　黒くろ媛ひめたちも、遅れずについてくる。

〝清めの儀〟が終わる前に、一刻も早く理り刀とのもとへ。




　螺ら旋せん階段をのぼり、上階の通路に飛び出した。と、先の丁てい字じ路ろをたくさんのメイドたちがいったりきたりしている姿が見えた。

　このまま進めば、間違いなく見つかってしまう。

「どうする？」

　壁際に身をひそめながら、黒媛がたずねてくる。

「強行突破するにしても、少しばかり数が多すぎますわね。あの先がどうなっているのかもわかりませんし」

　スイートが、悔しそうに唇を嚙かんでいる。

「あの、荒っぽいかもしれないけど、し、死霊たちを突っ込ませて、混乱させてみる？」

　巴ともえが、彼女らしくない荒技を提案してきた。

　確かに、いまは時間がないから……。

「あ、その前に、ちょっと待ってて下さいね」

　百もも香かが、首からさげた水鏡をんしょんしょとシャツの下から取り出し、その鏡面を覗のぞき込んだ。そして、

「もし、あのドアから中へ入ったら？」

　未来を仮定する。

　あのドア？

　首を出してよく見ると、通路の途中にドアがあった。あの中へ入ってみる、という選択肢は果たして……。

　キュートは、水鏡を横から覗き込んでみた。が、なにも視みえない。百香はいったい、どんな映像を視ているのか？

「まずは、あそこへ入りましょう」

　シャツの中へ水鏡をしまいながら、百香がニパッと笑った。

「あの中に、なにかあるの？」

「入ってビックリです」

　キュートの質問にも、ニパッと笑みが返ってくる。

「よし、あまり時間がないはずだ。いこう！」

「ですわね！」

　黒媛とスイートが、素早く通路へ飛び出した。メイドたちがちょっとでも視線を動かせば、すぐにでも発見されてしまうだろう。

　続けて、百香が駆け出す。

「キュート、いきましょ」

　巴ともえに続いて、キュートも走り出す。

　メイドたちが、一〇メートルほど先を忙せわしなく行き交っている。

　どうか、見つかりませんように。

　通路の途中にあるドアを開け、スイートが、黒くろ媛ひめが、百もも香かが、次々と中へ滑り込んでいく。そして、キュートも……………。

「きゅっ！」

　足をからませ、思いきり転んでしまった。そのまま磨き抜かれた床の上をすべり、ドアの前を通過してしまう。

「キュートっ！」

　巴の声に慌あわてて顔を上げ、反射的に立ち上がったそのとき、ひとりのメイドと視線が衝突した。

「あなた、そんなところでなにをやってるの？」

　メイドが、訝いぶかしげに目を細めた。

　見つかった……。


　　　◆◆◆



　スイート・フォンターナは、通路へ飛び出そうとした巴を強引に引き戻し、そっとドアを閉めた。

「キュートが……」

「大丈夫です。あの子もフォンターナの娘ですから。転んだ失態は自らの力で償つぐないますわ。わたくしたちは、いまできることに全力を注そそぎましょう」

「………キュート」

　巴が、泣きそうな顔で閉じたドアにてのひらを押し当てた。

「運よく、わたくしたちがここへ入ったことには気づかれなかったようですわね」

　スイートは、部屋の中を見回した。

　ずらりと並べられているのは、メイド服である。

　なるほど。

　スイートは、百香と顔を見合わせた。

「変装、というわけですわね？」

「はい。メイドさんたちに紛れ込めば、春日かすがさんがいる部屋までスムーズにいけるんじゃないかって思ったんです。でも、キュートさんのことは、視みえなくて……」

　百香が、しゅんと肩を落とす。

「何事も完かん璧ぺきに、というわけにはいきませんわ。失敗しても、次に備そなえればいいのです」

「よし、ぐずぐずしてる暇はないから、急いで着替えよう」

　黒くろ媛ひめが、さっそくシャツを脱ぎ始めた。

　彼女が惜しげもなく、白いブラに包まれた大きな胸を見せてくれるから、思わず引き込まれそうになる。

　走竜レースの途中、彼女と力を合わせてエプスタインの従者を倒した。その直後の出来事を思い出し、スイートはわずかに肩をすくめた。

　助けたことをとても感謝され、黒媛から力まかせに抱きしめられたとき、確信した。

　大きすぎる胸の圧力は危険なのだ、と。

　自分には、到底マネのできないワザである。

　脱ぎっぷりのいい黒媛に続き、

「サ、サイズは、いろいろそろってるみたい。く、靴もちゃんとあるわ」

　巴ともえも、あたふたとシャツを脱いでいく。

　彼女が身につけたキャミソールに、下着のかたちが透けて見えている。スレンダーな肢体には、どんな下着をつけても映えるから羨うらやましい。その細い体も、鍛えられたものであることがよくわかる。

　その横では、ペンギンマークのスポーツブラを身につけた百もも香かが、さっそくメイド服の袖そでに腕を通している。

　スイートも、素早くシャツのボタン、続けてスカートのホックを外して下着姿になった。靴もさっさと脱ぎ捨て、手際よく自らのサイズに合ったメイド服を見つけ出し、テキパキと身につけていく。












　靴を履はき替え、互いの服装をチェックし、腰のリボンも確認し、準備完了。

　スイートは、キリリとしたメイド姿の黒くろ媛ひめ、恥ずかしそうに頰ほおを染めている巴ともえ、リボンが可愛かわいい百もも香か、と視線を交わしてゆき、最後に大きくうなずいた。

「それでは、いきましょう」


　　　◆◆◆



「あなた、そんなところでなにをやってるの？」

　メイドが、訝いぶかしげに目を細めた。

　キュートは、スカートの前を握りしめ、

「あ、あの、道に迷ってしまって……」

「〝清めの儀〟が終わるまで、もう時間がないのよ？　ちゃんと働いてちょうだいね。あなた新人でしょ？　こちらへいらっしゃい」

　メイドに手招きされ、キュートはちょこちょこと彼女に近づいていった。

　目の前のメイドはいま、キュートのことを新人メイドだと勘違いしている。それもそのはず、幻術でメイド服を着ているように偽いつわっているのだから。

　とっさのことだったが、なんとか成功したようだ。スイートたちがドアのむこうに隠れていることもバレなかった。

　無ぶ様ざまに転んだのは、自分の失態。ならば、自らの知恵と力だけで現状を打開する策を練らなければならない。

「ついてきて」

　キュートは、メイドの後ろについて歩きながら、周囲の様子を窺うかがった。

　廊下を、ゆき交うメイドたちは、いったい何人いるのだろうか。忙しそうだが、みんな瞳ひとみを輝かせていた。なんだかとても楽しそうに働いている。

　通路を進んでいくと、急に外へ出た。

　空は、すでに暗くなっている。西の地平が、少しばかり明るさを残しているだけだ。が、ロープにつるされた数多くのランプが煌こう々こうと辺りを照らしているから、動き回るメイドたちの瞳や唇の色までハッキリと見て取れる。

　ここはパーティ会場だろうか、白い布をかけられた長テーブルがいくつも設置されていた。その上に、まだ料理がよそわれていない食器類が、メイドたちの手によって次々とならべられていく。

「ここで、みんなの手伝いをして頂ちよう戴だいね。先輩たちの動きを見て、自分の仕事は自分で見つけなさい」

　早口で言い終わるなり、キュートをここまで連れてきたメイドは、足早にきた通路を戻っていった。

「こっちは、そんな暇ないのよね」

　キュートは注意深く幻影術式を四方に振りまきつつ、メイドたちに怪しまれないよう、この場を離れることにした。

　こっそり、こっそり、こっそりしているように見えないよう、こっそりと歩き続ける。

　しかしながら、通路へ逃げ込もうとした直前で声をかけられた。

「ちょっとあなた、これを運んで頂ちよう戴だい。儀式はもうすぐ終わるから、気を抜かないでね」

　通路から出てきた年配のメイドが、キュートに小さな箱を押しつけてきた。スプーンが山と入っている。

「急いでセッティングして頂戴。ほら、グズグズしない」

　くるりと回れ右をさせられ、ポンと背を押された。

「きゅっ、ちょ、ちょっとあたしは……」

　年配のメイドが、ぱんぱんと手を叩たたきながら、大きな声を出した。

「みんな、姫様が間もなく〝清めの儀〟を終えられるから、もう少しがんばって頂戴」

　きゃ～、とメイドたちから悲鳴にも似た歓声があがった。ササラ姫は、メイドたちにかなりの人気があるようだ。

　キュートは、渋しぶ々しぶながら押しつけられた箱を手に、そばの長テーブルに歩み寄った。

　もうダメ。〝清めの儀〟が終了するまで、理り刀とを捜し出すことはできなかった。時間は、残りわずか。どこにいるのかわからない理刀を見つけるなんて、もはや不可能。あとは、スイートたちに期待するしかない。

　キュートはスプーンを手に取り、テーブルの上に置いた。ひとつ、またひとつ、と単純作業を繰り返していく。

　自分は、なにをしているんだろう。おそらくいまやっているのは、〝清めの儀〟が終わったあとに行われる〝誓いの儀〟の準備だ。

　理刀とササラ姫が、永遠の誓いを交わす儀式の準備を手伝っているなんて……。

　それでもキュートは、スプーンを手に取り、一本ずつ置いていく。箱を放ほうり投げたい気持ちを抑えつつ。寂さびしさを堪こらえつつ。

　理刀は、いま、どこに？

　空に残った光は、残りわずか。

　キュートはふと、顔を上げた。

　パーティ会場のすぐそばに、五階建ての塔が……。塔……、塔!?

　もっていたスプーンを握りしめ、目を凝こらした。

　塔の最上階から、明かりがもれている。どうして窓ガラスが割れているのかわからないが、お陰でその部分だけが異様に目立っていた。

　目立っていたから、気づくことができた。

　室内の明かりを背に受け、窓際に立っているシルエットは………………………、理り刀と！


　　　◆◆◆



　理刀は、シルティが突っ込んできた窓から、沈みゆく陽ひの光を眺めた。

　地平にベッタリと貼はりつくようにひろがっていた光が、ゆっくりと溶けていく。

　昼が、もうすぐ終わる。そう考えると、ひどく寂さびしい気持ちになった。

　力なくネガティビズムの甲かん板ぱんに目を落とすと、そこだけ昼を切り取って保存しているかのように、明々と光を灯ともしていた。

　パーティ準備は滞とどこおりなく進んでいる、とトルネイドとディファが教えてくれた。

　パーティ。理刀とササラの結婚式。

　人間界のような披露宴ではなく、お互いを愛し続けることを誓う儀式だから、そんなに大きなものではないと言っていたのに……。

　どう見ても、〝大〟が五つほどつくパーティだ。

　理刀は、いまもなおドアの前にならんで立っているトルネイドとディファにむき直った。カラミティは、少し前に「術式が破られた」などと意味不明なことを言いながら姿を消している。

「あのぅ、ササラ姫は魔界の第二王女なんでしょ？」

「はい」

　長いまつげを伏せ、トルネイドがうなずいた。ほとんど口を開かない彼女は、なにかたずねても必要最低限の言葉しか返してこない。

　刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きにかまわず、理刀は質問を重ねた。

「だったら、飛行船の上とかじゃなくて、城の中とか、もっとひろいところでパァ～ッと盛大な式を挙げるんじゃないんですか？」

　トルネイドとディファが、顔を見合わせた。互いに無言。トルネイドは、首を傾かしげて長い金髪をさらりと流し、ディファはふわふわ栗くり色いろヘアをふるふると震わせ、首を振っている。

　彼女たちがなにを考えているのか、よくわからない。わからなくてもいいから、とにかく理刀は言葉を続けた。

「どうせ内輪でパーティやるんだったら、もっと気楽にやりませんか？　クラッカーとか鳴らしたりして」

「くらっかぁ？」

「あぅ、くあっか？」

　トルネイドが、ググッと首を傾けた。ディファのほうは、体ごと傾いている。クラッカーなんて初耳だ。それはいったいなんなのでしょう？　そんな表情と動きである。

「クラッカーって、知らないんですか？　とんがり帽子のようなかたちで、紐ひもを引っ張るとパ～ンって派手な音が鳴るんです。そのあと紙テープがパァッて飛び出して……安っぽいオモチャなんですが、これがあるのとないのとじゃ、パーティの盛り上がり方がけっこう違ってくるんですよ」

「ぱ～ん？」

　トルネイドが、きょとんとした顔をしている。対してディファが、

「ぅあ、は、派手に音がぁ……武器!?」

　両りよう眉まゆをぴょこ～んと跳ね上げたあと、ぅぅう～と表情を引きしめた。

「武器は、ダメ」

　トルネイドも、どこかむぅ～とした目を理り刀とにむけてくる。

　とんでもない勘違いだが、本当にクラッカーがほしいとは思っていない。

　狙ねらいは、時間稼ぎだから。

　なんとなく、キュートたちがきてくれそうな予感がしている。

　シルティがこの部屋の場所を知ってるから、案内してもらった彼女たちが、いまにもその扉をノックして「理刀、いるんでしょ？」と顔を見せてくれそうな、そんな気がしているのだ。

　キュートと会って、誤解を解きたい。

　彼女がハート石を棄すてたのだって、きっとなにかの間違いだ。不注意から落としたとも考えられる。……いろいろ無理があるけど、そう考えたい。

　キュートたちがやってくるまで、時間を稼がなきゃ。

「くらっかぁ、ダ～メ」

　トルネイドが、ゆ～るゆ～ると首を振った。

　ディファも、すぐさま口を開いた。

「あぅ、ネ、ネガティビズムは、『平和の象徴、あるいは安あん穏のんの証あかしでなければなりません』って、ひぃ、姫様がいつもぉ、仰おつしやってるんです。だから、パ～ンって大きな音のする武器なんて、つ、積んでません！」

　綿わた菓が子しヘアをふるふる震わせ、理刀をぅぅぅうう～とにらみつけてくる。

　べつに、クラッカーで平和を乱すつもりなんてないし、武器を手に入れてこの状況を覆くつがえそうなんて考えてもいない。

　理刀は、ハハハァ～と力のない笑みを浮かべながら、トルネイドとディファの視線を受けとめた。

〝清めの儀〟がもうすぐ終わる。続けてすぐに〝誓いの儀〟というものを始めるらしい。

　もしキュートたちより先にササラと会うようなことになれば、ハッキリと言わなければならないだろう。

　結婚する気はありません、と。

　そうしなければ、このまま……。


　　　◆◆◆



　割れた窓のそばに立っていた理り刀とを見つけ、キュートは思わず叫んだ。

「理刀ぉ─────っ！」

　スプーン山盛りの箱をテーブルに投げ置き、一本だけ手にしていたスプーンをぎゅっと握りしめる。

　大きく息を吸い込み、

「理刀ぉ──────────っ！」

　もう一度、思いきり彼の名を呼んだ。が、まるで気づいてもらえない。

　キュートはここでようやく、周りの目に気づいた。

　メイドたちが、何事？　といった表情でキュートに視線を投げかけている。

　あ……………、とキュートは、自分のマヌケさに顔をしかめた。理刀に気をとられ、術式組成に意識を配ることがおろそかになってしまった。

　いま、メイドたちの視界に映っている自分は、メイド服を着ていない。私服だから、とても目立つだろう。

　慌あわてて幻術を展開し、メイド服を着ているように視みせかけるが……、遅すぎたようだ。

「あの子、だれ？」「見ない顔ね？」「変じゃない？」「捕まえなきゃ」「姫様の儀式、そろそろ終わる頃ころよ」「テロリスト？」「ご結婚に反対する勢力があるって、聞いたけど……」「あんなに小さな子が、テロリスト？」「外見は関係ないわ」「捕まえてっ！」

　メイドたちの瞳ひとみが、次々と碧あおに染まっていく。

　キュートの幻術は、あくまでも相手の隙すきを突いて行うものであるため、身構えられるともうアウトだ。瞬時に術式を破壊されてしまう。

　メイドたちが、いっせいに群むらがってきた。

　理刀が、すぐそこにいる。

　ササラ姫と〝誓いの儀〟を行う前に、彼の口から真意を聞きたい！

　だから、ここで……。

「捕まるわけには、いかないのよっ！」

　キュートは、スプーンを握ったまま目の前の椅い子すを踏み台にして、勢いよくテーブルの上に跳びのった。そして、その上を走り出す。

　皿を蹴け散ちらし、フォークを踏み、スプーンを蹴け飛とばし、ダッシュダッシュダッシュ！

「早く捕まえなさいっ！」「セッティングがめちゃめちゃよ！」「逃げ道を塞ふさいでっ！」

　メイドたちの声が、四方から覆おおい被かぶさってくる。

　理刀、待ってて！

　キュートは、塔を目指して長いテーブルの上を突っ走った。テーブルの端には、数人のメイドたちが待ち構えている。

　もっているスプーンを投げつけるか、もしくはテーブルに置かれた燭しよく台だいを蹴けり飛ばし、幻術で巨大化させれば……、少しは驚かせることができるはずだ。

　その隙すきを突いて突破する！

　一瞬のうちに決断を下し、燭台を蹴り飛ばすため、走る勢いをわずかにゆるめた。そのとき……、

　ドンッ！

「っ!?」

　背に強い衝撃を受け、息が詰まり、体が宙に浮いた。

　魔法で攻撃された？　そう思ったときにはもう、テーブルから転げ落ちていた。

　床でしたたかに体を打ち、痛みで視界が歪ゆがんだ。それでも、

「きゅ─────っ！」

　キュートは両手両りよう脚あしに力を注そそぎ込み、すかさず立ち上がった。直後、めまいがして足もとがふらついた。体の芯しんからも、力が抜け落ちていく。

　それでも頭を振って、歯を食いしばった。

　時間がない！

　しかし、前も後ろもメイドたちで埋め尽くされている。もはや、逃げ道はない。

「さあ、大人おとなしくしなさい」「あなた、いったいだれなの？」「とにかく、こっちに……」

　メイドたちが、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　塔への入口は、すぐそこなのに……。

　理り刀とがいる場所は、すぐ近くなのに……。

　キュートは、最後の最後まで足あ搔がいてやろうと、もっていたスプーンを振りあげた。これを投げつけて、幻術で一〇〇倍に巨大化させてやる！

　そのとき、

「キュート、こっちだ！」

　黒くろ媛ひめの声が聞こえた。

　メイドたちの動きがとまっている。

　時間停止!?

　キュートは、背を突き飛ばされるようにして走った。

「数秒しか保もたない。急いでくれっ！」

　メイドたちの脇わきをすり抜けていくと、ようやく黒媛の姿が見えた。巴ともえもいる。スイートと百もも香かも。どういうわけか、みんなメイド服を着ている。キュートと同じように、メイドになって紛れ込んでいたらしい。

「助かったわ」

「すまん。もう限界だ……動かすぞ」

　額ひたいに汗を浮かべた黒くろ媛ひめが、それでも自信をたっぷりと含んだ笑みを浮かべた。

「あ、あっちにいたわ！」「逃げるわよ！」「捕まえるのよっ！」「待ちなさいっ！」

　背後から、メイドたちの声が追ってくる。時間が流れ出したのだ。

　キュートは、塔の上を指差した。

「理り刀とはこの上にいるわ。窓から見えたの」

「よし、みんなは先にいってくれ。ここはわたしが食いとめる」

　黒媛が、コンパクトを手に笑みをひろげた。

「わ、わたしも、手伝う。キュートたちは、早くいって」

　巴ともえが、黒媛の横に立った。

　スイートが、黒媛と巴へ軽く目を投げたあと、キュートの肩をポンと叩たたいた。

「もうほとんど時間がありません。いきますわよっ！」

「そ、そうね。黒媛、巴、無理はしないでね」

「キュートさん、奥の通路を右へ曲がって、その先の階段をのぼって下さい。春日かすがさんの背中が視みえました！」

　水鏡を手にした百もも香かが、走りながら通路の先を指差した。

「先にいきますわよっ！」

　スイートが、先の曲がり角まで一気に跳躍とんだ。

　彼女の空間移動術式は、知ってる場所か見えてる範囲内しか使えないという、まだまだ未熟なものである。それでも、数センチしか跳躍とべないキュートよりはずっとずっとマシだけど……。

　走るしかないキュートは、スプーンを握ったまま、スイートに負けじと懸命に足を動かした。

　百香が、ほぼ同じ速度でついてくる。

　彼女が言った、

『春日さんの背中が視えました』

　という言葉が、ちょっと引っかかるけど……。

　背中？


　　　◆◆◆



「狂きよう響きようたる剛翼つばさに孕はらみし病か風ぜを識しり、天光ひかりに追われ影底を這はい往ゆく同胞はらからよ。我、汝なんじらとともに詠うたわん。戦いのときはきた。いまこそ、我がために翼をひろげたもう！」

　巴が身につけたプラチナが、淡い輝きを放った。

　直後、風が巻き上がり、メイドたちのエプロンやスカートをバタバタとはためかせながら姿を現したのは、骨が露出した黒い翼をもつ死霊たちだった。その数、一五体。

　死霊たちを目にした黒くろ媛ひめが、どこか楽しそうな顔を巴ともえに寄せた。

「新バージョンか？」

「ちょっとコツをつかんだの」

「動きが速そうだな」

「初めて召喚よんだから、よくわからないけど。たぶん、すごくすばしっこいと思う」

　眉まゆを上げた黒媛に、巴が笑みをむける。

「わたしも負けてられない、なっ！」

　黒媛が、背後に跳躍とんできたメイドの動きを、肩越しに構えたコンパクトで縫いとめた。続けざまに相手の腕を取り、

「ハッ！」

　背負い投げた。

　もちろん、地面に叩たたきつけるなんてことはしない。メイドたちにむかって放ほうり投げただけである。それを死霊たちが受けとめ、ケガをしないよう、ひょいとテーブルの上にのせてやる。流れるような連携プレーだ。

「魔族の空間移動って、近くでやられるとなんだか肌がピリピリしないか？」

「どうかしら？」

「ふふ、わたしもコツをつかんだ、ということかな？」

　黒媛と巴が、ふたり笑い合い、すぐに周囲のメイドたちへ視線を投げた。

　メイドたちは、いくらでも塔の中へ跳躍とんでいけるはずなのに、それをしようとしない。もしかしたら、ササラへの気づかいなのか、儀式の最中だから魔法を使用することを遠慮しているのか、黒媛と巴にはわからない。

　でも、好都合。

　キュートたちが駆け込んでいった通路の入口を、可能な限り守り続けていればいい。

　ふたり、力を合わせて。

　翼をもった死霊たちが、黒媛と巴を守るため、扇型に立ち位置を固めている。

「いい機会だ。魔族相手にどれだけ粘れるか、やってみよう」

「そうね。胸を借りるつもりで」

　人間界では一流の【時の統治者タイムルーラー】と【死霊使いネクロマンサー】でも、魔界にあってはまだまだひよっこだ。

　それでも……。

　ひよっこには、ひよっこなりの意地がある！




　キュートは、一段飛ばしという荒技で階段を駆けのぼった。少し遅れて、百もも香かもついてくる。

　スイートの姿は、すでに見えない。彼女が理り刀とに会ってくれれば、目的は達成できるけど……。

　肩で息をつきながらも五階まで駆けあがり、通路に飛び込んだ。と、スイートの背が見えた。

　どうして、まだこんなところに？　理刀は？

「？」

　通路の先に、トルネイドとディファが立っていた。彼女たちの背には、両開きの大きな扉がひとつ。

　理刀が、あのむこうに……。

　追いついてきた百もも香かも、メイドたちに気づいたようだ。弾む息で言った。

「普通に頼んでも、通して、もらえないでしょうね」

「強行突破ですわね」

　スイートが前傾姿勢をとった。と、ほぼ同時に、静かに立っていたディファが、いきなり跳躍とんできた。

「あ、あうぅ、ひぃ、姫様の邪魔、しないで下さいぃ！」

　スイートに抱きつくように、タックルを仕掛けてくる。

「っ！　キュート、おゆきなさいっ！」

　ディファともみ合うようにして廊下を転がったスイートが、鋭く叫んだ。

　キュートは、声に突き飛ばされるようにして走り出した。

　残るは、扉の前に立つトルネイドただひとり。距離、およそ一〇メートル！

　百香も、キュートとならんで走っている。

　キュートは、握ったスプーンを振りあげた。

　幻影術式、全力展開！

　走りながら、思いっきりトルネイド目がけて投げつけた。通路いっぱいに巨大化させて。

　が、どういうわけか術式が組み上がらない。乾ききった砂がてのひらからこぼれるように、パラパラと崩れ落ちていく。

　あっさりとスプーンを払い除のけたトルネイドが、キュートにむかって右手を伸ばしてきた。が、

「百香っ、いきまぁぁぁすっ！」

　叫びながら、百香が跳んだ。

　トルネイドに頭からぶつかり、しかしあっさり受けとめられ、片手で抱きかかえられてしまう。

　それでも、百香がつくってくれた一瞬の隙すきを突いて、キュートは床すれすれまで身を屈かがめた。屈かがめながらも、走り続けた。

　理り刀とっ！

　ツインテールのひと房をつかまれ、後ろに引っ張られた。

　伸ばした腕は……………、扉に届かない。

「きゅ─────っ！」

　だから、品がないことは承知の上で足を出し、つま先で強引に扉を押し開けた。

　静かに開く扉。

　そこから見える部屋の中。

　キュートの目に飛び込んできた光景は……。

「きゅ!?」





五章　夜の訪れ







　それとなく目を交わし合ったトルネイドとディファが、無言のままふたりいっしょに部屋の外へ出ていったため、理刀は落ち着かない気持ちになった。

　逃げるか？　それともここにとどまるか？

　ドアは、完全に閉じられていない。引けば、簡単に開くだろう。だが、廊下へ出てもトルネイドたちに見つかったら意味がない。加えて、下へ手たにこの部屋から移動すれば、キュートたちといき違ってしまうかも。

　そんなことを考えていると、床が微かすかに振動するのを感じた。

　地震？　なわけはない。ここは巨大な飛行船の中なのだから。

　左手の壁が、ずりずりと横へスライドしている。隠し部屋か？　なんか凄すごいな。

　理刀は、薄暗い隠し部屋を覗のぞき込もうとして、「あ……」と軽い驚きに声をもらした。

　七色の光、いや、煌きらびやかな虹にじ色いろの髪をゆらしたササラが、部屋の中から歩み出てきたから……。

「ササラ、姫？」

「理刀」

　彼女のやさしげな瞳ひとみにはいま、危険水量ギリギリといった感じに涙が溜たまっている。

　どう対処すればいいのだろう。

　カラミティたちがこれを見たら、理り刀とが泣かしたと勘違いして激怒するかもしれない。

　七色の髪が、ゆっくりと理刀に近づいてくる。

　狂おしいまでに色っぽい瞳で見つめられ、理刀はなにを話せばいいのかまったくわからなくなった。

　だれかに会話のやり方を教えてもらいたい。勘違いされてもいいから、カラミティたちに戻ってきてほしい。なによりも、ササラに涙をふいてもらいたい。

　世界の支配者さえも虜とりこにできるであろう香りを前に、理刀は体の芯しんが痺しびれてくるような感覚に陥おちいった。

「理刀、清め、あるいは浄化は……終わり、あるいは完結しました」

　トスッ、と刃物で胸を突かれたかのような衝撃が走った。

　ササラが、ふわりと胸に飛び込んできたから……。

　理刀の左肩に唇を押しつけるようにして、きつく抱きついてくる。

　えっと、あの、ちょっと、ササラ姫？　こ、こんなところをカラミティたちに目撃されたら、な、なにをされるか……。ほら、扉が開いたらどうするんです？

　背後の扉が開き、いまにもメイドたちが入ってくるかも……。

　ふにゃん、とやわらかなササラの体を押し戻すこともできず、理刀は両腕を上げたり下げたり、とあたふたすることしかできない。

　ドキドキだ。胸も、ビックリするほど強く押しつけられているから、本当にドキドキがとまらない。

「理刀、わたしは……」

　ササラの吐と息いきが、さわさわと耳たぶをなで回す。

　もうそれだけで、ゾクゾクゾクゥ～ッと寒気にも似た快感が背筋を走り抜けていく。

　どうすればいいのだろう。

「ぁ、わ、わたしは……………っ！」

　不意に、ササラが息を吞のんだ。

　背後で、扉の開く気配が……。


　　　◆◆◆



　トルネイドに髪をつかまれてもなお、ドアを蹴けり押し、意地で部屋への道をつくったキュートは、

「………!?」

　吐き出そうとした息を丸まる吞のみにした。

　理刀とササラ姫が、抱き合っていたから。

　こちらに背をむけている理り刀と。

　彼に抱きついているササラ姫。

　理刀の左肩から目を覗のぞかせているササラ姫と、視線が重なった。

　無言で、彼女がこちらを見ている。瞳ひとみに涙を溜ためて。理刀と触れ合うことが、泣くほど嬉うれしいのだろうか。

　キュートは、血がにじみそうなほど唇を嚙かんだ。腕が震えるほど拳こぶしを握りしめた。

　彼の名を叫びたい。彼をササラ姫から奪い返したい。様々なしがらみを払い除のけ、彼の背に飛びつきたい。

　そう思った。それなのに、声を出せなかった。ササラ姫の瞳が、あまりにも深く、儚はかなげで、悲しみを秘めていて、美しかったから。

　もし自分が叫べば、彼女の心はいとも容易たやすく砕け散ってしまうだろう。そんなことは望んでいないし、フォンターナ家の娘としてやってはいけないことである。

　理刀は、扉が開いたことに気づいているのだろうか？　ここに自分が立っていることに気づかないから、ササラ姫に抱きつかれることを許しているのだろうか？

　キュートは唇を嚙んだまま、ササラ姫と見つめ合った。

　互いに動かない。

「……………」












　──勝てない。

　視線を交えて数秒後、そう思ってしまった。

　思ってしまったら、もうダメだった。

　一度でも敗北を認めてしまうと、あとはもう急な傾斜を転げ落ちるように弱気、逃避、妥協といった敗者に相応ふさわしい感情があふれ出してくる。

　痺しびれを伴ともなう敗北感が、じりじりと肌を焼く。心の温度が、どんどん下がっていく。

　キュートの髪から、トルネイドの手が離れたことがわかった。引っ張られる感覚がなくなったから。でも、足を前へ踏み出すことができなかった。

　相手は、ビョルンストライド王家の第二王女。

　自分は、フォンターナ公こう爵しやく家けの末娘。

　とんでもない身分差があるお陰で、逆に助かったのかもしれない。

　簡単にあきらめられるから。

　争おうなんて思わないから。

　しかたないと納得できるから。

　公爵家は、王家に絶対の、永久の、不変の忠誠を誓っているから、文句など口が裂けても言ってはいけない。

　カチカチ。

　どこかから、小さな音が聞こえてきた。

　カチカチ。

　この音は、どこから？

　カチカチ。

　キュートは、両手を自分の頰ほおに当てた。

　カチカチ。

　歯が打ち合っている音。

　情けない。

　つらい現実を前にして、震えているなんて。

　受け入れろ、キュート・フォンターナ。これが現実だ。

　トルネイドに肩を引かれた。

　扉が、音もなく閉まっていく。

　理り刀との姿が、扉のむこうへ消えてしまう。

　叫べ！　彼を呼び戻せ！　まだ間に合う！　身分なんて関係ない！　キュート・フォンターナ、あなたは彼のことを！　彼のことをっ！　……………っ！

　扉が閉じた。

　張り詰めていたものが、スゥ～ッと消えていく。なんだかいい気分だ。体も軽くなったような気がする。いい感じ。

「キュートさん、春日かすがさんは？」

　トルネイドに軽々と抱きかかえられていた百もも香かが、すぐにたずねてきた。

「ん？　なんか、ササラ姫と仲よくやってたみたいだから、お邪魔しちゃ悪いわ」

「え？　キュートさん？」

　百香に微笑ほほえみをむけたあと、トルネイドに視線だけを投げた。

「お騒がせして、ごめんなさいね」

「いえ」

　感情のない、どこかぼんやりとしたメイドが、すぐに百香を解放してくれた。そんな彼女たちに背をむけ、くるときは駆け抜けてきた廊下を、今度はゆっくりと戻った。

　途中でスイートが、ディファの頭を腕で抱かかえ込むようにして床に押さえ込んでいた。人間界のスポーツ、〝ぷろれす〟の闘技で、確かヘッドロックという絞め技だったと記憶している。

「あうぅ～、いぃ、痛いですぅ～」

　ディファが、スイートの腕を押して必死に頭を引き抜こうともがいている。

　スイートが、そんなディファの頭をギリギリとしめつけながら、顔を上げた。

「理り刀とは、あのお部屋にいらっしゃったのですか？」

「いたわよ」

「ササラ姫とのご結婚には、なんと？」

「ごめんなさい。話せなかったの。でも、訊きかなくても、わかったから……」

「キュート？」

　スイートが、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。キュートの様子に、なにか違和感を覚えたのかもしれない。

　ディファの頭を放し、立ち上がる。

「あぅ、頭のかたち、変わったかもぉ、で、でも、ひぃ、姫様をお守りするためぇぇ」

「ディ、もう終わり」

「トル？　あぅ？」

　トルネイドが、ディファの肩を抱き寄せた。

　百香とスイートが、「なにを見たの？」といった目をキュートへむけてくる。

　キュートはとにかく笑顔をつくり、胸の前でポンと手を合わせた。

「あ、ササラ姫に〝ご結婚おめでとうございます〟ってお伝えするの忘れちゃったわ。ま、それは〝誓いの儀式〟のときにでも……」

　自分でも、なにを言っているのかサッパリわからない。

　それでも、もう笑うしかなくて……。


　　　◆◆◆



　扉が開いた。

　その気配が背に伝わってきたとき、理り刀とは覚悟した。

　ササラはいま、泣いている。

　カラミティたちは、ササラをとんでもなく大切にしている。

　だから、ササラを泣かせるようなヤツには、断固として制裁を加えるはずだ。

　誤解なんです！

　そう叫ぶタイミングを計りながら、理刀は扉を開けた人物の第一声を待った。振り返るのが、ちょっと恐こわい。

「……………」

　ササラが身を縮めたのがわかった。

　扉を開けたのは、だれ？

「……………」

　ササラは、無言。

「……………」

　扉を開けた人物も、無言。

　理刀は、くぴっとツバを吞のみ込んだ。

　だれ？　後ろで、ジ───ッと自分の背を見つめている人物は……、だれ？

　しばらくして、スッと扉が閉じてしまった。風の流れでなんとなくそれがわかったから、理刀はおそるおそる肩越しに振り返ってみた。

　やっぱり閉じている。が、だれもいない。ササラが理刀にしがみついていたから、遠慮したのだろうか？

「いま、だれかきましたよね？」

　理刀は、それとなくササラから体を離しながら、そうたずねてみた。

「え、あ、はい。だ、だれか、あるいは何者かがきたようですね」

「そうですか？」

　こたえになっていないこたえだが、ササラも理刀に抱きついている現場を見られたのだから、気恥ずかしいのだろう。彼女には、第二王女という立場があるのだから。

　理刀は、頰ほおを真っ赤にしてうつむいているササラの横顔を、しつこくならない程度に観察した。

　七色の髪。慈愛に満ちた瞳ひとみ。まばゆいばかりの美び貌ぼうと美徳を併あわせもつ女性だから、眺めているだけで心地ここちよくなってくる。

　でも……、結婚はできない。

　確かに素敵すぎる女性だけど、嫌いというわけじゃないけど、求愛されているなんて信じられないけど、やっぱり、結婚できない。

　キュートの笑顔が、脳のう裏りに浮かんでくる。

　ササラが、チラッと理り刀とへ目をむけてきた。が、視線が合うとすぐにそらされてしまう。

　勢いで抱きついたまではいいが、こうして一度体を離してしまうと照れ臭くて、気まずくて、なにを話していいのかわからない、といった様子である。

　それは理刀も同じ。

　結婚できません、という意志を伝えなきゃいけないのに、なかなか言い出せない。

　ササラは、つらい現実に堪たえきれず、封ふう印いん樹じゆに入ってゆるやかで静かな死を選ぼうとした女性なのだ。

　ここで突き放せば……。

　それでも、言おう！　言わなきゃ！

　意を決し、口を開こうとしたそのとき、コンコンと扉がノックされ、返事も待たずに押し開けられた。

　入ってきたのは、トルネイドとディファである。

　結婚できません。

　言うタイミングが、なかなか見つからない。


　　　◆◆◆



　毒どく舌ぜつ丸まるとカラミティは、魔法が使えなくなったため、互いに〝清めの儀〟が終わったことを知った。

　これで、キュートたちが理刀のもとへたどり着いたか否いなかは別にして、ふたりが闘う理由はなくなったというわけだ。

　一進一退の攻防だった。

　互いに相手の術式組成を妨害し、動きを牽けん制せいし、体術を駆使し、肉と骨と精神力を削り合うような闘いだった。

　毒舌丸から距離をとったカラミティが、切れた唇をニィィィと笑みのかたちにした。

「あんた、いいね。強いじゃない」

「この辺で、終わりにしますか？」

　毒舌丸が、静かに息を吐いた。

「んん～、もっと遊びたいけど、姫様の儀式が終わったみたいだから、帰らなきゃ。きょうは引き分けってことで、ね」

「勝敗に興味はありません」

「くぅ～、あんたクールだね。いちおう訊きくだけ訊いとくけど、あんた、王家のメイドになる気はない？　その気があるんだったら、わたしが姫様に頼んであげるけど」

「わたしは、フォンターナ公こう爵しやく家けに忠誠を誓った身です」

「あはは、そう言うと思った。あんた、本当にクールだね。気に入ったよ。じゃあ、続きはまた今度、ということで……」

　カラミティがスカートを翻ひるがえしたそのとき、毒どく舌ぜつ丸まるが「あの……」と彼女の足をとめた。

「なに？　気が変わった？　王家に……」

「いえ、ササラ姫のところへお戻りになるなら、これを差し上げます」

　毒舌丸が、スーツの内側から、親指大の小こ瓶びんを取り出した。血色の液体が入っている。

　カラミティが、「？」と再び毒舌丸にむき直った。

「闘いの最中、あなたに遅ち効こう性せいの毒を打ち込みました。おそらく、あと二分ほどで動けなくなるはずです。致ち死し性せいはありませんが、毒が回りきると回復に丸一日かかりますから、いまのうちにこの解げ毒どく剤ざいをどうぞ」

「は？」

「首の左側に、ゆっくりと触れてみて下さい」

　毒舌丸に言われ、カラミティが自らの首、その左側をなでた。そして、顔をしかめる。

　彼女の首に刺さっていたのは、髪の毛ほどの細い針だった。

「冗談でしょ？」

「これを服のめば、なんの問題もありません」

　毒舌丸が、解毒剤の小瓶をカラミティに放ほうった。

　それを片手でキャッチし、

「これが解毒剤だって保証は？　あんたの噓うそで、ただの超強力な下剤かもしれないでしょ？　猛毒だったら、シャレにもなんないしね」

　カラミティがニィッと笑いながら、首に刺さった針を抜き、ピッと通路に投げ捨てた。

　彼女が毒舌丸をわずかも疑っていないことが、その表情からありありと伝わってくる。

「服むかどうかは、ご自由に」

「あんた、意外とやらしい闘い方するんだね」

「……………失礼します」

　毒舌丸が、倒れていたシルティを抱き上げ、カラミティに背をむけた。

「ちぇっ、二分後には、わたしが負けてたってわけ？　なにそれ、あんた、ちょっとクールすぎない？」

　毒舌丸が、振りむくことなく通路を去っていく。


　　　◆◆◆



　貴賓室に戻ったキュートは、壁際のソファに体を沈め、ぼんやりと理り刀とのことを考えた。

　みんなも、部屋の隅すみに寄り集まっている。

　スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも、みんな無言だ。だれも口を開かない。重々しい空気のせいで、唇が溶け合わさってしまったかのようである。

　みんなでさんざんパーティ会場を荒らしたのに、フォンターナの名前を出したら、「お部屋でお遊び下さい」とメイド長に軽くたしなめられただけですんだ。

　キュートは、静かに、長く、もやもやを吹き払うように、息を吐き出した。

　涙は、まるで出てこない。

　理り刀とのことを考えても、なぜか悲しくないのだ。胸の辺りがスースーするけど、痛くもかゆくもないし。

　よくよく考えると、自分と理刀は恋人同士でもなんでもなく、ただの友だちだ。友だちが結婚するのだから、お祝いしてあげるのが筋である。

　よぉ～く考えると、人間界への留学で知り合った理刀は、キュートと仲のいい友だちだ。仲のいい友だちが魔界の第二王女と結婚するのだから、王家とフォンターナ公こう爵しやく家けのつながりはよりいっそう強いものになるだろう。

　これは、素晴らしいこと。

　理刀はもうすぐ、確実に自分よりも上位の存在となる。

　これは、喜ばしいこと。

　そんな彼からもらったはぁと石を棄すてたのは、少し考えなしだったかも。なんといっても、第二王女の旦だん那な様から頂いた品なのだから。

「……………」

　スイートが、先ほどからずっとこちらを見ているけど、いまはケンカをする気分じゃないから無視している。彼女がなにを言いたいのか、だいたい予想もできるし。

　扉のむこうになにがあったのか、それを聞きたいのだ。わかってるけど、教えてあげない。プライバシーの問題だから、見なかったことにするつもりだ。

　スイートが、ジッと見ている。

　イライラするけど、無視。

　ジ─────ッ。

　無視。

　ジ─────ッ。

「なによ!?」

　とうとう我慢できなくなり、スイートをにらみつけた。と、

「ただ、眺めていただけですわ。逃げ癖ぐせをもった妹を、ただ、ぼんやりと眺めていただけ、ですわ」

　怒りも侮ぶ蔑べつもなく、ありのままの事実を突きつけられた。

　──逃げ癖。

　オチコボレだから、なによりもまず、逃げることを考える。

　自信がないから、なによりもまず、自分が傷つかない方法を考える。

　逃げる理由ばかりを考える。

「あ、あたしは……」

　なにも言い返せなかった。

　せっかく堰せきとめていたのに。

　せっかく抑え込んでいたのに。

　せっかく気づかないフリをしていたのに。

　ダメだ。自分は、やっぱり逃げ癖ぐせのある弱虫で……。

　黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、そしてスイートが、みんなの視線が集まってくる。なのに、強がりも言えず、笑みも浮かべることさえできないなんて……。

　スキュースだけが、部屋の中央に位置するソファで、いまなお静かに本を読んでいる。

　キュートは、震える唇を嚙かみしめた。

　大好きなのに。

　理り刀とのことが大好きなのに。

　これまで、その気持ちを伝えることができなかった。だからいま、ツケを払っている。

　気持ちは、秘めているだけでは伝わらない。態度でわかってほしいなんて、虫のよすぎる考えだ。大切な想おもいは、ちゃんと言葉にしないと相手に届かない。

　伝えるべきだった。

　伝えたかった。

　でも、もう遅い。

　大好き。理刀のことが大好き。

　でも、情けない自分が嫌。醜みにくい自分も嫌。逃げ癖のある自分も嫌。ちょっと状況が厳しくなると、すぐに戦意喪失してしまう自分なんて大嫌い。

　だから……、なんにでもひたむきな理刀を好きになる資格は、たぶん、ない。

　資格なんてないくせに……、それでも理刀が好き。

「あたしは、逃げてなんか……」

　逃げてる。自分でもわかってるくせに、ここに至ってもなお、取り繕つくろおうとしている。

　認めてしまったら、自分が無価値な存在になってしまいそうな気がするから……。

　スイートが、手もとに視線を落とした。彼女の両手はいま、きつく握りしめられている。

「すみません。言いすぎましたわ。わたくしとしたことが、気持ちを整理できていなかったようです」

　黒媛たちが、弱々しい視線をつなぎ合っている。

　キュートは、叫びたい気持ちを懸命に抑え込んだ。

　なにを絶さ叫けべばいいのだろう。

　なにを解き放てばいいのだろう。

　なにを爆発させればいいのだろう。

　悲しくて、とても悲しくて、世界の色い彩ろが消えてしまいそうなほど悲しくて。

　それなのに、泣けなくて。

　パタン。

　不意に、スキュースが読んでいた本を閉じた。そして、深い空色の瞳ひとみだけをキュートへむけてくる。

「フォンターナの歴史上、王家に面とむかって逆らった者はいないわ。だれひとり、ね」

　予告もなく放たれた言葉は、鉄鎖だった。

　頑丈な、決して断ち切ることのできない鎖が、一瞬にしてキュートの全身に巻きついた。もう、逃のがれることはできない。

　自分は、フォンターナ公こう爵しやく家けの末娘。

　王家には、絶対の忠誠を誓う者。

　理り刀ととは、もう二度と、もとの関係には戻れない。これは確定したこと。

　抗あらがいがたい現実から逃にげるように、キュートは目を閉じた。眼球の奥が熱い。

　泣かない。

　闇やみが、まとわりついてくる。

　絶対に泣かない。

　どんなに逃げても、逃げた先でまた重苦しい闇が待っている。

　目を開けても、つらい現実が覆おおい被かぶさってくる。

　どうにもできない現状に、キュートはただただ引きつったような微笑ほほえみを浮かべることしかできなくて……。

　泣くことさえできなくて……。


　　　◆◆◆



〝清めの儀〟は、ササラひとりで。

〝誓いの儀〟は、理刀とササラふたりで。

　カラミティたちにそう言われ、理刀はタキシードのような白いスーツを着せられた。

　そしていま、カラミティ、トルネイド、ディファに囲まれるようにして、ネガティビズムの甲かん板ぱんに立っている。

　ササラはいま、この場にいない。仕し度たくに時間がかかっているらしい。

　彼女を迎えるため、天を埋め尽くすような星々の下、パーティ準備がしっかりと整えられている。

　儀式が終わり次第、素早く料理を運び込もうと待っているのだろう、各テーブルの横にはメイドたちがずらりとならんでいる。

　飛行船の上にいるのに、ほとんど風を感じない。もしかしたら、ササラがだれかの魔力を使って風を防いでいるのかもしれない。それとも、ネガティビズムに風を操作する魔導具でも積んでいるのだろうか。

　どちらにせよ、儀式もパーティも準備は万端というわけだ。

　パーティ会場から三段ほど高くなった壇上から、キュートを捜した。

　ハート石だけは、いまもポケットの中に押し込んでいるけど……。彼女は、なにを思って石を棄すてたのだろうか？

　キュート。

　理り刀とは、胸の内でつぶやいた。

　銀のツインテール。透明な肌。大きな空色の瞳ひとみ。そんな彼女が笑うと、銀髪の輝きが数一〇倍にも跳ね上がったかのように周囲を明るくしてくれるから、いつも心が軽くなる。

「………キュート」

　だれにも聞こえないよう、声を空気に溶け込ませながら彼女の名を口にした。

　こたえは、もちろん返ってこない。

　顔を動かすと、少し離れた場所にハンサムの姿が見えた。スキュースもいる。彼女の腰に寄り添うようにしてシルティも。カカやリイザも。毒どく舌ぜつ丸まるのスーツも目立っている。

　いっしょにスイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かたちの姿も見えた。

　なのに、キュートだけがどこにもいない。

　愛想を尽かされたのだろうか？　ササラとの結婚をきちんと断らないから……、だから、石を棄てられたのかも。

　断ろうと思っていた。

　でも……、結局できなくて……。

　重い気持ちのまま、しつこくキュートの姿を捜した。

　いない。どこにもいない。

　メイドたちに紛れ込んでいるのでは？　テーブルの陰や、もしかしたら下とか？　観葉植物の後ろに隠れているとか？　だが、どこにも銀のツインテールは見当たらない。

　ハート石は棄てられた。

　つまり、こういう意味だった？

　なんだか、気持ちが重くなっていく。

　カラミティ、トルネイド、ディファの三人が、心なしかソワソワし始めた。そろそろ、ササラが現れる時間なのかもしれない。

　ハンサムが、ひと際高い建物へ顔をむけた。スキュース、カカ、リイザの三人も、父親と同じ方向へ目を動かしている。スイートたちも。シルティだけが、ぽか～んといった表情でまったく別の方向、夜空を見上げている。

　理刀も視線を動かした。

　建物の五階に割れた窓が見えた。シルティが突っ込んだ窓である。自分は、ほんの三〇分ほど前まで、あの部屋にいた。そしていま、似合わないスーツを着せられ、壇こ上こに立っている。

　次の瞬間には、本当になにが起こるかわからないものだ。まさか、能力値九九でいつも悶もだえ苦しんでいた自分が、魔界の公こう爵しやく家け令嬢と友だちになり、それどころか魔界の第二王女とも知り合い、こうして〝誓いの儀〟に臨のぞんでいるなんて。

　静かに、だが確実に、ざわざわざわ、とメイドたちが色めき立つのがわかった。

　続けて、

「姫様、ご入場ぉ～」

　夜空に、そんな声が響き渡った。


　　　◆◆◆



　スイートは、心を絞られるような思いで、白いスーツ姿の理り刀とを目に焼きつけた。

　フォンターナ公爵家の六六六番目の娘として、少しも恥ずかしくないように。父や姉に恥をかかせないように。どのような状況下であっても、平静に対処しなければならない。

　それでも。それでも。それでもっ！

　スイートは、キリキリと奥歯をすり合わせ続けた。

｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝と疎うとまれてきた自分にとって、理刀は最高のパートナーである。彼の人間性も申し分ない。

　春日かすが理刀とともに歩んでいきたい。

　この先、ずっと。

　いつも、そう思っていた。しつこくしすぎたら嫌われるかも。強引すぎたら嫌がられるかも。そんな不安を抱きながらも、抑えきれない気持ちを伝えようと懸命にがんばった。

　がんばったのに……。

｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝だからこそ、｛傀儡回しプレイヤー｝の気持ちが痛いほどよくわかる。ササラ姫が身を置いている環境は、自分などより遥はるかに過酷だから……。日々、精神を磨すり減らし続けているのだろう。それでもなお笑顔を失わない第二王女には、間違いなくいまの自分ではかなわない。

　あと三年あれば、もっともっと自分を磨いて理刀に相応ふさわしい女性になる自信があるのに。でも、三年なんて時間は、もうなんの意味もなくて……。

　スイートは奥歯を嚙かみしめ、耐え難がたい〝いま〟という時間を受けとめ続けた。

　仲間たちも、懸命に堪たえている。

　黒くろ媛ひめは、真剣そのものといった表情にどこか疲労感を漂ただよわせて。

　巴ともえは、きれいな瞳ひとみいっぱいに涙を溜ためて。

　百もも香かは、解答など存在しない問いに頭を悩ませているかのように、顔をしかめている。

　この場にいないのは、キュートだけ。

　メイドたちに用意してもらった礼服に着替えている最中、いきなり姿を消したのだ。

　また、逃げたのだろう。

　逃げ癖ぐせのある、情けなくも可愛かわいい、脆もろくて大切な、腹立たしく、そして愛らしい妹。

　このまま一生、逃げ続けるつもりなのだろうか？

　嫌なことから。苦しいことから。難しいことから。

　逃げてばかり。逃げて、逃げて、逃げて、逃げて、逃げて、その先は？

「………キュート、あなたは、フォンターナの娘、なのですから……」

　しっかりしなさい。という言葉は吞のみ込んだ。つぶやきは、だれにもこたえてもらうことなく夜気の中へ消えていく。

　不意に、

「姫様、ご入場ぉ～」

　張りのある声が聞こえた。


　　　◆◆◆



　夜空の星々、そのすべての光が跳ね返され、さらにはパーティ会場に設置された照明、そのすべての明かりさえやんわりと押しやるようにして、彼女が姿を現した。

　ササラ・ビョルンストライド。

　王国の第二王女。

　虹にじ色いろの髪を背に流し、細くとも、極めて女性的な体のラインを強調するかのような純白のドレスを身にまとい、長い裾すそを引きずりながらしずしずと理り刀とのほうへ進んでくる。

　ササラの左右にふたりずつ。後ろにもふたり。計六人のメイドたちが、彼女を守るように歩いている。

　理刀のそばで、頰ほおを染めたカラミティが快感を押し殺すような瞳ひとみで、熱っぽい吐と息いきをついた。

「あぁ、姫様、お美しゅうございます」

　唇を一文字に引きしめたトルネイドが、ふるふると長いまつげを震わせている。

「あぅ、ひぃ、姫様ぁ、ディファ、な、泣きませんからぁ」

　ディファの目は、すでにウルウル状態だ。

　三人とも、ササラの艶あで姿すがたを前に感極まっているらしい。

　カラミティが、トルネイドが、ディファが、互いに身を寄せ合い、瞳を潤うるませている。

　理刀は、そんなメイドたちから目を外し、歩み寄ってくるササラへ顔をむけた。

　近づいてきた彼女と、ピタッと吸いつくような感じで視線が重なった。が、すぐにそらされてしまう。

　足もとに目を落とした彼女の顔は、熱があるのでは？　と心配になってくるほど赤くなっている。

　なんだか、見ている理り刀とまで恥ずかしくなってきた。

　そんなササラが、うつむいたまま壇上へ一歩、また一歩と上がってくる。

　彼女を守るようについてきた六人のメイドたちが、ふわりと花がひろがるように左右へ移動し、今度は理刀とササラのふたりを守るような立ち位置へ移動した。

　いつの間にか、ハンサムが壇上の脇わきに立っていた。なにか言いたそうな目をしているが、口を開こうとはしない。

　スキュースは、極寒と温おん潤じゆんを共存させた瞳ひとみで静かに理刀を見つめているだけで、なんの動きも見せない。

　カカが、どこか悲しそうな、失望したような、なにかを希こいねがうような、そんな表情でササラの横顔を見つめている。

　リイザは、突き出た胸の前で両手を握り合わせ、ただただササラの美しさに感動している様子だ。

　シルティだけが、どこか楽しそうに夜空の星々を眺めている。美麗極まりないササラには興味がないらしい。

　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの四人は、先ほどと同じ場所から動こうとしない。みんな無言で、ジッと理刀を見つめている。

　とうとう、ササラが壇上に立った。理刀との距離は、大おお股またで三歩ほど。すぐそこ。

　理刀は、スーツの裾すそを軽く握った。

　ここに至ってもまだ、実感が湧わいてこない。

　自分が、魔界の第二王女と結婚するなんて。

　本当に、このまま流されてもいいのだろうか……。

　カラミティが、理刀の耳もとに顔を近づけてきた。

「略式ですから、姫様に歩み寄り、キスをお願いいたします。さあ、いますぐ」

「え？　キ、キスって……」

「姫様に恥をかかせるおつもりですか？　もし、土壇場でそのようなことをなされば……」

　カラミティが、微笑ほほえみながら脇わき腹ばらにグリグリと拳こぶしを押しつけてくる。

　一見、フレンドリーにも見えるグリグリだが、この動きに〝必殺〟という決意が込められていることは、ほぼ間違いないだろう。

　トルネイドとディファも、理刀の背をグリグリやり始めた。殺すぞ？　というささやきが、いまにも聞こえてきそうである。

　三つの拳に押し出されるようにして、理刀は一歩を踏み出した。が、次の一歩がなかなか出ない。

「ほら、早く！」

　鋭い小声を発し、カラミティが理り刀との背をドンと殴りつけてきた。

「あうぅ、ディファ、ちぃ、血の涙が、出そう。こんなヤツにぃ、ひぃ、姫様がぁぁぁ」

「ディ、堪たえるんだよ。姫様の幸せのためなんだから。たとえ人間でも、どんなにつり合わなくても、姫様がお気持ちをお寄せになった相手なんだ。ほら、こんなところで泣くんじゃないよ」

　ディファとカラミティの小声が、もろに聞こえてくる。えらい言われようだ。

　だが、彼女たちも理刀と同じだ。この結婚を心から望んではいない。

　でも、ササラは脆もろい女性で……、苦しみへの抵抗力が、あまりにも弱すぎるから……。

　理刀は、とうとう、また一歩、足を進めた。

　顔を赤くしたササラが、手を伸ばせば届く距離にいる。

　彼女が、ゆるゆると顔を上げた。紅い頰ほおはそのままに、瞳ひとみを潤うるませ、唇を震わせ、ジッと理刀を見上げてくる。

　徐々に、鼓動が早足になっていく。

「り、理刀、わ、わたしは……」

　ササラが、ぷるんとした唇をわずかに開き、輝きさえも香ってきそうな白い歯を覗のぞかせた。そのときだった。

　きゅ───────────────────────────────────っ！

　夜空から、きゅ───っ！　が降ってきた。

　キュート!?

　理刀は、なにかに導かれるように顔を上げ、見た。

　星々を背に、一匹の白い飛竜が大きな翼をひろげて飛んでいる。

　その背で、銀のツインテールが風になびいていた。圧倒的なほど明るい星の光が、それをハッキリと理刀の目に映してくれた。

　どうして？　空飛ぶ竜で式に乱入？　自分を助けにきた？

　でも、ササラの前で逃げるわけには……。

　迷っている理刀の横面を張り飛ばすように、

「春日かすがっ！　自分の頭で考えろっ！　そして自分で選べっ！」

　カカの声が聞こえた。

　首を巡めぐらせると、強い意志力を秘めたカカの瞳があった。彼女の隣で、ハンサムが肩をすくめている。スキュースが、うっすらと笑みを浮かべている。リイザが、「あらあら」といった表情で空を仰あおいでいる。シルティが満面の笑顔で星空にむかってブンブン両手を振っている。スイートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、驚きの表情をならべている。

　考えた。いや、考えなくても、こたえは決まっていた。しがらみを振り払う勇気が、そして、選んだ未来を受け入れる決意がなかっただけだ。

　理り刀とは、ササラにむき直った。そして、彼女の手を取り、ぎゅっと握りしめる。

「オレ、ササラ姫のこと大好きです」

　ササラが、「わかっていましたよ」とどこか達観したような微笑ほほえみを浮かべている。頰ほおの赤みは、すでにない。

　理刀は、選んだ。

「でも、オレ、結婚する気は……」

「すみません、あるいは、申し訳ありませんでした。………………………言葉、あるいは言語は、いまは不要、あるいは必要ありません。さあ……」

　手を離したササラが理刀の後ろへ回り、背をそっと押してくれた。

「貴様っ！」カラミティが叫んだ。

「こ、殺すっ！」トルネイドが、怒りに声を震わせる。

「ぅなぁ、あぅぅああ、ひゃぁぁ」ディファが、意味不明なうめき声を吐き出している。

　そんな専属メイドたちの動きを、ササラがサッと右手をあげて制した。

　彼女の顔はいま、第二王女の威厳に満ちていて、心が震えるほど美しかった。

　理刀は、ササラへ肩越しに視線を投げたあと、一気に壇上を駆け下りた。

「理刀ぉ─────っ！」

　キュートの声が、すべるように近づいてくる。












　周囲で、メイドたちが騒そう々ぞうしい悲鳴をあげている。そこへ、翼をひろげた白竜が滑かつ空くうしてくるのにタイミングを合わせ、理り刀とはテーブルに足をかけ……。

　星々の世界へ飛び込まんばかりに高々と……………、跳んだ。

「理刀ぉっ！」

「キュートっ！」

　そのままキュートが駆っていた白竜の背に飛びのり、彼女と思いきりぶつかった。

「きゅっ！」

　とっさに片手で手た綱づなを、もう片方の腕でキュートの細い腰を抱きかかえ、そのまま空へ。

　高く。どこまでも高く。

　星光舞う夜空へ。

　彼女を抱きしめ、飛んだ。


　　　◆◆◆



「嫌な、あるいは聞き分けのない女にならずにすみました」

　ササラは、星の海に飛び去っていく自分専用の飛竜を見送りながら、ん～、と大きく伸びをした。

　白い翼は星空に映えるのだと、いま初めて知った。今度、ゆっくりと夜空を飛んでみよう。そう考えると、自然と笑みがこぼれてくる。

　フられたのに、この解放感はなんだろう。

　抑圧されていたなにかが、自由を得て周囲を飛び回っているかのようだ。

　カラミティが、空を見上げて大粒の涙を流している。

　抱き合ったトルネイドとディファも、周囲の目もはばからず大泣きしている。

　至誠を尽くして仕えてくれる大切な家族メイドたちの涙につられ、ちょっとだけ悲しくなった。が、「自由になれた」という気持ちのほうがずっと強い。

　心はいま、悲しみをはね除のけている。

　悲色には、決して染まらない。

　メイドたちが、代わりに泣いてくれているから。自分の意志で、理刀の背を押してあげることができたから。自分で考え、自分で選ぶことができたから。

　ササラは、歩み寄ってくる大親友カカを、いまの自分にできる最高の笑みで迎えた。

「ササラ、いい顔してるな」

「いきなり、あるいは突然ですが、わたしが尊敬する、あるいは目指している女性のひとりに、フィラデルフィがいます」

「明星術式をつくった？」

「ええ、わたしは、彼女のように逞たくましく、あるいは強くなりたいと常々思い、あるいはいつも願っていました。だから……」

「ササラ、お前は強いよ。だれよりも、やさしくて、素直で、まっすぐなんだから」

「カカの、そしてみんなのお陰です」

「本当に、いい顔してるよ、ササラ」

　カカの言葉と瞳ひとみがあんまりやさしすぎるから、嬉うれしすぎて、たまらずひと粒の涙をこぼしてしまった。

　それでも、ササラは夜空を見上げ、

「フィラデルフィのように、わたしもがんばる、あるいは励はげむことをビョルンストライドの紋章に誓いましょう」

　そう宣言した。

　指先で涙をぬぐってくれた大親友のあたたかさに、感涙がとめどもなくあふれてしまった。いまだかつてない心地ここちよさも、いっしょに……。

　生まれて初めて、瞬またたく星々を抱けたような気がした。





エピローグ







『泣けないほどつらいなら、せめて泣いて心を洗えるくらい必死になりなさい。

　明星術式を後世に遺のこしたフィラデルフィは悲恋に涙したけど、彼女は最後のその瞬間まであきらめずに行動した、と伝記にあるわ。

　歴史に残るほど、彼女はあきらめの悪い、そして信念をもった女性だったのよ。

　あなたは、どうかしら？』

〝誓いの儀〟に出席するため、礼服に着替えようとしていたキュートは、スキュースにそうささやかれた。

　でも、あきらめずに行動して、その先になにがあるというのだろう。

　自分は、王家に忠誠を誓ったフォンターナ家の末娘なのだから、〝誓いの儀〟には礼を尽くして出席しなければならない。

　スキュースは、こうも言った。

『〝いま〟を必死でつかもうとしない者に、〝望んだあした〟はこないわ』

　そして、キュートから体を離す直前、こうつけ加えた。

『フォンターナうちの家系で、王族相手に面とむかって逆らった者は確かにいないけど、少し訂正しておくわ。きょうまではひとりもいない、ってね』

　冷たくもあたたかな長女の微笑ほほえみが、背を押してくれたような気がして……、気づいたときには、ツインテールを翻ひるがえして走り出していた、というわけだ。

　そして竜舎から、いちばん賢そうな白い飛竜を勝手に借り受け、夜空へ飛び立った。

〝誓いの儀〟から、理り刀とを連れ出すために。

　スイートや黒くろ媛ひめたちには後々迷惑がかかるかもしれないから、ひとりで決断し、ひとりで行動した。

　ネガティビズムの上空から滑かつ空くうし、理刀を背にのせて空へ逃げる。

　シンプルな作戦だった。

　そしていま、キュートの飛竜に理刀がのっている。

　ネガティビズムからは、だれも追ってくる様子がない。このままパーキート城まで戻り、異界間通路ゲートを通って人間界へ戻ろう。スイートや黒媛たちは、カカやリイザがなんとかしてくれるはず。

　あとのことは……、あとで考えればいい。

　理刀といっしょに手た綱づなを握り、キュートはもぞもぞと身をくねらせた。

　彼の右足にお尻しりをのせるような格好で密着しているため、なんだか恥ずかしい。

「ちょっと、待ってて」

　理刀が、力強い腕でひょいとキュートの腰を抱かかえ、足を横に移動させてくれた。しかし、今度は背中を彼の胸に預けるかたちになる。

　あったかいけど、ちょっと照れくさい。

　理刀の体温を背に感じながら、いまは前だけを見つめる。

　このまま、いつまでも飛び続けていたい。

　そんな想おもいが、心を満たしていく。幸せな気分になれた。

　でも……、とササラ姫のことに思いを巡めぐらせる。

　彼女が理刀の背を押した瞬間、キュートは感じたのだ。

　やっぱりこの女性にはかなわない、と。

｛傀儡回しプレイヤー｝と呼ばれ、魔界では嫌けん忌きされるような能力をもっていてもなお、穏やかで、卑屈にならず、悪びれず、やさしい心を保もち続けていられるような、強く、素晴らしい女性なのだから。

　だが、こうも思った。

　どんなに秀ひいでた女性が相手でも、理刀を好きだ、という気持ちだけは負けない、と。

　だから、キュートは賭かけをした。

　飛竜で突っ込むのは一回だけ。

　理刀が反応してくれなければ、そのまま飛び去ろう。

　もし、彼が、自分の竜に駆け寄ってきてくれたら、そのときは……。

　そしていま、理り刀とが、ここにいる。

　熱くなり、勢いのまま突き進み、このような状態に至ったが……、あらためて考えるとすごいことをしてしまった。

　王家の第二王女から、お婿むこ様さまをかすめ盗とって逃げるなんて……。しかも〝誓いの儀〟の真っ最中に。

　これでまた、フォンターナ家の歴史に『娘たちのやらかし伝』が刻まれたわけだ。しかも末娘が、あろうことか王家を相手に〝やらかし〟たのだから、お姉様たちは大騒ぎだろう。いや、大喜びかもしれない。

　風を受けながら、キュートは高鳴る鼓動を懸命に静めていった。

　ここで言うのだ。

〝誓いの儀〟から理刀を連れ出すことに成功したら、言おうと決めていた。

　チャンスはいましかない。あとになれば、きっとまたドキドキが邪魔をして言葉にできなくなる。

　──大好き。

　言わなきゃ。

　伝えなきゃ。

　キュート・フォンターナ、いまこそ勇気を出して！　逃げ癖ぐせなんか、丸めて空に棄すてちゃいなさい！

　キュートは、自らの唇をこじ開け、懸命に舌を動かした。

「あ、あのね、理刀、あたしね、あ、あなたのこと……」

「はい、これ」

　なにやらゴソゴソとやっていた理刀が、背からキュートを抱くようにして、手になにかを押しつけてきた。

　硬い感触。

　これは!?

　はぁと石だった。

「え？　どうして、こ、これを理刀が……もってるの？」

「飛んできたんだ」

　理刀の声が、風に搔かき消されてしまう。

　──大好き。

　言わなきゃ。

　伝えなきゃ。

　でも、いまは、この気持ちを言葉になんかできなくて。

　はぁとは、心のかたち。

　心のかたちをした石を、理り刀とが再びプレゼントしてくれた。棄すてたのに。あきらめたのに。逃げたのに。こんなことって……。

　奇跡こころがいま、手の中に還かえってきた。

「きゅぅぅぅ」

　ずっと抑えていた気持ちが、あふれ出してくる。とどめようもなく、次々と。

　あったかいから。本当に、あったかいから。信じられないほど……、あったかいから。

「ぅぅ、ぅ、ふぇっきゅ、ふぇ、ふぇぇ、ふぅうぇぇぇ、ふえええええええぇぇぇぇぇ」

　涙が、とまらなくなった。

　泣かない、と決めていた。

　泣くもんか、と悲しみを抑え込んでいた。

　それなのに、ただの石を手にしただけで、堰せきを切ったように涙があふれ出してくる。

　大好き。

　胸が詰まって、言葉が出てこない。

　大好き。

　想おもいだけが、夜空に満ちていく。

　理刀が、手た綱づなを握ったキュートの手に、そっと手を重ねてくれた。

　もう片方の手で、はぁと石を握りしめたキュートの手を、やさしく包んでくれる。

「きゅぅぅぅぅぅ、ふぇえええええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇ」

　大好きな存ひ在とに体を預けたまま、キュートは思いきり泣いた。

　泣いて。

　泣いて。

　想いを言葉にできないほど泣き続け。

　だから、いまは、まだ……。







　言の葉にできない心きもちは、星々の庭へまいておく。





休止符的プロローグ







　魔界から人間界へ帰ってきた、その夜。

　深夜、一時四五分。

　キュートは時間を確かめたあと、ゆっっっくりとノブを回し、ドアを開けた。

　その隙すき間まから、わずかなぬくもりを残した空気が、ゆるやかにもれ出てくる。

　室内の電気はついていない。でも、魔族にとって、暗い場所はそれほど苦にならない。わずかな光さえあれば、障害物にスネをぶつけることなく歩き回ることができる。

　だからいま、口から吐き出す白っぽい息も見えている。

　ほんの五センチほどドアを開けたまま、キュートは動かず、耳をすませた。

　微かすかな寝息が聞こえてくる。理り刀との寝息。

　魔界でいろいろあったから、疲れてるのだろう。あしたは休みだというのに、夜ふかしもせず寝入っているようだ。

　頰ほおに微熱を感じながらも、キュートはそろそろとドアを開け、部屋の中へするりと身をすべり込ませた。

　自分はなにをしているのだろう。引き返すならいましかない。

　そんな考えが、意識の底をずっとたゆたっている。

　自分の部屋を出るときも。

　理刀の家へ忍び込むときも。

　玄関で靴を脱ぎそろえるときも。

　理刀の部屋、そのドアノブへ手を伸ばすときも。

　引き返すなら、いましかない！

　それでもとうとう、理刀が寝ているベッドのそばまできてしまった。きて、しまった。

　彼はいま、顔をわずかに左へ傾け、仰あおむけになって規則正しい呼吸を繰り返している。

　こうしてみると、可愛かわいい寝顔だ。

　キュートは意を決し、温熱術式を組成した。

　お姉様たちなら、部屋の空気をたちまちあたためることができるだろう。が、自分には無理。だから、まずは両手に熱を集めている。

　一二月も終わりに差しかかったニッポン国の気温は、氷ひよう結けつ術式大放出！　といった感じだから、生き地じの薄い服では外を出歩くこともままならない。夜になれば、なおさらだ。

　そんな寒さが染しみ込んだ手で触れるのは、理刀に悪いから……。

　胸の前で両手を握り合わせ、てのひらに熱を集めていく。そうしながらも、理刀の寝顔から目をそらさない。

　──大好き。

　だから、こんな時間にこっそり忍んできた。彼に想おもいを伝えるため。

　はぁと石をもらったせいで、なにも伝えられないまま泣いてしまったけど……、今度は大丈夫。心の準備は、ちゃんと固めている。

　いま自分がやってることは、まるで……………、夜よ這ばい。でも決して、やましい気持ちからの行動じゃない。だから大丈夫。

　胸が苦しくなるほど暴れる心臓を抑えながら、熟睡している理り刀との掛け布団に手を伸ばした。そして、そぉ～っとはがす。その下の毛布も。そのときだった。

　ガシッ、と腕をつかまれた。つかんできたのは、もちろん理刀の手で。

　きゅっ!?

　驚きの声をかろうじて抑え込んだキュートだったが、彼の強い力には抗あらがえない。いとも容易たやすくベッドに引き倒された。

　やわらかな弾力。自分よりもずっと大きな体。逞たくましい腕。ひろい胸板。

「………っっっ!?」

　抱きしめられた。

　彼の胸に抱かれた頭へ、大量の血が駆けのぼっていく。温熱術式など足もとにも及ばないほど、一気に顔が熱くなる。

　え？　え？　えぇっ!?

　起きてた？　起きていて、様子を窺うかがっていた？　寝たフリなんて、ズルい。ズルいズルい。で、でも、抱きしめて、くれるなら……。

　理刀の体温に包まれ、キュートは目を閉じた。

　このまま、ここで微睡まどろみたい。

　彼の腕の中で、いっしょに。

　朝日が昇るまで。

　そんな誘惑に身をまかせ、キュートは全身から力を抜いた。

　理刀の胸に頰ほおを押しつけ、彼の鼓動に自らの心音を重ね、ゆるやかな時間の中へ気持ちを溶かし込んでいく。

　理刀は動かない。

　キュートも、動かなかった。

　理刀の腕は、いまもキュートの頭を抱いている。いや、頭に腕をのせているだけ？

「…………………………………………………………………………………………………？」

　すぅ～、すぅ～、すぅ～、という微かすかな呼吸。わずかに上下する胸板。

　やっぱり寝てる？　もしかして、寝ぼけてた？

　キュートはいくぶん力を込めて、理刀の腕を押してみた。

　簡単に動かせる。

　なんだか急に、部屋の寒さが身に染しみてきた。

　もぅ……、バカ。

　心の中でつぶやいたあと、キュートは理り刀との腕から頭を抜いた。

　それでも、彼は目を覚まさない。よほど疲れが溜たまっていたのだろう。

　微妙な腹立たしさと、微量の安あん堵ど感かん。腹立たしさのほうが、少しだけ強いかも。

　複雑な気持ちを胸に、キュートは理刀の背に回り込んだ。

　そこで、パジャマのズボン、そのゴムに差しておいたマジックを抜き取った。

　キュポン、とキャップを外す。いよいよだ。

　キュートは、慎重に理刀の上着の裾すそをもちあげ、その背にマジックのペン先を走らせ、魔界の文字を刻んだ。

　三文字。

　ニッポン国語に直せば、『パロラ』と読むことができる。

　左手首に巻いてきた腕時計へ、素早く目を落とす。

　ネズミラツト少女ガールが、短い腕と長い腕をくるくる回すことで時間を示してくれるという、ちょっと子どもっぽいつくりの時計だけど、意外と気に入っている。

　時刻は、二時ジャスト。

　キュートは、理刀の肩に布団をかけ直したあと、もう一度しっかりと彼の寝顔を目に焼きつけた。

　ここからスタートだ。


　　　◆◆◆



　カチャ。

　理刀の鼓膜を、小さな、本当に小さな音がかすめた。

　意識はまだ、ぼんやりしている。

　寝てるんだな、という自覚もある。

　まぶたを押し上げる力が溜まるまで、夢うつつの中で記憶を探った。

　星々を眺めながら魔界の夜空を飛竜で駆け抜け、パーキート城でひと休みということもなく渡界準備をすませ、異界間通路ゲートへ飛び込み、バタバタと帰界した。

　人間界こちらは、まだ夕方だったけど……。

　その後、一時間もしないうちにスイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香か、毒どく舌ぜつ丸まるの五人も帰ってきて、「ササラ姫が、よろしく言っていた」といった内容の伝言を聞いて拍子抜けしたことを思い出す。

「また会いましょう」という言葉も添えられていたらしいが、〝また〟がいつになるのかわからない。ササラは魔界の第二王女なのだから、きっと多忙なはずだ。

　しかし、〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟は、いったいなんだったのだろう？　結局のところ、ハンサムに振り回されただけ。

　それでも、悪くない体験だった。

　理り刀とは、どこか清すが々すがしい気持ちで目を開けた。

　部屋の中は、まだ薄暗い。一二月の日の出は、とても遅いから。

　頰ほおに触れている空気も、冷蔵庫を覗のぞき込んでいるかのような冷たさである。

　ふと、人の気配を感じた。

　首だけを傾けると、ドアの隙すき間まからゆっくりとした動きで入ってくるキュートの姿が見えた。寝間着のままである。

　きのう、飛竜の背で大泣きし、人間界に到着してから夜まで、ずっと恥ずかしそうにしていた彼女の表情が、いまなお脳のう裏りに焼きついている。

「キュート？」

「きゅっ!?」

　寝間着姿ということは、まだ起きたばかりなのだろう。ツインテールをつくっていない銀色のロングヘアが、ぴょこんと跳ねた。

「あ、ごめん。ビックリした？」

「だ、大丈夫よ。お、おはよう」

「おはよう」

　体を起こしながら、理刀はそれとなく枕まくらもとの目覚まし時計へ目をむけた。

　六時五五分。

「どうしたの？」

　ベッドから立ち上がり、椅い子すにかけておいたジャージの上着を着ながら、再びキュートへ顔をむける。

「その、な、なんとなく、目が覚めちゃって……か、勝手に入ってきて、ごめんなさい」

「ん、いいよ。鍵かぎなんてかけてないから、いつでもおいでよ」

〝いつでもおいで〟なんて言える関係が、ちょっと嬉うれしい。本当に、遠慮なく、いつでも行き来できるような関係になれたら……。

　朝っぱらから顔が熱くなってくる。

「ぁ、ありがとぅ」

　キュートが、どこか曖あい昧まいな笑みを浮かべた。嬉しそうな、なんだか迷っているような、そんな唇のかたちだ。空色の瞳ひとみもキョロキョロと動き回り、視線を定めようとしない。

　ふと見ると、手になにかを握り込んでいる。

　なんだろ？

　そんな疑問を抱きつつ、理刀はまだぼんやりしている頭をスッキリさせるため、顔を洗うことにした。

「ちょっと、顔洗ってくるよ」

「あ……ごめんなさい。起こすつもりなんて、なかったの」

「いいって。せっかくの休みなんだから、早起きしなきゃ」

　理り刀とは、どことなく身を縮めているように見えるキュートの横を通り、部屋を出た。

　キュートもついてくる。

「テレビでも観みててよ。暖房のリモコン、テーブルの上だから」

　理刀は、洗面所にむかいながら背に声を投げた。

「う、うん」

　なんだか、キュートの声に力がない。

　きのうのことが、まだ尾を引いてるのだろうか？　泣いたことを恥ずかしがってる？

　そんなことないのに。というよりも、泣いているキュートは可愛かわいらしかった。恥も外がい聞ぶんもなく、そして打算もなく、純粋に涙を流している彼女はとてもきれいだった。

　そのことで気まずい思いをしているなら、ゆっくりと解きほぐしてあげなければならないだろう。

　顔を洗う前に、理刀は電気をつけて洗面所の鏡を覗のぞき込んだ。寝ぼけ顔が……と、背後にゆれる銀髪が……。

「キュート？」

　振りむくと、すぐ後ろにキュートが立っていた。彼女も顔を洗いたいのだろうか？

　キュートが左手をあげ、その手首に巻かれた腕時計に目を落とした。ミ○ーマウスのイラストが見えるけど……。

　寝間着に腕時計？　彼女がもってるモノは……、マジック？　しかも油性？

　理刀は、キュートの意図がわからず、だまって彼女を見下ろした。

　キュートが視線だけを動かし、理刀を見上げてくる。

「あのね、七時になったからね……」

「七時になったから？」

「えっと、ね……七時になったから、その、なにも訊きかずに両手を出して。お願い」

「両手？」

　てのひらを上にむけ、理刀は躊躇ためらうことなくキュートの前に差し出した。〝なにも訊かずに〟と言われたから、なにもたずねない。

　どこか慌あわてた様子で、キュートがマジックのキャップを外した。そしてすぐに理刀の右手を裏返して、その甲になにやら文字らしきモノを書き始めた。

　象しよう形けい文字のような、理刀には読めない謎なぞの二文字。

〝なんて書いたの？〟とは訊かない。

　教えてくれるのを待っていると、今度は左手の甲にも同じようにふたつの文字を書き込まれた。ちょっとくすぐったい。でも……。

「？」

　これには、いったいなんの意味が？

　キュートが、透明な頰ほおをうっすらと紅色に染め、どこか申し訳なさそうに、それでも瞳ひとみに強い意志を込め、理り刀とを見上げてくる。

「コレね、絶対に洗い落とさないでほしいの。お昼まで……絶対に」

「それは、いいけど……」

「絶対よ？」

「うん、約束するよ」

　よくわからないけど、キュートがここまで熱心に頼んでくるのだから、理由はどうだっていい。

　彼女の気がすむようにしてあげたい、と理刀は思った。

　キュートの表情から強こわ張ばりがはがれ落ち、ホッとひと息ついたように見えるけど……、それでもまだ、どこかに真剣な色が薄ぅ～く残っているような気がする。

「あ、あたし、着替えてこなきゃ。それじゃ、朝ご飯のときに、ね」

　背をむけたキュートが、逃げるように玄関のほうへ駆けていく。

「キュート？」

「起こしてごめんね」

　理刀が玄関マットを踏むよりも先に、薄うす闇やみに光る銀髪は、あっさりとドアのむこうへ消えてしまった。

「………ん～？」

　キュートの狙ねらいは、いったい？

　魔界でいろいろあったから、きっと、いろいろ疲れたんだろう。ほんとにいろいろと。

　そう自分を納得させながら、洗面所へ引き返し、再び鏡を覗のぞき込んだ。

　きのうの夕食時に、毒どく舌ぜつ丸まるから聞かされた話を思い出す。

　自分たちが魔界で過ごした期間は、ほんの数日だった。が、人間界では大騒ぎになっていたらしい。

　それもそのはず。亜あ威い黒くろ媛ひめ、亜威百もも香か、美み々み津つ巴ともえは、国家が育成に力を注そそいでいる国宝級の能力者たちなのだから。

　加えて、亜威家は政財界に強い影響力をもっているため、そんな少女たちがそろって行方不明になれば、警察も本腰を入れるしかない。

　前代未聞の事件かもしれない。そんな空気が漂ただよう中、報道規制が敷しかれたという。

　が……、物々しく捜査が始まった矢先に少女たちが帰ってきたため、警察のお偉方は呆あつ気けにとられた顔をしていた、と毒どく舌ぜつ丸まるが無表情に教えてくれた。

　後始末は、彼女がそつなくやってくれたようだ。警察や報道機関への説明。そして亜あ威い家や美み々み津つ家へのケアを、ほんの数時間で、瞬またたく間に。

　さすが、である。

　きのう魔界から帰ってきて、きょうからまた日常へと戻るのだ。

　寂さびしいような、肩の荷が下りたような、嬉うれしいような、そんな気持ち。

　手の甲に目を落とした。

　キュートが書いた文字。

　意味のわからない文字。

　おそらくは魔界の文字。

『コレね、絶対に洗い落とさないでほしいの。お昼まで……絶対に』

　昼になれば、わかるだろう。

『それじゃ、朝ご飯のときに、ね』

　毒舌丸が用意してくれる朝食まで、あと一時間ほど。

　キュートが玄関を出ていってから、まだ三分も経たっていないのに、もう彼女の顔を見るのが待ち遠しい。


　　　◆◆◆



　マンションの管理人室で、キュートは毒舌丸がつくってくれた朝食にハシをつけながら、ちゃぶ台のむかいに座っているスイートをにらみつけた。

　スイートも、口をもぐもぐさせながらも目をそらさない。

　朝からピリピリムードである。

　丸いちゃぶ台の上には、ニッポン国の定番だという、白ゴハン、ミソ汁、焼き魚、焼きノリ、オシンコウいうメニューがならんでいる。それが四人前。冬の寒さを張り飛ばすような熱いおチャも、四人分。

　ちゃぶ台を囲み、キュートの右手に理り刀と、左手に毒舌丸、むかいにスイートが腰を下ろしている。そのため、当然のごとく正面のスイートと視線がぶつかる回数が多くなる。

　この部屋の中で、理刀の手の甲に書き込んだ文字の意味を知っているのは、自分以外にはスイートただひとり。

　だから、にらみ合っている。

　スイートの瞳ひとみには、こちらを小こ馬ば鹿かにしたような、それでいてどこか苛いら立だたしげな光が、「いただきます」と食事を始めた直後からしつこくちらついている。

　なにを言われても貫つらぬき通すつもりだから、キュートはいつも以上に気合いを入れ、スイートの視線を受けとめた。

　理刀と毒舌丸は、無言のままハシを動かし続けている。キュートとスイートのにらみ合いには気づいている様子だが、割って入ってこようとはしない。まだ口ゲンカを始めていないから、様子を見ているのかも。

　キュートは、かなりうまくなった、と自分でも思っているハシさばきを駆使して、薄い焼きノリを落とすことなく一回でつかみ、白ゴハンにのせた。そして、理り刀とのマネをしてそのノリでご飯を包み込み、豪快に口へもっていく。ときどきノリが裂けてうまくゴハンを包めなかったりもするから、ゲームのようで面白い。

　ふん、あんたにこのハシさばき、マネできるかしら？

　スイートに鋭い視線を飛ばし、キュートは目で挑戦状を叩たたきつけた。

　だが、のってこない。

　スイートが、スッと理刀へ顔をむけ、彼の手もとへ視線を落とした。

「理刀の手が汚れているようですが、どうなさいましたの？」

　すぐに理刀がハシをとめ、チラッとキュートへ目を投げたあと、笑みを浮かべた。

「ちょっと、ね」

　キュートが書いたんだけど、意味がわからないんだ。この文字の意味ってなに？　なんてことは口にしない。

　やさしい人。

　スイートが、再びキュートへ鋭い視線をむけてきた。

　もちろん、受けて立つ。

「文句があるんだったら、言いなさいよ」

「別に、文句などありませんわ。ただ……」

「ただ？」

「懐かしすぎて、情けなくなってきただけですわ」

「きゅっ！　あんたには関係ないでしょ！」

「へぇ、この文字って、スイートやキュートには懐かしいものなの？　まあ、どう情けないのか、オレにはわかんないけどさ」

　理刀の言葉に、スイートが肩をすくめた。

「懐かしすぎて、めまいがしそうですわ」

「うるさいわね」

「はは、オレには読めないから」

　熱いおチャを静かにすすっていた毒どく舌ぜつ丸まるが、湯のみをそっと置いたあと、おもむろに口を開いた。

「右手と左手、両方とも『ロル』と書かれているようですが、残念ながらわたしの知識では意味と目的をはかりかねます。手の甲に呪じゆ文も字じを刻むという行為は、魔界の貧民窟スラムでよく見られるものです。彼らの場合は、己おのれが触れた物から不浄を取り除くことが主な目的なのですが、春日かすが理り刀とさんのそれは……」

「毒どく舌ぜつ丸まる、大丈夫ですわ。危険などありません。理刀のそれは、ただの戯たわむれですから」

　スイートが両りよう膝ひざを擦すって移動し、理刀の背に回った。

「ん？　なに？」

「理刀、申し訳ありませんが、お背中を見せていただけませんか？」

「え？　背中？　いいけど……」

「失礼しますわね」

　言って、スイートが理刀の上着、その裾すそを上に引っ張った。

　キュートは唇を強こわ張ばらせ、それを見守った。

　スイートには必ずバレると思っていたから、そのときの覚悟はできている。

　さあ、こい！

　だが、彼女は理刀の背に書かれた文字を確認しただけで、その意味と目的を口にしようとはしなかった。

「ありがとうございました」

　言って、自分の座布団まで戻り、なにも見なかったかのようにハシを手にして食事を再開した。……………不気味だ。

　理刀の背には、油性マジックで『パロラ』と書き込んだ。

　文字は、まだ消えていないはず。

　キュートの狙ねらいを知っていてなお、スイートは口を閉ざしている。それが不気味。

「あんた、なにたくらんでるの？」

　思わず、そう訊きいた。

　スイートだったら、喜々として文字の意味を理刀に教えると思っていたのに。

　スイートの瞳ひとみ、その奥底でくすぶっていたイライラが、わずかに大きくなった。

「あなた、字の練習をなさったら？」

「なによ、あたしの字が下へ手ただって言いたいの？」

「ふふん、言って差し上げないとわかりませんか？」

「大きなお世話よ」

「嘆なげかわしいですわね」

「だったら、どこか遠くで嘆きなさいよねっ！」

「あなたのほうが、どこか遠くへおいきになるべきだと思いますけど？　ったく、理刀にご迷惑をおかけして……」

　スイートが、これ見よがしにため息をついた。

　理刀が、苦笑いを浮かべている。

　毒舌丸が、もむもむと口を動かしながら黙って食事を続けている。

　ふたりとも、口論に割って入ってくる気配を見せない。

　朝の清すが々すがしい空気を蹴け散ちらすようで悪いけど、スイートに負けるのだけは嫌だから、キュートはぎゅっと気を引きしめた。

「り、理り刀とには悪いと思ってるけど……あんたにとやかく言われる筋合いなんてないわ」

「ふぅ、呆あきれてものも言えませんわ」

「じゃあ、口を閉じてなさいよ」

「ふふん、残念ながら、わたくしの口は愚妹いもうとへの忠告を惜しみなく生産しますの」

　スイートが、キュートからするりと視線を外し、理刀へ微笑ほほえみをむけた。

「嫌だ。迷惑だ。煩わずらわしい。他ほかにも言い様はいろいろありますが……このお嬢ちゃまの小粒なおつむでは、きちんと言葉にしてあげないと理解できませんわよ？」

「きゅっ！」

「このくらい、気にもならないから。キュートの気がすむんだったら、いくらでもいいよ」

　理刀が、やさしい笑みを浮かべてくれる。

　スイートが、「そうですか？」とわずかに首を傾かしげた。朝からしっかりと編み込まれた三つ編みが、さらりと流れる。

　キュートは、そんな彼女の瞳ひとみに強い苛いら立だちが隠れていることに気づいた。理刀が嫌がる素そ振ぶりさえ見せないから、内心面白くないのだろう。

　背に『パロラ』。右手に『ロル』。左手にも同じく『ロル』。残るは……。

　キュートは、横目に理刀を見た。彼も、こちらに顔をむけている。

　互いに、クスッと笑い合ったそのとき、

「せっかくのお休みですから、ちょっといってみたいお店があるのですが、いっしょにいかがですか？」

　スイートが、ちゃぶ台の上に身をのり出すようにして、理刀に顔を寄せた。

　いってみたいお店？




　朝食後、自分の部屋に戻ったキュートは、ワードローブの前で唇を引きしめた。

　どんな服を着ていこう？

　スイートが言った〝いってみたいお店〟とは、レゾン学院の最寄り駅、その駅ビルに入っているスイーツ店、『Ｉｐｈｉｇｅｎｉａイフイゲネイア』だった。

　以前、百もも香かから教えてもらった店である。

　理刀がすぐに、「それじゃあ、いってみようよ」とＯＫしたから、キュートも当然いっしょにいくことにした。

　現在、壁にかかった時計の針は、九時半を少し回っている。

　油性マジックを手に、理刀の体に最後の呪じゆ文も字じを書き込むまで、あと二時間半ほど。時間は、まだまだ十分にあるから……、落ち着いて。

　理り刀ととの待ち合わせ時間は、一〇時。邪魔だけど、スイートもその時間にやってくる。

　ワードローブからシャツやワンピースを取り出し、鏡の前でいろいろ合わせてみた。

　う～ん、いまいちピンとこない。

　派手すぎず控えめすぎず、可愛かわいくて、清せい楚そで、自分の銀髪と調和していて、背の低さがマイナスにならないような、端的に言えば、理刀の目に映えるような服を……。

　いろんな服へ手を伸ばし、あれこれと色や雰ふん囲い気きを合わせてみる。

　下着のまま迷っていると、ちょっと寒いけど……、自分が選んだ服を理刀が見て……。

『キュート、すごく似合ってるよ。可愛いね』

　なんてことを言ってくれたら……、と想像するだけで寒さが吹き飛んでいく。それどころか、きゅ、と顔が熱くなってくる。

　一五分ほど迷ったあと、胸もととスカートの裾すそにフリルのついた、ブルーのブラウスを選んだ。スカートがちょっと短いけど、寒さになんか負けてられない。足を出して可愛さアピールだ。でも、やっぱり寒いのは苦手だから、上着にピンクのダウンジャケットをチョイスして、準備完了。

　あとは、毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれたブーツを履はけばバッチリだ。ちょっとだけ背も高くなるし。

　鏡の前に立ち、横をむいたり後ろを確かめたり前髪を直したりしたあと、机の上に置いていた腕時計を左手首にしっかりとはめた。文字盤に描かれたラットガールが、心地ここちいいほど爽さわやかな笑顔をむけてくる。

　よく見ると歪いびつなスタイルのラットガールだけど、よくよく眺めてみると、なんだか可愛らしく思えてくる。

　そんなラットガールの短い腕と長い腕が、九時四七分であることを教えてくれる。待ち合わせまで、あと一〇分ちょっと。

　テーブルの上に置いたポーチには、すでに油性マジックを入れている。

　忘れ物は、もうないはず……。

　必要な道具は、マジックと腕時計の他ほかにないから。お金は、サイフに二千円ほど入れている。毒舌丸にもらったお小遣いである。

　微かすかな緊張感を吹き払うように、キュートは息をついた。

　そのとき、ワードローブ脇わきの空間がくにゃりと歪ゆがんだ。

「きゅ？」

　現れたのはスイートだった。

　出かける準備を終えてからやってきたのだろう。いつもの帽子をかぶり、黒いジャケットに薄いピンクのミニスカートを合わせている。ピンク色とミニなところがかぶっているから、ちょっと嫌だけど……、悔しいけど……、可愛かわいらしい格好だ。ニーソックスも細い足によく似合っている。

　確かに可愛いし、服も申し分ないけど、ここはキュートの部屋である。だから、

「なに？　まだ時間じゃないでしょ」

　視線に力を込めたのは、ほとんど条件反射だった。

　どこか白々とした空気をまとったスイートが、呆あきれたように息を吐いたあと、やれやれといった様子で口を開いた。

「お嬢ちゃまだと思っていましたけど、まさかお子ちゃまだったなんて、我が妹ながら情けなくなってきますわね」

　どうやら、理り刀とのいないところを狙ねらって、嫌みを言いにきたようだ。

　お子ちゃま。確かに、言われても仕方がないようなことをしている。理刀の背に、そして両手の甲に呪じゆ文も字じを書き込んだのだから。

　でも、始めたからには最後まで！　と力んでみるものの……。

「う、うるさいわね。あんたには、なんの迷惑もかけてないでしょ」

　言い返す声には力が入らない。

　スイートの瞳ひとみはすでに、意地悪色に染まっている。

「ふふん、本当に懐かしいですわね。幼等魔術園で流は行やった〝おまじない〟を、また目にできるなんて」












「あ、あたしがなにをやろうと……」

「理り刀とは、〝迷惑だ〟とお顔には出しませんけど、きっと心の中で困ってらっしゃるはずですわ」

「そんなこと……ない、はず」

「キュート、あなた、ご自分の体に文字を書かれても平気でいられますか？」

「あたしは……………」

　キュートは、下唇を嚙かみしめた。

　自分のしてることが幼稚であることは、言われなくてもわかってる。

　深夜から朝にかけ、キュートが理刀に行おこなったことは、スイートが言うように魔界の幼等魔術園で流は行やった〝おまじない〟である。

〝恋を実らせるおまじない〟

　意中の相手に狙ねらいを定め、最初は背中に『パロラ』。

　五時間後、両手の甲にそれぞれ『ロル』。

　また五時間後、額ひたいに『プリン』と書き込んで終了。

　これで、恋の呪じゆ文もん『パロラロルロルプリン』が完成する。

　この際、ルールがふたつある。

　ひとつ、五時間という間隔を厳守しなければならない。五分以上のオーバーはアウト。

　もうひとつ、〝おまじない〟をやっている最中、恋する相手に行為の説明をしてはならない。

　ルール違反をすれば、〝おまじない〟の効力はたちどころに霧む散さんしてしまう。

　スイートが、意地悪魔女っぽく眉み間けんにシワを刻んだ。

「そもそも呪じゆ術じゆつとは、星の位置を正確に調べ、その上で使う道具を厳選しなければなりませんのに、あなたは、もう、勘違いもはなはだしい方法で……情けなくて、立ちくらみがしてきますわ」

　芝居がかった動きで額を押さえ、わざわざよろけてみせるスイートに、キュートはガツンと言ってやった。

「イライジャとケイトは、この〝おまじない〟でつき合うことになったじゃない。あたし、ケイトを手伝ったから、よく覚えてるわ」

「む……。イライジャとケイトは、幼おさな馴な染じみでしたから、〝おまじない〟の効力は関係ありませんわ。幼等部の子どもが、大人おとなを真ま似ねただけの呪術に力があるはずが……」

「だったら、あんただけそう思ってなさいよ。あたしはあたしで、〝おまじない〟をやり遂とげさせてもらうから。こういうことは、気持ちの問題なのよ」

　キュートは、スイートの苛いら立だたしげな視線を正面から受けとめた。

　幼稚な〝おまじない〟をやっている、という自覚はちゃんとある。でも、抑えられなかったのだ。

　きのう、理り刀ととふたりで人間界へ戻ってきた。はぁと石をもらって大泣きしたせいで、なんだか気恥ずかしくなって……。

　彼の顔をちゃんと見られなくなって……。

　そして夜、ベッドに入って……。

　理刀のことが、頭から離れなくて……。

　いろいろ昔のことを思い出した挙げ句、マジックを握りしめ、彼の部屋へ忍び込んでしまった。

　星の位置はデタラメ。

　呪じゆ文も字じを書くのに使用したのは油性マジック。

　文字の大きさはバラバラ。

　呪まじないに類るいする儀式の実施経験はゼロ。

　これで恋など実るはずもない……、なんてことは考えもしなかった。ただただ、体中にひろがっていた〝想おもい〟を、〝行動〟というかたちで吐き出しただけ。

　選んだ行動が正解かどうかなんて、いまはまだわからない。

　テーブルに歩み寄ったスイートが、そこに置いていたポーチの口を覗のぞき込み、中からひょいとマジックをつまみ上げた。勝手に！

「このようなモノで、理刀に落書きするなんて、失礼だと思いませんの？」

「ちょっと、触んないでよ！」

「ふふん、ま、あなたにはお似合いのアイテムですわね」

　意地悪スマイルを浮かべたスイートが、ポーチの中へマジックを戻し、「落とさないようになさってね」と、チャックを閉めた。

「ふん、落とすわけないでしょ！」

　キュートは、スイートの手から引ったくるようにポーチを奪うと、左肩からたすきにかけた。これで、絶対に落とさない。

　スイートの嘲ちよう笑しようなど、完全無視！

　腕時計に目を落とす。

　ラットガールが、九時五八分を告げていた。




　毒どく舌ぜつ丸まるに見送られながら、キュートは理刀といっしょにマンションを出た。

　邪魔だけど、スイートもついてくる。ほんとに、邪魔だけど。

　現在一〇時○五分。

　ラットガールが、キラキラスマイルで、ゆっくりと腕を動かしていく。

　次のサインは一二時から一二時〇五分までの間に行わなければならない。

　理り刀との額ひたいに『プリン』と書き込むのだ。

　最後のサインまで、あと二時間ほど。

　なんだか緊張してきた。




　レゾン学院の最寄り駅で電車を降りたあと、通学時に使っているのとは別の改札から外へ出て、そのまま動く階段エスカレーターを使って駅ビルの最上階へのぼった。

　いつも使っている駅だけど、七階まで上がってきたのは初めてのキュートだったから、ちょっとばかり新鮮な気持ちになった。が、いまは〝おまじない〟のことがずっとずっと大切だから……。

　気を引きしめ、ラットガールの動きから注意をそらさない。

　現在、一一時二二分。一二時まで、早くも四〇分を切っている。

　動く階段を下りたあと、目的の店を探した。早く腰を据すえ、時間がきたら呪じゆ文も字じを書くだけ、という状態にもっていきたい。

　理刀とスイートも、フロアを見回して……、いや、見回す必要もなかった。

　人が、ずらりと列をなしている。ほとんど女の子ばかり。

　列は、店の中から続いている。

　店の入口には、『Ｉｐｈｉｇｅｎｉａイフイゲネイア』の看板。

　よほどおいしいスイーツを食べさせてもらえるのだろう。列の長さを見れば、それがよくわかる。ざっと数えて、二〇人はならんでいるだろうか。

　ふくらむ期待と、ほんの少しの不安。理刀といっしょにいれば、まず時間をオーバーすることはないはずだけど……。

　スイートが、わずかに肩をすくめた。

「これほどの人気だとは、予想もしていませんでしたわ。提案者であるわたくしのミスですわね。下調べをしておくべきでした」

「ならぶのも悪くないよ。行列ができてるってことは、それだけおいしいってことだし」

　すぐさま、理刀が顔をほころばせた。

　たったそれだけで、スイートの表情から硬さが消えていく。

「理刀がごいっしょして下さるなら、わたくし、何時間ならんでいてもまったく苦になりませんわ」

　スイートが、さっさと列の最後尾にならんだため、キュートもそのあとに続いた。理刀も、ガラス越しに店の中を覗のぞき込みながら、いちばん後ろに立つ。

　彼の様子を窺うかがいながらも、腕時計をチラ見した。

　ラットガールが、キラキラスマイルを崩すことなく時を刻んでいく。確実に。

　もうすぐ。ラストのサインまで、もうすぐ。

　そう考えただけで、ドキドキしてくる。

　子どもっぽい〝おまじない〟だけど。

　呪じゆ術じゆつ的な効果なんて、カケラも期待できないけど。

　腕時計とマジックだけでこと足りる〝おまじない〟だけど。

　なによりも、理り刀とは【混沌とした実在カオテイツク・リアル】の能力者だから、呪術なんて効かないけど。

　もしかしたら？

　イライジャとケイトの例だってあるし。

　ポーチをそっと押さえ、その中に入れたマジックを意識する。

　ダメもとでいい。

　どのようなかたちにせよ、〝想おもい〟を伝えられたらそれでいい。




　時間確認。

　一一時四二分経過。

　ならび始めてから、およそ二〇分。

　理刀の額ひたいに『プリン』と書き込むまで、あと一八分ほど。

　もうすぐ。もうすぐ〝おまじない〟が終幕を迎えるまで、もうすぐ。もうすぐ。

　ドキドキドキドキドキドキドキッ、と心臓が早足になっていく。昔から、本番に弱かった。その自覚は十分にある。いざというときになって緊張するのだ。

　少しでも気持ちの強こわ張ばりをやわらげるためには、準備を怠おこたらない。これが鉄則。

　キュートはポーチのチャックを開け、中にあるマジックを探した。なんとなく、手にもっていたくなったのだ。まだ早すぎるけど、もっていると安心できそうだから。

　え？

　サイフは、ちゃんと入ってる。

　あれ？

　マジックが…………………………、ない。

　顔を上げると、スイートと視線がぶつかった。が、サッとそらされてしまう。

　出かける前、確か……、彼女がマジックに触れて……、ちゃんとポーチに戻してチャックを閉めたのを見たけど……、ポーチの口に次元孔ホールをつくっていれば、マジックを入れたように見せかけ、その実、別の場所へ放ほうり出すことも可能なはず。

「あ、あんた……」

「ふふん、わたくし、マジックなんて知りませんわよ？」

　ニヤリと勝ち誇った笑みを浮かべたスイートに、ビシッと言ってやった。

「まだ、マジックなんて言ってないでしょ」

「あ、あら、そうでしたか？　あなたが、マジックをさがしてるような顔をなさってたから、そう思っただけですわ」

　マジックをさがしてるような顔って、どんな顔よっ！　と叫びたいのを我慢して、キュートは考えた。マジックがない。だったら、代わりになるようなモノは？

　と、後ろから、

「マジック？　必要なら、文房具フロアに売ってると思うけど」

　理り刀との声が聞こえてきた。

　さすが理刀っ！

「ぶ、文房具フロアって、何階？」

「二階、だけど」

「ありがとっ、ここで待っててっ！」

「あ、キュート……」

　理刀の腕をポンと叩たたいたあと、キュートは躊躇ためらうことなく走り出した。

　ここは七階。文房具フロアは二階。五階ぶんくらい、いくらだって駆け抜けてみせる！

　下へ手たに動き回ると迷うから、くるときにのってきた動く階段エスカレーターに駆け込んだ。

　はしたないことを承知で、スカートを押さえながら、のぼってくる階段を逆走する。

　動く階段にのっていた人たちに謝りながら、とにかく二階を目指した。

　動く階段の半なかばで、隣に下りの階段が見えたけど……、下手にむこう側へ飛び移ると、方向感覚を失う恐れがあるから……、きた道をたどるのがいちばんだ。

　いまここで迷子になったら、そこでアウトだから。

　ただただいまは、ブーツのカカトで動く階段を派手に打ち鳴らしながら、ダッシュ！




『２』という数字が書かれたフロアに駆け込み、すかさずラットガールの動きを確かめた。

　彼女の長い腕、その指先が四七分を指している。

　あと一三分。五分をプラスしたとしても、一八分ほどしか時間が残されていない。

　キュートは、周囲を見回した。

　マジックは？　マジックはどこ？　この際、水性でもいいから。

　ノート。違う。バインダー。違う。ホッチキス。違う違う。ほしいのはマジックなの！

　品しな揃ぞろえの素晴らしい、広々とした文房具フロアが恨めしい。ニッポン国の店はどこもきれいで、ゴミひとつ落ちていなくて、静かな音楽まで流れているというのに……、ほしいモノをすぐに見つけることができない。

　初めての場所で、マジックのさがし方を知らないキュートは、ただただウロウロすることしかできなかった。あっちにもこっちにも棚があって、どれがどれだか……。

「きゅぅぅぅ、マジック、は……？」

　泣けてきた。

　時間は、慈じ悲ひを示してはくれない。

　ラットガールも、持ち主の焦あせりや不安にはお構いなしで、軽快にときを刻んでいく。

　キュートは、目もとをゴシゴシとこすりながら、フロアの中を足早に歩き回った。

　焦っちゃダメ。焦ったら、マジックを見落としてしまう。焦っちゃ……。

　歩き回っているうちに、とうとう涙がこぼれ落ちてきた。

　我慢しても、次々とあふれ出してくる。

　ぬぐってもぬぐっても、とまらない。どうして、こんなに出てくるんだろう。

「マジック、どこなの……」

　時間は一一時五七分。

　幼稚すぎる〝おまじない〟さえ、満足にやり遂とげることができないなんて……。

　もう、ダメなのかな……………、と涙混じりのため息をついたそのときだった。

「あの、どうかなさいましたか？」

　声に目をむけた。

　若い女性店員が、心配そうな顔で歩み寄ってくる。

「マジックが……」

　見つからないの……。という言葉を伝えるよりも先に、

「マジックをおさがしですか？　それでしたら、こちらに」

　にこやかに微笑ほほえんだあと、女性店員が先に立って歩き始めた。

　彼女の背を追いながら、キュートは時間を確かめた。

　一一時五八分。まだ間に合う！

　ほらほら、早く早く、急いで急いで、と店員の背を無言で急せかしながら、キュートは彼女のあとについていった。

「こちらです」

　女性店員が指し示してくれた棚は、つい先ほど通ったばかりの通路にあった。赤や青や黄といったペンといっしょに、ちょこんと黒の油性マジックがフックにつり下げられていた。なんだか、こっそりと。

　こっそりすぎよっ！　と文句を言っても意味がない。そして時間もないから……。

「これよっ！　これをさがしてたのっ！」

　すかさず黒マジックをつかみ、すぐさまポーチからサイフを出した。

「レジはあちらに……」

「ごめんなさい、時間がないの。お釣りはいらないわ」

　女性店員の手に千円札を押しつけ、キュートは身をひるがえして走り出した。

「あ、お客様っ」

「ありがとうっ！」

　感謝の意を言葉にし、しかし店員の声には振り返らず、とにかく走った。

　動く階段エスカレーターの位置は覚えている。

　このまま七階まで駆けあがり、新品マジックで理り刀との額ひたいに仕上げの『プリン』を書き込めば、恋の呪じゆ文もんができあがる。

『パロラロルロルプリン』

〝おまじない〟の終了は、もう目の前。




　キュートは新品マジックを握りしめ、二階から七階まで一気に駆けあがった。

　他ほかの客の視線が集まってくるが、そんなことなど気にならない。

　時間内に、理刀のもとへ！　早く早く！

　そしてようやく『Ｉｐｈｉｇｅｎｉａイフイゲネイア』の前に到着し、急いでビニールの中からマジックを取り出した。続けて、ビニールをポーチの中へ押し込みながら時計を見ると……。

　一二時〇三分。

　残り時間は……、約二分。

　ラットガール、ありがとう！

　行列をつくっている女の子たちが、何事？　といった顔をむけてくるが、それさえも気にならない。いまはただ、理刀の額に『プリン』の呪じゆ文も字じを書き込むことだけに集中だ。

「お、お帰り」

　タイム・リミットのことなどまったく知らない理刀が、目を大きくしている。彼の隣には、呆あきれ顔のスイートが立っている。

「ふふん、見苦しいほどの慌あわてぶりですわね。品のなさが透けて見えますわよ？」

　あんたのせいでしょ！　なんて言い返す時間さえ惜しい。

　キュートは、肩で息をつきながらも理刀ににじり寄った。そして、彼の顔を見上げる。

「あ、あのね、なにも訊きかずに、額にね、文字、書かせて？」

「えっと、額に？」

　理刀が、驚いたように目を大きくした。マジックで額に文字を書かれることには、さすがに抵抗があるのだろう。

　それでもキュートは、想おもいを貫つらぬき通すことを優先した。ワガママだとわかってはいるけれど、いまは遠慮などしてられない。謝るのはあとでいい。

「お願い、時間がないの」

「オッケー」

　理刀が、すぐさま中腰になってくれた。加えて、書きやすいように前髪を自分で上げてくれる。

　彼の目線が、キュートよりわずかに低くなる。

　額ひたいに、人間には読めない魔界文字を書かれるというのに。しかも油性マジックで。それなのに、躊躇ためらうことなく相手をしてくれた。恥ずかしいと思う前に、キュートの想おもいを汲くんでくれたのだ。

　やさしい人。

　キュートは、マジックのキャップを外して、理り刀との額にペン先を押し当てようとした。

　つん。つん。つん。

　ふらふら。

「ちょっと、邪魔しないでよっ！」

　横からスイートが、つん、つん、と右みぎ肘ひじをつついてくるから、手が動いて字が書けない。

　彼女はいま、細くした目に苛いら立だちを乱舞させている。

「正直なところ、あなたを見ていると癪しやくに障さわりますわ。いい加減、理刀に失礼ではありませんか？　それに、万が一、超常的なことが起こって、呪まじないが効いてしまったら……いいえ、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力がありますから、それは心配していませんが、それでも、とにかく、なぜか、腹が立ちますから、こうして、やりたく、なりますの」

　つんこうして。つんやりたく。つんなりますの。

　ふらふら。

「きゅっ！」

　キュートは、左手にもっていたキャップをスイートの顔に放ほうった。幻術で、ゴキブリに変えて。

「ぃやっ」

　動体視力のいいスイートだから、飛んできたキャップゴキブリを、しっかり認識したようだ。

　彼女が、反射的にのけぞった。

　この隙すきに！　とキュートは、理刀の額にペン先を走らせた。走らせた。走らせた……。

「？」

　走らせた。走らせたのに……、字が書けない。インクが出ないのだ。

　不良品？

「あれ？　こ、これ、字が、書けない……」

　噓うそでしょ……、ここまできて……、こんなことって……。そんな……。

「ん？　ああ、それはね……」

　理刀が、キュートの手からマジックを受け取り、そのペン先を指先で数回押した。

　すると、白いペン先がみるみるうちに黒くなっていく。

「最初に使うときは、こうやってペン先のフェルトにインクを染しみ込ませるんだ」

　理刀が、微笑ほほえみを添えてマジックを返してくれる。

「あ、ありがとう」

　飛びつくように彼からペンをもらい受け、体勢を立て直したスイートを「きゅっ！」と視線で威い嚇かくしたあと、あらためて理り刀との額ひたいに手を伸ばした。

　時間は一二時四分。

　ラットガール、あと少し長い腕をとめておいて！　お願い！　もうすぐだからっ！

　黒くなったマジックのペン先を理刀の額につけ、いざ『プリン』の『プ』を書き込もうとしたそのときだった。

　理刀の頭が、逃げるように離れていった。彼の額にはまだ、ホクロのような黒い点だけしか……。

「あ……」

〝待って〟という言葉は、のどに詰まって出てこない。

　理刀にまといつくような、美しい虹にじ色いろの髪が目に映ったから……。

「きゅ……」

　彼の腕を後ろに引いたのは、ササラ姫だった。

　店の前で長い列をつくっていた女の子たちが、七階フロアを歩く人々が、煌きらびやかな七色のロングヘアに目を奪われている。

　悲鳴のような沈黙。

　叫びのようなため息。

　ササラ姫を取り巻く空気は、まるでファンファーレを鳴り響かせているようで……、キュートは思わず、マジックを取り落としてしまった。

　七階フロアを包む空気すべてが、一気にササラ・ビョルンストライドのものとなる。

「いきなり、あるいは出し抜けにお邪魔して、申し訳ありません、あるいは失礼しました」

　彼女の微笑ほほえみは、太た刀ち打うちできないほど華麗で艶えん麗れいで秀しゆう麗れいで、それでいて光がこぼれ落ちんばかりに清らかで。

　周囲の女の子たちがまた、いっせいにため息をもらしている。

　キュートは、ササラに腕を取られ驚いている理刀へ、心もち姿勢を正しているスイートへ、そして、ラットガールへ順に視線を移していった。

　ラットガールが、素っ気なく長い腕を動かした。カチッ。

　一二時〇五分をお報しらせしまぁ～す。


　　　◆◆◆



　三〇分以上ならんだあと、理刀たちはやっと『Ｉｐｈｉｇｅｎｉａイフイゲネイア』の店内に入ることができた。

　理刀とスイートが、通路側。むかいにキュートとササラという席位置でテーブルにつき、各おの々おの目の前のスイーツにフォークを伸ばしている。

　ササラをはじめ、キュートもスイートも標準を遥はるかに飛び越えた可愛かわいらしい女の子たちだから、店内の視線をこれでもかと集めまくっている。三人が三人とも、自らの美び貌ぼうにはいたって無自覚のようだけど……。

　周囲の目に気づかないフリをしながら、理り刀とは注文したモンブランを食べ続けた。

　甘すぎず、それでいて濃厚な味のモンブランは、いっしょに注文した紅茶とよく合った。行列ができるのもうなずける。

　キュートもスイートも、そしてササラも、静かに、楚そ々そとした仕草で理刀と同じモンブランを口に運んでいる。

　理刀は、テーブルを挟んで座っているキュートの様子を、それとなく窺うかがった。

　よくわからないまま、彼女の不審な行動は幕を閉じたらしい。

　結局、額ひたいにはなにも書かれなかった。

　しきりに時間を気にしていたから、もしかしたら狙ねらっていたなにかには時間制限があり、それがササラの登場によって水の泡になったのかもしれない。

　なんとなく……………、残念。

　キュートがなにを狙っていたのか知らないけど……、教えてくれるまでは訊きくつもりもないけど……、一生懸命にやっていた彼女の気持ちを考えると……。

　背中に文字を書かれるくらい、いくらやってくれてもかまわない。両手に書かれるのだって、なんの苦にもならない。顔中に油性マジックで落書きされても、キュートがそれを望むならＯＫだ。周りの目など、気にもならないから。

　ふと顔を上げたキュートが、理刀の視線に気づいて目だけで笑った。ササラが隣に座っているから、おそらくは遠慮しているのだろう、口を開こうとはしない。

　彼女が〝誓いの儀〟に乱入し、理刀といっしょに人間界へ逃げてきたのは、ついきのうのことである。

　スイートも、ササラがなにか言うのを待っているらしい。黙々とフォークを動かし続けているだけ。

　どこか神妙なフォンターナ姉妹に対し、魔界の第二王女であるササラは……。

　理刀は、虹にじ色いろの髪をもつ艶あでやかな女性へ顔をむけた。彼女の表情には、ひと筋の怒りもないように見える。それどころか、目もとには楽しげな色がにじんでいるような……。

　理刀は続けて、背筋を伸ばすフリをしながら、それとなく店内を見回した。ガラス越しに、見える範囲で店の外にも意識をむける。

　カラミティ、トルネイド、ディファたちの姿は、どこにもないようだけど……。近くに隠れている、ということも考えられる。

　黙ってモンブランをつつき続けるのも味気ないし、この微妙な空気を吹き払いたいという思いもあったから、

「あの、カラミティさんたちは？」

　質問、というかたちでササラに話しかけてみた。

　途端、彼女の表情が輝いた。まるで、春の薫かおりをふりまくかのように。

　だれかが話し出すのを待っていた？

「魔界大使館で留守番、あるいは待機中です。わたしひとり、あるいは単独で理り刀とに会いたかった、あるいは接したかったものですから」

「姫様のお力が封じられているようですが、どのようにして……」

　スイートが、すぐさま質問を投げた。彼女も、会話のキッカケを探っていたのだろう。

　キュートも、フォークをとめてササラへ目をむけている。

　ササラの力が封じられている？

　理刀にはわからないが、スイートとキュートは、自分たちの魔力が｛傀儡回しプレイヤー｝の力に支配されていないことを不思議に思っていたらしい。

　ササラが、笑みの輝きを崩すことなくこたえた。頰ほおに、わずかな朱色を浮かべながら。

「シルティシャープと唇、あるいはキスを交わしてきたのです。これで三日、あるいは七二時間程度は大丈夫、あるいは心配ないはずです」

「シルティと？」

「はい。始し祖そ竜りゆう、あるいは混こん沌とん竜りゆうには、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力、あるいは魔力を打ち消す力がありますから」

　以前、ササラと唇を重ねたことを思い出し、理刀は思わず顔が熱くなった。が、頰を刺す微かすかな違和感に目をむけると、キュートと視線がぶつかった。

　ジトッとした目の奥にあるモノは、苛いら立だち？　憤いきどおり？　怒り？

　空色の瞳ひとみに秘められたなにかが、理刀の心臓をぎゅっとつかんでくる。

　なんだか恐こわい。

　怒っている理由が、よくわからないけど、ここはとにかく笑っておく。頰が引きつっているのが自分でもわかるけど、根性で笑顔をつくる。

　理刀は再び、ササラへ目をむけた。

　彼女がまた、色いろ香かが咲き乱れるような笑みを浮かべてくれる。

「あのぅ、人間界へお越しになった理由は……」

〝誓いの儀〟の件で、文句を言いにきたんじゃないよね？　あのとき、背を押してくれたし。それとも、気が変わった？

　理刀の質問に対し、芸術品のようなササラの唇が、とんでもない言葉を吐き出した。

「留学、あるいは見聞をひろめるために足を運び、あるいは渡界しました」

「「「留学!?」」」

　理刀、キュート、スイートの声が、ピッタリと重なった。

「りゅ、留学って……」

　キュートが、口をパクパクさせている。驚いた顔も可愛かわいいのだが、いまはそれを眺めているような状況ではない。

　スイートも、呆ほうけたような顔だ。

　魔界の王族が人間界へ留学してくるということが、彼女たちにとってどれほど重大なことなのか、理り刀とにはわからない。わからないけど、人間界にとってはとんでもない大事件であることはよくわかる。

　キュートが、酸欠の魚を連想させるような顔をササラへむけた。

「あ、あの、ひ、姫様、留学なさるのは、その、お力の封印が解ける三日間だけ、ということでしょうか？」

「いいえ、期間は未定、あるいは確定していません。キュートたちと同じように、自らの知識欲、あるいは好奇心が満たされるまで、人間界、あるいはこの地で過ごしてみようと決意、あるいは決断しました」

「それじゃ、封印が解けたときは……」

「大丈夫、あるいは心配無用です。シルティシャープにも大使館で留守番、あるいは待機してもらってますから」

　言って、ササラがおずおずといった様子で理刀へ視線をむけてきた。そしてひと呼吸ほど間をとり、つやつやな唇をもごもご動かしたあと、再び口を開いた。

「……シルティシャープの代役、あるいは代理は、り、り、りり、理、刀にもしてもらえる、あ、あるいは務めてもらえますから、な、なんの心配も……」

　ササラの透き通った肌、その内側からポワワ～ンと紅色が浮かび上がってきた。うつむいた彼女の顔が、みるみるうちに紅へ染まっていく。

　ササラのような女性が、目を伏せ、身を縮め、照れるなんて、もはや反則行為である。

「いや、シ、シルティの代役なんて、オレなんかが……」

　なんだか、こちらも恥ずかしくなってくる。

　そんな理刀に、キュートとスイートがダブルのトゲトゲ視線を突き刺してくる。

　どうしてにらむの？

　なにはともあれ、笑っておく。

　ハハハ、ハハ、ハァァ。

　息が、歯の間から抜けていく。

　魔界の第二王女が留学してくるなんて……。

　これからどうなるのだろう？


　　　◆◆◆



　理刀のバカ。

　ササラ姫から〝お役目キス〟を匂におわされても、頰ほおをゆるめていないでピシッと断ってほしいのに。…………………………………………………………………………………………バカ。

　もやもやとした気持ちをこねくり回していたキュートに、隣に座ったササラ姫がそっと顔を寄せてきた。そして、耳もとでささやくように、

「理り刀とに行おうとしていた呪じゆ系けい術式、あるいは呪まじないは、わたしも知って、あるいは知識としてもっていました」

「え？　あ、あの？」

「キュート、あなたに降参、あるいは敗北する気はありませんから」

　美しい顔を離したササラ姫が、透き通った微笑ほほえみを浮かべた。そこにはなんの気き負おいもなく、ギスギスとした競争心もない、ように見えるけど……。

　すぐに彼女が、深みのある艶あでやかさを瞳ひとみに込め、理刀へむき直った。

　ササラ姫の視線を受け、彼が小さく息を吞のみ込んだのがわかった。きっと、麗うるわしい王女の美瞳ひとみにドキドキしているのだろう。…………………………………………………、バカ。

　でも、理刀への苛いら立だちを言葉にはできなくて……。

　キュートは、ササラ姫の横顔をこっそりと窺うかがった。あまりにも美しすぎて、不安になってくる。こんな女性から、「敗北する気はありません」なんて言われたら……。

　呆ぼう然ぜんとするしかなくて。












あとがき







　もしも、眉び目もく秀しゆう麗れいだったら……。

　もしも、運動神経抜群だったら……。

　もしも、絶対音感が突出していたら……。

　もしも、ドラ○もんが家にきてくれたら……。

　もしも、非の打ち所がない人間になれたなら……。

　もしもは、やっぱり、〝もしも〟でしかなくて……。

　それでも、やっぱり、『もしも』ということをいつも考えていて……。




　ボクは幼い頃ころからずっと、『もしも自分が作家になれたなら』ということを考えていました。空想、妄想、夢想、といったレベルの想おもいです。

　そんなボクは、『作家なんてなれるわけない』『普通がいちばん』『プロは甘くない』といっただれもが考えることを当然のように考え、大学を卒業したあと、超氷河期といわれた就職難をグロッキー寸前になりながらもクリアし、どうにかこうにか就職し……。

　その後、紆う余よ曲きよく折せつを経へて、〝作家になりたいなぁ～〟という想いをゆっくりと、徐々に、そして確実に研といでいき、いつの間にか〝作家になるぞ！〟という自分でもとめようのない勢いにまで尖とがらせていて……。




　作家になってからも、いろいろありました。

　たくさんの人たちに出会って、助けてもらって、励はげましてもらって、笑いかけてもらって、「大丈夫！」と酒を酌くみ交わしてもらって、勉強させてもらって、助言をもらって。

　いろんなことをコツコツと積み重ねてきた結果が、いま、このとき、この瞬間です。

　いろんなことをコツコツと積み重ねてきた結果として、『きゅーきゅーキュート！』も一〇という数字まで巻を重ねることができました。

　これから先も、いろんなことがあるはずですが……、楽しみです！

　過去を振り返ると、つらかったり苦しかったり悲しかったりしたことの要素が、意外と〝いま〟にプラスの作用を及ぼしていることに気づくことができます。だから、先を目指すのが楽しみです（本音を言えば、つらかったり苦しかったり悲しかったり、は勘弁してもらいたいのですが……、まったくないと精神力が劣化してしまいそうな気も……）。




　一〇巻にたどり着いた感慨ばかりを書き連つらねても味がありませんので、少々ストーリー内容の説明を。

　八巻から始まり、九巻を経へて、一〇巻に雪な崩だれ込んだ〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟も、ようやく終幕です。

　ゴールにたどり着いた理り刀とが、突如現れたスキュースに攻撃され……。

　わけもわからないままキュートが叫び……。

　このまま理刀は、ササラ姫と結婚してしまうのか!?

　魔界妻獲得か!?

　さぁ、どうなる!?　あとがき先読み派のみなさんは、本文へＧＯ！

　まったく説明になっていませんが……。

　とにもかくにも、楽しんで頂ければ幸いです。




　心よりの謝辞を。

　一～一〇巻まで、ハイ・クオリティなイラストを積み重ねて下さった武む藤とう此史くりひと先生。

　頭が固く、柔軟性のない作者を巧たくみに導いて下さった担当の笹ささ尾おさん。そして編集部の皆様。

　一〇巻まで、気長につき合って下さった心やさしき読者の皆々様。

　本当に、ありがとうございました。

　これからも、よろしくお願いいたします！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　歩いてるとき目に留まるモノ。

　　タバコの吸い殻。変わった名前の表札。面白い看板。派手な車やバイク。派手な格好の人。可愛い犬。きれいな女性。雲の流れ。ｅｔｃ

　　歩いてるとき耳に届くモノ。

　　人々の会話。車のクラクション。商店街の音楽。ケータイの着信音。子どもの笑い声。ヒールの足音。鳥の声。風の動き。ｅｔｃ

　　歩きながら考えてるコト。

　　徒然なるまま、浅い知識からの無作為抽出。

　　毎日、鼻歌交じりで歩いてます。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵など描いて生活してます。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）、「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　うおー10巻ー！

　　スキュース様を表紙で描けて幸せでござるの巻。

　　ばんざい。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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